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水と土 第1 3 4 号 報文内容紹介

効果的な集落環境点検ワ
ー ク シ ョ ッ プの設計

一 農業水利施設 の住民参加 による維持管理 に向けて-

親谷吉雄 ･ 山本徳司 ･ 安中誠司
･

筒井義冨

近年, 農業水利 施設の 円滑 な維持管理を推進する ため に , 地域
住民に よ る参加 が重要と なっ て きて おり, 地域 住民の意識形成を
図 り

,
住 民参加 を促進 する 手法 の1 つ に ワ

ー

ク シ ョ ッ プが ある- ｡
本報で は , こ の ワ

ー

ク シ ョ ッ プに つ い て , 既往文献と農業工 学研
究所の 事例分析よ り, 効果的 に設計 ･

運営する 上で の留意点 を整

理す る ｡

( 水と土 第13 4 号 2 00 3 P.
‾13 企 ･

計)

菅又調整池の試験湛水結果につ い て

水楢正則
･

杉本幸雄

国営かん がい 排水事業芳賀台地地区で は , 平成11 年度から当地
区の 基幹施設で あ る菅又調整池 ( 重力式 コ ンク リ ー ト ダム

,
日 =

2 8
.
4 m

,
Ⅴ = 48 8 千 m

3

) の 建設に着手し, 平成14 年7 月ま で に ダ ム

の主要 な工 事が 終了した｡ 平成14 年7 月から は試験湛水 を開始 し,
湛水 に伴う ダム 及び 貯水 池周 辺の安全性 を検証する ことがで きた
の で

,
こ の こと に つ い て報告する ｡

( 水と土 第13 4 号 2 00 3 f
,

. 創 設 ･ 施)

透水性地盤におけるため池の新設計画につ い て
一

機部金浦池築造工事のとりくみ一

棟山明人

中山間地域稔合整備事業 ｢ 南但馬ハ ッ ピ ー

地区+ にお い て 取り

組ま れ た ｢ 磯部金浦池+ ため池工事計画 の事例｡ 透水性の 高い 地
盤 ( ス コ リ ア凝灰岩) に 新設する ため にと っ た設計方法等を紹介
します｡ 今後新設され る ダム , 他に つ い て は 良好 なサイ トは 少な

い と思われる なか, 類似条件での 参考に なれ ば幸 い です ｡
(水と土 第134 号 2 00 3 P . 唱 設 t

施)

既設管利用における更正管工法の設計事例につ いて
一 国営かんがい排水事業勇払東部地区の9区用水路を対象として一

向山浩司 ･ 渋谷 斉
･

菅野徳久

国営か ん がい 排水事業 ｢ 厚真地区+ で昭和 幼 年代 に造成された
道道及び町道横 断区間の 管水路の 改修に あたり, 既設管 の埋設状

況を調査
･

検 討した結果, 在来工 法で ある 開削工 法 で は 道路状況

及び 用地処理 に おける周辺 へ の 影響が大きい こと から, 既設管の

内面から補修 する更正管工 法を計画 し, 平成15 年慶に , 国営か ん
が い 排水事業 ｢ 勇払東 部 (一期)+ 地 区に て , 改修を行うもの で
あ る ｡

( 水と土 第134 号 2 00 3 P. 5 7 設
･

施)

く歴史的土地改良施設〉

ほ場整備で昔の田んぼ
一 県営は場整備事業 立江櫛渕地区一

梅本節也

徳 島県小松島市櫛 渕町の県営 ほ場整備事業 ( 担い 手育成型) 立
江梅渕地区に 於い て , 幹線永路沿 い の 残地を利用 し, 昔なが らの

低底地 の 田ん ぼ (100 m 2) が復元された｡ 通常客土 を行 い , 汎用
農地 を造成す るもの で ある が, あ えて この ような田ん ぼ を造成す
る ことで , 先人達の苦労 を後世 に伝え ようと して い る ｡ 昨年と 同
様 に今年も5 月1 日に 立江小学校の 生徒たちが手作業に よる 田植 え
を行っ た ｡ その 内容を報告す る ｡

(水と土 第13 4 号 2( 沿3 P.
7 1 設

･

施)

石炭灰を疎水材に活用した暗渠排水の施工

小口高博

火力発電に より発生す る石炭灰 は, 発電時の 副産物と して通常
埋立処分されて い るが , その性状から, 水田の ほ 場整備 に おける

暗渠排水 の疎水材として利用する こと に より, 排水性能が向上 し,

目詰まり等経年変化 に よ る 能力低下が緩和される とともに , コ ス

ト縮減が図られる等 その有効性か らも資源循環型社 会の構築
へ の

試み として 今後に つ ながる工 法で あ ると考えられる ｡ 本報文 で は

これらの取り組み 内容 に つ い て 報告す るもの であ る ｡

(水と土 第134 号 2 00 3 P . 2 1 設 ･ 施)

横江頭首工改修工事につ いて
- 急流河川 ｢ 常靡寺川+ にお ける頭首エ の改修事例一

原田 稔
･

竹山健志
･

長束 勇

平均河床勾配が1/ 30 と いう超急 流河川 であ る常願寺川は , 明治

以来近代的 な河川改修に より治水対策が行わ れて きた ｡ 一方 , 利
水事業 は戦後 間も なく国営かん排事業で , 横江頭首工 が常願寺川

に設置さ れた｡ 建設後も急流河川ゆえの補修工 事が行われ, 現在

も国営総合展地防災事業 ｢ 常願寺川沿岸地区+ に より改修工事 を

実施 して い る ｡ 本報文で は , 過去 の実意 を踏ま えた急流河川に お

ける薮首工 の保護対策を紹介す る ｡

(水と土 第134 号 2 00 3 P . 30 設
･ 施)

周辺環境に配慮したため池改修方法
一 県曽ため池等整備事業 青 口地区r

村中郁夫

広 島県 内に は約2 万箇所の ため 池が存在する ｡ 貯水量1 ,0 00 m
3 以

上の ため 池は約5 千箇所で , その うちの7 1 % が江戸時代以前に 築

造された古 い ため池で あり, 舶 % が改修を必要 とす る ため池で あ

る ｡ 昨今の 情勢 に伴 い , ため 池の 改修計画 にあた っ て は , 地形,
地質や 利水状 況のみ ならず周辺の 自然環境も考慮 に入れた計画が

求め られ て い る ｡ 今 軌 県営地区で の 周辺環境 に配慮 した工 事の

取り組み 内容を報告す る ｡

(水と土 第134 号 2 00 3 P. 5
1 設

･ 施)

集落排水汚泥の農地還元に関する

都道府県の指導指針につ い ての調査結果

山岡 賢
･ 凌 祥之

集落排水汚泥等 の農地還元 に関 して 都道府 県が制定して い る指

導指針等 ( 以下, ｢ 指針+) に つ い て , 20 02 年11 月時点で調査収集

した最新の 状況を集落排水汚泥の 農地還元を検討する上 で の基礎

資料として 報告する ｡ 報告内容 は , 指針に 対する 各都道府県 の考

えを担当者 にア ン ケ
ー トした結果と収集 した 指針の 要約及 び比敢

である ｡
(水と土 第13 4 号 2 00 3 P . 62 企 ･ 計)

一 9 - 水と土 第134 号 20 0 3



【巻 頭 文】

農政 の 中の農業農村整備事業

斎 藤 仁 志 *

( E it o s hi S A I T O)

平 成13 年秩にB S E ( 牛海綿状脳症
,
い わ ゆる狂 牛病) が発生 して以来, 食品表示の 偽装や無登録農薬の

使用が相次 い で発覚し, 農政に対 してはもち ろん の こ と ,
生産, 加工 , 流通など , 食品の 安全性に関わる

全て の 関係者に対する国民の信頼を大きく揺 るがす事態とな っ た ｡ B S E の 発生 に対して , 第三者で構成す

る委員会か ら ｢ 失政+ と指摘される こととな っ た農林水産省で は, 農政 へ の信頼回復の ため , 様 々 な施策
,

法令 の改正 , 組織 の改編な どを通 じ
, 相次 い で大胆な政策転換を行 っ てきた｡

まず, 平成1 4 年4 月 に
,
武部勤農林水産大臣の下 で ｢『食』 と 『農』 の 再生プラ ン+ が発表された ｡

こ の

プ ラ ン は , 副題と して ｢ 消費者に軸足を移 した農林水産行政を進めます｡ + と書か れ て い るように , 農政の

対象が ,
こ れ ま で は生産者が 中心だ っ た の に対 し, 社会 の要請に応え, 消費者を重視する姿勢に改められ

た こ とが大きな転換と言えよう ｡ こ の プ ラ ン は三 つ の 柱か ら成 っ て い て , 中央 に新 し い 政策の 目玉 で ある

｢ 食 の安全と安心の 確保 ( 消費者第
一 の フ

ー ド シ ス テ ム を確立 します｡)+ , 左 側に農業政策の加嘩的な展開

を目指す ｢農業の構造改革を加速化 (意欲ある経営体が躍進する環境条件を つ くります｡)+ , 右側に農村政

策の新たな展開を目指す ｢都市と農山漁村の共生
･

対流 ( 人と自然が共生する美の 国づくりを進めます｡)+

が図で示され , 鶴翼 の 陣と呼ばれた ｡ こ の プラ ンは
, そ の 後 の 農政推進の基本的な共通認識と なり, 次 に

述 べ るように, こ の プ ラ ン に沿 っ て , 具体的な個別施策が展開されて い ると ころである ｡

第
一

の 柱であ る ｢食 の 安全と安心の 確保+ に つ い て は, 関連する法律等の整備と行政組織の構築, 食卓

か ら農場 へ 顔 の 見える関係の 構築 (牛肉の ト レ
ー サ ビリテ ィ シ ス テ ム な ど) , 食育 の推進, J A S 法 の改正 な

ど
, 盛りだくさん である｡ 最も上 に位置づけられ る法律となる ｢食品安全基本法+ ( 内閣府所管) が本年5

月に成立 し
,
7 月 か ら施行されており, こ の 法律の 理念

･

方針に即 して , 農林水産省や厚生労働省が食品の

リ ス ク管理 にかか る具体的な施策を講じる ことと な っ て い る｡ ま た ,
6 月 には , 国民の 健康の 保護を最優先

と した新 し い 食品安全行政に的確 に対応する ため の指針と して , 農林水産省か ら ｢ 食の 安全 ･ 安心 の た め

の 政策大綱+ が公表され た｡ さ ら に
, 本年7 月1 日 の 組織改編で は , 産業振興部門か ら独立 して食品リス ク

管理 を担当する消費 ･ 安 全局が農林水産本省に設置され , 地方農政 局に消費
･

安全部が設置されるととも

に
, 食糧庁を廃止する

一

環と
‾
して

,
全国の 食糧事務所が廃止 され て 農政局食糧部と して編入 され , 農政局

の所在 しを い都府県には食糧部と消費 ･

安全部を併せ持 つ 地方農政事務所が設置された｡

第二 の 柱である ｢農業の構造改革を加速化+ に つ い て は
, 農業経営の構造改革, 米政策の 転換な どが中

心とな っ て い る ｡ 来年度予算の編成に向けて注目され て い る米政策の転換に つ い て は ,
昨年12 月 に策定さ

れた ｢米政策改革大 綱+ によ ると , 平成2 0 年度まで に ｢ 農業者 ･ 農業団体が主役とな る シ ス テ ム+ を構築

*

近畿 農政局次長 (T el . 07 5- 4 5 1- 9 16 1)

ー 1 1 - 水 と土 第134 号 2 00 3



し
,
2 2 年度まで に ｢ 米 づくりの ある べ き姿+ を実現する こと を目標と して い る｡ そ の ため には ,

準備期間

と位置づけられて い る本年度から , 地域 の 関係者が
一

体と な っ て , 地 域 の作物戦略
･ 販売, 水 田 の利活用 ,

担 い 手の 育成等の 将来方向を明確 に した ｢ 地域水田農業 ビジ ョ ン+ を策定し, 実践す る こ とが期待されて

い る ｡ な お , ｢ 地域水田農業ビジ ョ ン+ の策定に当た っ て は ,
地域の 生産基盤の整備や管理に密接に関わ っ

て きた土地改良区の 参画が欠かせ な い と考えるが , 最近 ,
随所 で土地改良区が参画して い ると の 報告を受

けてい るところであり , 今後 の積極的な役割の発揮に期待 した い ｡

第三 の柱である ｢都市と農山漁村の共生
･

対流+一に つ い て は, 都市と農山漁村で交流できるライ フ ス タ

イ ル の 実現を目指す ｢ わがふ るさと+ づくり ,
I T を活用 した農業経営や都市と遜色な い 情報基盤を構築す

る ｢ e - む ら づくり計画+ の推進 ,
ゼ ロ ･ エ ミ ッ シ ョ ン ( 廃棄物等を循環活用する取組) を実行する地球に

やさ し い 生物 エ ネ ル ギ ー ･

資源の 有効利用 , ｢ 美 し い 自然と景観+ の 維持
･ 創造とな っ て おり

,
い ずれ も本

誌の 読者にと っ て馴染み の深 い テ
ー マ か と思われる｡ 最近の 動きを

一

つ 付 け加えると , 農林水産省が 中心

と な っ て結成された , 関係7 省
■
による ｢都市と農山漁村の 共生

･

対流に関する副大臣プ ロ ジ ェ ク トチ
ー ム+

が
, 都市と農山漁村の 共生

･

対流 の 推進 に向けた 国民運動の 展開に つ い て 検討 してきた結果 , 本年6 月 ,

3 6 7 の 企業 , 団体 ,
N P O 等 の 代表者が参加する ｢都市と農山漁村の 共生

･ 対流推進会議+ ( 通称 : オ
ー ラ

イ ! ニ ッ ポ ン会議, 代表 : 養老猛司氏) が設置されたと ころである ｡

と こ ろで
, 農業農村整備事業は , ｢『食』 と 『農』 の再生 プラ ン+ の 三本柱の うち, ｢ 食の 安全と安心の確

保+ には直接的な関係はな い が , ｢ 農業 の構造改革を加速化+ と ｢ 都市と農山漁村の 共生
･ 対流+ に つ い て

は
,
そ れ ら の 目 的を達成するため の 重要な政 策手段とな っ て い る こ と は言うまでも な い ｡ 第二 の 柱に つ い

て は
,
全国 で4 0 万k m に及ぶ用排水路や2 1 万個に及ぶため池などを活用して ,

2 1 世紀 の農業に必要な生産基

盤を どう整備 ･ 維持 しで い く べ きか
,
と い うような課題に応えて い か なければな らな い だろう ｡ ま た , 第

三 の 柱に つ い て は
,
都市に比 べ て遅れて い る農村の 生活環境整備と い う数年前までの 考え方から完全に脱

却 し
,
そ れ ぞれ の 農村 に特有の風土 や歴 史を活か し, 都市と の 交流, 情報基盤の整備 , 循環型社会の 形成,

美 し い 田園空間め保全等, 特色を待 っ た農村 づくりに取組む必要があると思われる ｡

最後に , 話 は変わるが , W T O 農業交渉は, 9 月 の メ キ シ コ ･ カ ン ク ン で の 閣僚会議を経て ,
本誌が 配ら

れ る頃に どうな っ て い る の か , 予断を許さな い と こ ろである｡ 20 05 年1 月 が期限とな っ て い る交渉の結果 い

かんによ っ て
, 我 が国の 農業の 方向, 農業農村整備事業を始めとする施策の 展開方向にも大きな影響 を与

えるもの であり, 今後の 成行きに注目 して い き た い ｡
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一農業水利施設の住民参加によ る維持管理 に向けて一
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1 . は じ めに

農業水利施設は , 農作物の安定生産だけで なく ,

地 域 用排水と して の 利用, 生態系の 保全, 水 辺 の

景観形成等 ,
地 域 の 環境形成にお い て多面的な機

能を発揮して い る ｡

`

こ の 農業水利施設は ,
最近の

試算では , 約2 5 兆円とも言われており, 国民全体

の財産とも位置づけられる｡

しか し, 現在 , 農村 の過疎化や混住化の進展等

により, 農業水利施設の維持管理 に支障が生じて

きて おり, 将来的に, 円滑な維持管理 を推進する

ため には, 21 世紀土 地改良区創造運動の推進によ

り土地改良区の 活性化を図るとともに, 地域住民

の 連携 ･ 協力が重要と な っ てきて い る｡ また ,
平

成1 3 年 の 土地改良法の 改正 により , 農業農村整備

事業の 推進に当た っ て は , ｢ 環境と の調和 へ の 配

慮+ と 並 び ｢ 住民参加+ が視点と なり , 計画か ら

設計 ,
管 理 に至 るまで

,
｢ 住民参加+ は重要 な

キ ー ワ
ー

ドとな っ てきて い る ｡

農業水利施設の 維持管理 を地域住民の 参加によ

り進めるため には, 施設が地域環境の
一

構成要素

であるこ とと
,
施設とそ の周辺環境が多面的機能

を有 して い る こ とに対する住民認知が重要な視点

と なる｡ しか し
, 現状では ,

施設等が持 つ 多面的

機能に関する認識は低く, 住民参加を促すために

は
, 先ず , 地域住民の意識形成を図る必要がある｡

意識形成を促進する手法と しては様々 なもの が

*

農村振興 局整備部設計課 (T el . 03- 3 502- 8 11 1 内線48 6 1)
* *

独 立行政 法人農業 工学研 究所 (T el . 0 29- 8 38- 7 609)

次

5 . 集 落環境点検 ⅦS の 流れ
･ … ･ … ‥ = ‥ … ‥ ‥ ‥ 1 5

6 . 目的に 合わ せ た集落環境点検W S 手法 の 適用
‥ … t 1 6

7 . まと め ‥ … = ･ ‥ ‥ ･ 20

あ る が
,
そ の 中でも住民参加 によるワ

ー

ク シ ョ ッ

プ ( 以 下 ,
W S と 示す) の 展開は, 農業水利施設

の 維持管理問題 の解決だけで なく ,
地域環境形成

と い う祝轟か ら地域活性化を
‾
進める可能性 を有し

て い る｡

しか し, W S は 意義や様 々 な方法 に つ い て はあ

る程度整理され て い るもの の , 効果的な設計, 運

営 の ため の 情報に つ い て は, 未 だ十分に整理 され

て い な い 状況である｡ そ こ で , 本報では , 農業水

利施設にお ける住民参加 によ る維持管理の あり方

を整理 した上で ,
こ の あり方に繋が ると考えられ

る集落環境点検 W S 手法に つ い て ,
既在文献とこ

れまで に各地域で W S を支援 して い る農業工学研

究所の 事例分析より , 効果的に設計
⊥ 運営する上

で の留意点を整理する｡

2 . 農業水利施設維持管理のための住民参加の方法

(1)農業水利施設の認知の ための情報提供

地域住民が , 農業水利施設の存在と多面的機能

に つ い て の 共通認識 を持 つ こ とにより, こ れ を地

域の 施設と して位置づ けるためには , 適正 な情報

提供が必要である ｡
しか し

, 施設に つ い て の 認識

は
, 住民属性や施設との接触位置により格差があ

るため
,
情報撞供の 内容や方法はそれぞ れ の格差

の 程度に合わせ て行う こ とが効果的と考えられ

る ｡ 適正 な情報提供によ っ て こそ ,
施設は

,
存在

意義と多面的機能の 効果を生活実感か ら認知さ

れ , 最終的に , 住民自ら の維持管理活動 へ の 参画

意識が生まれると考える ｡
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( 2)意識形成の手法

地域住民が維持管理 に参加して も
,
そ れ が

一

時

的なもの で あれば , そ の 活動は地域づくりや活性

化には繋がら な い ｡ そ こ で
,
地 域住民の参加活動

を継続的に実施するためには ,
活動主体の 代表や

活動を支援する行政
,
土地改良区

,
N P O 等 は

,
地

域全住民に積極的に働きかけで , 維持管理活動に

対する意思疎通や協力連携 を図るこ とが必要であ

る｡ 維持管理活動 へ の 参加 を促す手法と して は主

に次の 4 つ に分類されると考えられる｡

(力説得型手法

行政 ,
土地改良区等を ベ

ー

ス に
, 農業水利施

設の 維持管理 活動の意義と多面的機能の発揮 に つ

い て説明し, 関係住民と話 し合 い を行 い 理解と協

力を要請する方法である ｡ あ る程度意識に統制が

取れて い る場合は ,
こ の 方法で効果がある｡

′ ②広報型手法

パ ン フ レ ッ ト
,
イ ン タ ー ネ ッ ト等 の 媒体 を活用

し
, 農業水利施設の 維持管理活動の意義と多面的

機能の 発揮 に つ い て P R す る ｡ 広範な住民を対象

にで きるもの の
,

一 般 的には
,
関心を喚起する以

上 の 効果を期待する ことは困難である｡

③体験型手法

展示学習施設の 設置
, 関連するイ ベ ン トの 開催

を通 じて , 主 と して地域住民を対象に
,
農業水利

施設の維持管理活動の 意義と多面的機能の 発揮に

つ い て体験的に理解 してもらう方法である ｡ 農業

や農村と関わりの 薄 い都市住民等に対 して農業水

利施設に つ い て の 関心 , 喚起 を促進する際には
,

効果的な方法と考えられるが ,
地域住民に維持管

理活動を促進する にあた っ て は
,
体験が どの よう

に活か されるか は不確定であり
,
体験から得られ

たもの を共有する機会も不足して い る ｡ ま た , 非

農家を含めた住民を引 き寄せるた め の工 夫や仕掛

けが必要にな る｡

④発見型手法

集落環境点検等の W S 手法を活用 し, 住民が課

題的に地域環境の こ とを考えて い く中で ,
農業水

利施設の 意義や多面的機能の 発揮に つ い て 理解を

進め る｡

以 上 の 手法の うち, 発見塑手法の
一 つ と言える

W S 手法は ,
W O R K ( 身体 を動か す) 十 S E O P

( 自分で作 っ て も の を公 開する場) の 意味で , 参

加者が主体的に活動を しなが ら問題意識を高め
,

多く の人 々 と積極に交流する こと で
,
自分自身の

中に新 し い ｢ 気づ き+ を得るため の 場と定義され

て い る ｡ 地 域 づ くりの 過程 で は , ｢ 地 域 に住 む

人々 が ,
コ ミ ュ ニ テ ィ の 諸問題を互 い に協力 して

解決し, 快適なもの とするため ,
参加者全員が 主

役と な っ て 作業を進め る場+ , ま た ｢ 参加者全員

で集落内を点検 し, 話 し合 い , 共 同で提案を行 い ,

発表し, 具体化 へ の役害ほ どを方向づける作業 を

行う集まり+ と して定義できる｡

本報で は, 以 下 ,
地域環境形成の プ ロ セ ス の 中

で の集落環境点検の W S 手法 の活用を整理する｡

3 . 集落環境点検 W S 設計のための考え方

集落環境点検の W S が 効果的に行われる ために

は
,
最終目標の 達成に向けて , 以 下 の 2 点 に つ い

て調査 , 検討する ことが重要で ある ｡

①対象範囲を設定するため に目的に合わせ て社

会特性
,
空間特性か ら効果的を集団を選定す

る こと ｡

(多選定した集団の 目的に合わせ た効果的な手法

を適用するこ と ｡

しか し
,
W S は

,
元 々 フ レ キ シビリ テ ィ ー に富

んだ活動で ある ことか ら ,
W S 設計にお い て , 社

会, 空 間特性を丹 念に調査 し, 例えば本報で紹介

す る方法 に従 い効果的な手法を適用 し, W S を実

践する こ とが
,
必ず しも望ま し い と は い えな い ｡

W S は ,
マ ニ ュ ア ル 的に展開せ ず, 枠 には まら な

い 活動だか ら こ そ , 新 し い ｢ 気 づ き+ や独創的な

｢発想+ が発生する特徴 を持 つ こ と を念嶺に入れ

る べ きで ある ｡ 但 し, 闇雲に W S を展開すると ,

こ れ もま た
, 意識形成や合意形成に効果が少な い

ど こ ろか
,
遵 に

,
住民の 意識を悪化させ る原因と

もなる ｡

従 っ て ,
W S を 設計するに当た っ て は, 上記2 点

を検討し つ つ 柔軟な活動をバ ラ ン ス よく展開して

いく こ とが必要である｡

4 . 社会特性, 空間特性からの集団の範囲設定

社会特性と空間特性 は
,
基本的には

,
地域特性

とほぼ同義と捉えて良 い ｡ 社会特性と空間特性と

は 一

体 をなすメ タ フ ィ ジカ ル なもの であるが ,
こ

こ で は
, 別 々 に分解 して ,

地域全体の 特性を表す

こ ととする ｡

社会特性は, 集落なり地域 の成立過程, 成立 過

程にお い て 固定化 して きた慣習 , 行事, 制度等の

文化的特性や宗教的特性
,
行政 的に線引きされた
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細織と して の 自治機能, 学校区等の集団の 特性が

ある ｡ また
,
自治機能の 領域内には , 地割りの租

集団, 子供会, 婦 人会な どの 属性集団, 氏子, 水

利組合な ど の派生集団があり
, そ れぞれ の 集団の

特徴と , 地域の 社会 ･ 経済の 現状と ,
そ の 変遷過

程等の重なり合 い か ら生まれた意志決定集団と し

て の 特性がある ｡
い わ ば

, ｢ 集落の 性格+ の よう

なもの である｡

空間特性は , 地 理学的な集落形状と成立 過程
,

土地利用形態とそ の 変遷過程, 道路, 水路 , 施設

等社会基盤及び住宅の規模
･

位置構造 , 各種施設

の 地域デザイ ンか らな る｡

一

般 的に, W S を設計す る場合
,
自治機能が 同

一とみ られる集落, ま たは , 個別に組織された地

域 づくり等の集団を対象に行うことが多 い ｡ こ の

理由は, こ れ ら の 集団が
,
社会的, 空間的に特性

が均質であ ると推察され るからである ｡ 中山間地

域の 集落にお い て は ,
ほ と ん どの場合

,
自治機能

をも つ 集落が
,
活動日的を同

一 とする集団を内包

して い る こ と から
,
W S の 設計に当た っ て の集団

の範囲設定は問題 とならな い場合が多 い ｡ しか し,

混住化の 進展が著 しく , 異 なる立場の 人が混在 し

て居住する都市近郊地域等の 場合に は , 空 間的
,

社会的に特性が複層 して い ると想定される ため ,

W S の 設計に当た っ て の 範囲設定で は
,
空間 ･

社

会特性を把握する重要度は高 い ｡

例えば
,
混住化が著 し い 地域では , 農家と非農

家で は
,
農業用水路 に対する認識の 程度が異なり,

ま た
, 非農家にお い て も

,
農業用水路が近接して

い る地域 と離れて い る地域では認識の程度が異な

ると想定される ｡ よ っ て
,
こ の 地域にお い て , 農

業用水路の 認識向上や維持管理活動 へ の 参加啓発

の ため の W S を設計する場合 , 例 え自治区域が同
一

であ っ ても, 農家と非農家, 非農家でも水路 へ

の 近接の 有無を十分に把握 して , 集団を設定 した

り ,
テ ー マ を変えたりするこ とが望ま し い ｡

5 . 集落環境点検 W S の流れ

W S の 簡略的な流れ は
,
図- 1 に示すとおり関

心 一 理解 一 行動に整理 される｡

こ う した展開を滞りなく実施する に当た っ て

は
,
地域の 構成員と して の 住民の積極的な参加が

不可欠の 要素である｡ そ して
,
本来的には彼らが

自ら の 熱意と努力で事 を進め て いく べ きであろう

が
, 実際は極め て困難な状況にある ｡ そ こ で , 各

自治体や多くの支援組織が色 々 な形でそ の 支援を

担 っ て い る｡

以 下 , 効果的なⅦS の流れ を つ く るた め の 留意

点は次の5 点に整理される｡

①手軽に出来る仕掛けを考える : い つ でも
,
ど

こ でも, 誰 でも手軽にでき
,
か つ 楽し い 内容

であれ ば , 多くの 人 々 が参加でき
,
そ れ は さ

らに大きな輪になる ｡

② 五感に訴える素材を活用する : 見た目 の 美し

さ (視覚) の み ならず ,
小鳥の さえずりや小

川 の せせ ら ぎ ( 聴覚) , そ よ風 を頼で 感 じ

(触覚) , 花 や縁 の 香ぐわ し い かおりを鼻で感

じ (嗅覚) な どに訴える対象を選定する ｡ ま

さ に農村部の持 つ 財産であり後世に伝えて い

く べ き重要なテ
ー

マ と なる ｡

③子供の 感性に学ぶ ,
そ し て感動する : 子供達

の 感性は , 鋭敏 である｡ 彼 らには , 夢があり,

遊 び心があり , 自由な発想をする ｡ そ れは大

人を感動させ , 同時に大人 達の 交流も促進さ

せ る
｡ 子供は ｢家 の カ ス ガイ+ の みな らず

,

｢ 地域 の カ ス ガイ+ ともな っ て い る ｡

④ ｢ 最適解+ か ら ｢納得解+ へ : 2 1 世紀初頭の

ある べ き社会は ｢最大自由 ･ 最大満足+ 社会

と い われて い る｡ 多様化 して い る住民 ニ
ー ズ

か ら合意を形成するには , 最大多数の 最大納

第
一

段階 ･ 関心 第 二 段階 ･

理 解 第 三 段階 ･ 行動

(親 しむ ､ 気 づ く) ( 知る) ( 実践する､ 守 る)

自然や自分遠を取り巻く環 自然や社会の 仕組 み の 理解 環境 の 問題を自らの 問題と

境 ､ ある い は それ ら に 関わる の 深化 を目標 ｡ 生 物 どう し､ し ､ その 解決 に 向け て 正 し い

問題 に 気 づ い た り関心を持 つ 生 物と環境 ､ そ し て 人 間がそ 判断で実行 に移す｡

こ と が目標 ｡ れ ぞれ密接 に関係 しあ っ て い

ると い う認識が重要 ｡

囲 - 1 W S の 簡 略的な流 れ
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待と い えよう｡

⑤行動を惹起する手法と して ワ ー ク シ ョ ッ プ の

導入を考慮する : ｢ 知 る+ こ と か ら ｢ 行動+

を引き出すプ ロ セ ス の 中で , 他人 の多様な価

値観や行動 を認識 しなが ら, 自 己 の価値観を

より
■
明確にする自然体の ｢考える力+ が育ま

れ る｡

ま た , そ の 道常に当た っ て の 参加者の 心得と し

て は次の 5 点に整理 される｡

①互 い の 発想を認めあう (謙虚に耳を傾ける)

②交信機会を多くする ( 考えや疑問を皆が発言

する)

(彰潜在的な創造力を解放する (知識に囚われず

自分の 言葉で発言する)

④相乗的創 造を求め る ( 人 の 考えに さら に ブ

ラ ッ シ ュ ア ッ プ)

⑤集団創造の力を認識する (納得し次の 段階 へ)

さ らに ｢振り返り(F e e d B a c k)+ を行 い ,
日常 の

場にお い て W S で得 たもの を還元して いく こ とが

求め られる ｡ 常 に
,
｢ 傾聴と受容+ の 精神 を忘れ

ず , 相手 の立場を思 い やる こ とが必要であろう｡

6 . 目的に合わせ た集落環境点検W S 手法の適用

選定 した集団の 目的に合わせ た効果的な手法 を

適用する際の 参考とするため , 既存 の 文献, こ れ

まで の 事例 をもと に, W S 設計に当た っ て の 用件

を整理すると , 表 - 1 の ようになる ｡
こ の 用件整

理は
,
農業水利施設の 地域住民 へ の 認識向上 を目

的と した W S と してだ けで はなく ,

一

般的な集落

環境点検の W S にも活用できるの で , 参考に して

い ただきた い ｡

表
-

1 ワ
ー

ク シ ョ ッ プの 手法 の 分類

テ
ー

マ 設 定

活 動内容

情報提 供

構築 要件 参 加者 属性

班編制 及び 人数編 成

時間 設定

作業 方法の 決め 方

範囲 及びル
ー トの 設 定

- 16 -

一 般 テ ー

マ

限 定テ
ー

マ

- {
- {

環境全般

生活環 境

施設 一 意 観
･

文 化 等

限 定施設

限 定問題

体験 型
一

環境 点検

シミュレーション型
- E

景観シミ1 レーション

想 起マップ

認 知マップ 法

学 習型
‾

⊂芸芸芸芸芸
察

関与の 度合 い 関係 な し に 参加 者 へ 提 供

必要 な情報 だけ を参加者 へ 提 供

情報を参加 者 へ 供 給 し ない 場 合

基 本属 性

効 果属性

班な し

班あ り

規定 しな い

規定 あり

ル
ー

トを設 定 しない

ル
ー

ト設 定

一亡

-{

参加者 が 決め る

作業方 法 を提示

同
一 ル ー トを設 定

別ル
ー トを設定
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( 1)テ
ー

マ 設定

W S は テ ー マ の 設定によ っ て設計方法が異なる

もの で あり , テ ー マ は大きく分けると
,
以 下 の 2

つ に なると考えられる ｡

①
一

般 テ ー マ : 全体的な枠組みで , 主 に参加者

か ら新し い気 づき
,
独創的な発想を期待する

ため の テ ー

マ

②限定テ ー

マ : 既 に参加者や 主催者の 関心があ

るもの に つ い て
, 共通認識を持 つ ため の テ ー

マ

ま た ,

一

般 テ ー マ は環境全般 ,
生活環境 , 施

設
･

景観
･

文化に分類され , 限定テ ー マ は
,
限 定

施設
,
限定問題 に分類される｡

テ ー マ は
,
地 域 が抱 える現状と課題 に基づ い て

選択される こと が望 まし い が
,
基本的には

, 集団

内で問題点が明確でな い 場合は ,

一

般テ ー マ を取

り上 げ
, 徐 々 に 限定テ

ー マ に移行 し, 集落内で の

問題点が明確な場合は
,
限定テ ー マ を取り上げる｡

ま た , 集団の 範囲設定とも関わりを確認するこ と

が重要である｡

( 2)参加者の活動内容

参加者の 活動内容は
,
体験型

,
シ ミ ュ レ ー

シ ョ

ン 型
, 学習型 の 3 つ に分か れる｡

(丑体験型

体験型 は
,
環境 の 実態 を実際に五 感を通 して ,

参加者が 身をも っ て体験する方法で あり ,
屋 外で

行う集落環境点検はそ の
一

つ である｡ こ の 方法は
,

問題や実態の 理解が早く , 効果的な問題解決が可

能で
,
｢ 気 づ き+ の効果が 高 い 反 面, 時間的制約

が大きく,
一

度に多くの 人数を対象とする こと は

難し い ｡ ま た , 参加者の環境に対する認識があま

りにも固定化 して い る場合や , 関心が ま っ たく別

の もの にある場合は ,

■
効果が低 い場合もある ｡

② シ ミ ュ レ ー シ ョ ン型

シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン 型 は, 机 上で図面を用 い て集

落環境点検をしたり, 画像, 資料上で , 点検 , 構

想に関するシ ミ ュ レ ー シ ョ ンを行 い
, 実体験の代

わりとする方法で あり, 想起 マ ッ プ法や認知 マ ッ

プ法を活用 した点検 マ ッ プ の作成や環境 ･ 景観 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン は こ の範疇には い る｡ こ の 方法は,

人数や時間に制約されず, 自由に実施で きるもの

の
, 実体感した もの で な い た め , 空間の 誤認

,
欠

落情報もある｡

⑨学習型

学習型は , 地域 づくり講習会 へ の 参加 による ,

優良事例地 区の視察等によ っ て , 環境形成 , 地域

づくり へ の認識を高めるもの である｡ こ の 方法は,

自発的な参加で あれば効果が 高 い が
,
継続的な活

動とは繋がりにく い ｡

(3)参加者 へ の情報提供

情報提供の 方法
,
規模によ っ て

,
W S の 効果は

異な っ てくるもの と考えられ る ｡ こ れまで の W S

事例を分析すると , 以 下 の ような方法に分類でき

る｡

①収集したすべ て の情報を参加者 へ撞供する場合

参加者は主催者の 意図 をよく理解 し
,
意図に

沿 っ て集落環境点検 , 点検 マ ッ プ づくり等を行う

事になり ,
そ の 後 の議論 に つ い て も, か なり濃密

なもの になり
,
啓発効果が高ま る場合もある｡ し

か し
, そ の 反面, 知識に引 っ 張られ , 自分の 五感

で感 じる部分の 感性 をもと に した作業が できず ,

独創的な発想 , 発見が みられ なくなるケ
ー

ス もあ

る ｡

(参必要な情報だけを参加者 へ提供する場合

集落環境点検 にお い ては , 多様な発見があるこ

とが多く, 情報が 制御され て い な い こ と により ,

ま と め の 作業が し易 い ｡ しか し
,
問題をより深く

議論 をする事が少なか っ たり , 情報が少な い ため
,

環境 の 誤認や 認知できな い と い う問題も生 じる｡

短時間で ,
ある程度の 効果を挙げた い場合は , 提

供する情報量 をう まく制御する こ と が重要であ

る｡

(勤惰報を参加者 へ 提供 しな い場合

集落環境点検の 場合, 特別な情報が な い ため ,

参加者は
,
こ れまで の 居住履歴 に伴う経験則と自

分の 日 , 耳 で感 じたもの だけを頼りに, 点検 マ ッ

プを作成し, 議論を行うこと になり, 独創的な発

想
, 新 し い 発見が生 じる ことが ある ｡ 但 し, 参加

者が 自分の 日
,
耳 で 感じたも の だけが点検 マ ッ プ

の 素材に なる こ とか ら ,
マ ッ プ にかなり個人 的な

晴好が入り ,
議論もある特定の対象だけにな っ て

しまう恐れがある｡ 主催者側の ワ ー ク シ ョ ッ プ の

意図 と全く異な る結果に なる場合 も多 々 み られ

る｡

( 4)参加者の属性

参加者の 属性に よ っ て も ,
W S 設計は異 なる ｡
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先ずは, 参加者が地域外か地域内かによ っ て 区分

し
,
地 域 内はさ らに属性から , 以 下 の 通り, 基本

属性, 効果属性と に分類して組み立 て る｡

①年齢, 性別, 職業等の 基本属性

②自治会 ,
学校

,
環境関連団体

,
地域 づくり集

団等の共通的な課題を有する
,
ま た は, 問題

意識を同じくすると思われ る集団と して の 効

果属性

子僕た ち
,
高齢者を対象 にした W S を行う場合

で は
, 点検の 時間や作業時問 , 作業の しやすさ を

十分に考えな い と , 円滑な進行ができ な い し, 問

題意識が 明確 な集団を対象 にした W S で は ,
少 々

複雑な作業で も可能で あろう し, テ ー マ の 設定の

仕方と集団の 組み合わせ により , さ ま ざまな方法

が考えられる｡

( 5)班 編制及 び人数編成

W S で は
,
参加者を いく つ か の グ ル

ー プ に分け

て作業をしてもらう場合が多 い ｡
こ れ は

, な る べ

く
一 人 一 人 が なんらか の 体を動かす作業に取り親

む こ とが できる ように配慮 して い る ｡ W S で は
,

単 に議論するだけで なく , 具体的な作業 を通 して ,

多様な意見を交換 し, 合意 した結果をとりまとめ

て い く点が醍醐味である｡ よ っ て
,一参加者各人が

なん らか の参加実感を得るため にも, 班編制を行

う ことが必要で ある ｡ ま た , 班 を編制する こと に

よ っ て
,
兢毎に競争心が生 まれ る点も

,
W S の 推

進上は効果的である｡

し か し, W S の 内容 によ れば , 班 を編成 しな い

方が良 い場合もある｡ 例えば ,
参加者の 地域環境

に対する意識にか なりの 格差が ある集団に W S を

行う場合 , 斑 を編制 して も , 十分に意見を言えな

い 参加者が生 じる場合がある ｡ 役割 を与えられて

も
,
急 にはそ の 役割を果たすこ とができ なく

,
ま

た
, ま わりで様子を伺 い た い場合もある ｡ 従 っ て ,

テ ー マ
, 参 加者属性によ っ て は ,

‾
班を編制せ ず,

個人 や全体で
一

つ の 作業を行うやり方を選択する

場合もある ｡ た だ し こ の 場合 ,
フ ァ シリ テ 一 夕 が

W S を円滑に推進するためには ,
こ れまでに W S 経

験 の な い 人や
,
集団の 中で なかなか意見が 出せな

い 人 にも , 躊躇せ ず活動に加わる こと の で きるよ

うな誘導を行うこ とが必要である｡

人数編成に つ い て ほ
,
｢ 住民参加 マ ニ ュ ア ル ー

ア メ リ カに お ける理 論と実践 - / ジ ェ ー ム ズ ･

L
･ ク レ イ ト ン+ に よ ると , 参加人数は ,

2 5
～ 3 0

人 を上 限 に設定す べ き と記述 されて い る ｡ ま た ,

他 の 文献等によれ ば, ワ
ー ク シ ョ ッ プ の 全体 の 人

数は30
～ 50 人 とも

,
80 人 とも言われて い る ｡ しか

し
,
農業工学研究所集落計画研究室で の こ れまで

の 事例から判断すると ,
そ れ ぞれに明確な役割が

あるの であれば ,
人数は多少多くな っ ても問題な

い が
,
統制をとりなが ら , 時間内に作業 を進め て

い くため には
,
やり方の 問題もあるが ,

や はり ,

50 人程度までに押さえる べ きと判断して い る ｡

な お
,
班当たりの 人数は, ジ ェ ー ム ズ ･ L ･ ク

レ イ ト ン によれ ば , 5
～ 8 人 と記述されて い るが ,

こ れ も農業工学研究所集落計画研究室の これ ま で

の 事例から判断すると ,
4

～ 6 人が妥当と考えられ

る｡ 集落環境点検では ,
進行係 1 人, 記録係2 人 ,

写真係1 人 ,
連絡係1 人 の 5 人 が望ま し い ｡

( 6)時間

W S に費やす時間も, 設計要件と し て重要であ

る ｡ 時間をど の よう に設定するか によ っ て , 参加

できる人とで きな い 人が出てくる ｡ 高齢者は平日

の 日中でも集ま っ てもらえる場合もあるが ,
勤 め

の 人は週末か夜で な い と無理 である｡ ま た , 子供

を対象とする場合は , 週末か長期休暇の 日中とな

る ｡ 以 上 の こ とか ら,
一

般的には ,
週末 の 日中で

,

時 間 は 最 大で 2 日 と な る こ と が 多 い ｡ ま た ,

ジ ェ ー ム ズ ･

L
･ ク レ イ ト ン によ れば , 作業時間

に つ い て は, 1 日 あたり, 日中に行う場合は ,
6 ～

8 時間, 夜間の 場合は3 時間程度と記述され て い る

が
, 農業工学研究所集落計画研究室 では , 全体的

に3 ～ 4 時間を妥当と して い る ｡ な お
,
屋外で の 点

検活動は , 疲 れずに楽 しく行うこ とが でき ,
後の

マ ッ プ づくりの 作業 に支障が生 じな い 2 時間程度

が望まし い と考えられる ｡ 但 し, 地域によ っ て は

点検する 内容が多く ,
2 時間程度で は無理 な場合

がある ｡ こ の 場合は時間を3 時間程度と し, 休憩

を挟み ながら行う等
,
地域に合わせ て対応するこ

とが望 ま し い ｡ 時間が長すぎると整理 内容も多く

なる の で ,
ポ イ ン トを絞 っ た点検が必要であり ,

北海道な どの 点検箇所が広範囲になる場合は, 自

転車や バ ス で の 移動も必要になる ｡ ま た
,
W S の

目的やテ
ー マ に よ っ て は

, 作業を分翻し, 長期的

に通年で行う場合や ,
逆 に時間が多く確保できな

い 地 区にお い て は , 半 日も しくは ,
1 日 で終わら

せ る場合がある｡
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( 7)作業方法

作業方法とは ,
点検 マ ッ プ や構想図, 計画案等

の 作成方法の こ と で あるが
,
こ れ まで W S に 関す

る参考書の 中で は, あまり触れ られ て い な い ｡ 本

報では ,
こ れ ま で の事例を分析する ことによ っ て

,

どの ような特徴 に分解で きるか を把握する ｡

W S を行う場合
,
そ の 作業方法に つ い て は整理様

式や作業手版を規定しな い場合と
,
規定する場合

に分か れ
, 各々 の 作業方法によ る特徴は以下 の と

おりである ｡

①作業方法を規定しな い場合

こ の 場合は , 自由な討議を行 い なが ら作業を進

めて い けば良 い ｡
こ の方法は , 最も

一

般的な方法

であり
, 多様な見方, 考 え方を ,

お 互 い が認識 で

きる こ とで
,
効果的であ るが

, 時間的制約の 中で,

な か なか意見が まとまらな い こ ともある｡

②作業方法をある程度親定する場合

時間内で ,
問題点や意見の整理が しやすくなる｡

しか し, そ の反面
,
整理様式にまとめ る こ とに作

業が集中してしま い , 十分な意見交換が で きな い

場合がある の が 欠点であ る｡ な お , 作業方法を規

定する場合で は
, 作業に係る前に , 参加者が自由

に作業方法を決めて
,
整理様式 を自ら作成する場

合と , 作業方法や整理方法が あらか じめ提示され

て い る場合の 2 つ に分類され , そ れ ぞれ の 特徴は

以下の とおりである｡

○作業方法を参加者自らが決定

参加者の 自由な発想が生かせ る の で
, 問題 点

の 整理 やテ ー マ に対する意見が かなり幅広 い観

点か らまとめ上 げられ
, 質 の 高 い W S に な る ｡

こ れ は
,
参加者が 整理方法を考える段階で は時

′ 間が かかるが , そ の後 の 作業は , 意味を十分に

理解して進め る ことができるの で , 最終的には
,

効率的な推進と なる｡ オ
ー プ ン ･ ス コ アも こ の

範疇に入る｡

○作業方法と整理方法をあらか じめ提示

フ ァ シリ テ 一 夕が
, 事前に作業方法や整理方

法
,
様式 を準備する方法で あり, 参加者は ,

そ

の 様式に意見や考えを記述 して いく ことで
,
意

見が整理 され る｡ こ の 方法は ,
は じ め て の W S

参加者に適用 する場合には ,
か なりやりやす い

作業となるが
,
こ の様式の 意味が十分 に理解さ

れて い な い場合 は , 様式を埋め る の が困難とな

る ｡ ま た
, 様式を埋 める作業が 中心 と なり, 本

質的な議論がされ な い こ ともある の で気を付け

た い ｡ ク ロ ー ズ ド ･ ス コ ア は こ の方法に当た る｡

以 上 の ように , 作業方法に つ い て は , 参加者が

ど の ような話し合 い をして , 合意を形成して い っ

た の か に繋が るため ,
W S を設計するに当た っ て

は
,
テ ー マ や条件に合わせ て 適切な作業方法 を選

択する必要があると考えられる｡

( 8)集落環境点検の ル
ー ト設定

集落環境点検を行う場合, ル ー ト を設定する場

合と ,
ル

ー ト を設定 しな い 場合が ある ｡ ま た ,

ル
ー ト を設定する場合でも , 参加者が全員同

一

ル
ー ト を設定する場合と ,

別 ル ー ト を設定する場

合があり, そ れぞれ の 特徴は以下 のとおりである｡

① ル
ー ト を設定する場合

限られた時間内で , 点検活動がで きる上 ,
テ ー

マ ヘ の 誘導が しやす い こ とが利点である ｡ ま た
,

将来構想等の 計画を策定して いく上でも, 多様な

情報が錯綜せず, 整 理 しやす い ｡ 但 し, ル
ー

ト内

だけを中心に検討 して しま い ,
地 域 全体の あり方

や
,
ル ー ト内 で抽出された問題点を全体の問題 の

つ ながりの 中で検討 して い く こ とを怠る可能性が

ある ｡ そ の た め ,
ル

ー ト を設定する場合 に は ,

フ ァ シ リ テ 一 夕 が
, 事前に い く つ もの想定される

ル ー ト を実際に歩き ,
図面デ ー タ

,
空間情報と併

せて
,
最も効果的で か つ 地域全体との繋がりに つ

い て も気 づける ような ル
ー ト を設定する ことが望

ま し い ｡

○同
一

ル ー ト を設定する場合

参加者全員の接する環境が同
一 に なる ため

,

同 じ環境 をお互 い が どの ように認知
.

･

評価 して

い る の かが明確と なり ,
こ の 違 いをお互 い が知

る ことで
,
W S の 効果は大きくなる

■
｡

○別ル ー ト を設定する場合

姓ごと の 共通的な問題場所の 抽出や議論はで

きな い が , 班毎の まとまりと し て ,
テ ー

マ 全体

に対する意見の 比 較は可 能となり, 1 つ の 問題

に対し て別 の場所 で の見方の 違 い が予想され る

場合, 構想 の アイデ ア が多く で ると考えられ る

場合は
,
こ の 方法が効果の ある場合がある｡

②ル
ー

ト を設定しな い 場合

ル
ー ト を設定しな い場合は , 限 られた時間内で

実施するこ とが困難である上 , 各個人 の興味や班

の テ ー マ が分散 し
,
整 理が つ きにくく な っ たり

,

意図した方向に導け な い場合もあ る｡ テ
ー

マ が環

境全般の 場合 ,
点検範囲が狭 い 割に時間が十分に
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ある場合は , 地域全体の多様 な問題点を導き出す

ことが で きるが , そう で を い場合は ,
十分に検討

した方が良 い ｡ W S は , 決 し て
,
フ ァ シ リ テ 一 夕

が
,
意図する方向 へ 導くもの ではな い が , 参加者

の興味が
一

定 の テ ー マ に集約できるようにする こ

とによ っ て
,
より深 い 議論が できる ことも事実で

ある｡

7 . まと め

本報で は, 農業水利施設における住民参加の あ

り方 を整理 した上 で , 既往文献と W S 事例分析を

元 に
,
意識形成や合意形成の ため にⅦS を効果的

に設計 ･ 運営する上 で の留意点を整理 した ｡ 本報

の 執筆に当た っ て は , 集落環境点検 W S に つ い て

の 文献や事例 を調査 したが , どれ も
,
基本的事項

は整理 されて い るもの の ,
ノ ウ ハ ウが整理されて

い な い ため
, 経験 の 浅 い 担当者や , 初 め て W S を

実施 しようと考えて い る行政職員にお い ては , 使

い にく い も の に な っ て い る ｡ ワ ー ク シ ョ ッ プ は
,

やり方によ っ て は , 住民 の ガ ス抜き程度に しかな

りか ねな い 場合もある ことか ら
, 技法無く

,
只集

ま っ て 実施す れば良 い と い う考え方には問題 があ

る｡ 本報で は
, 紙面の都合上部分的で はあるが ,

で き る限り具体的に記述 して み たが
, 今後, 効果

的な W S を より多くの 人に実践 して もらうた め
,

さ ら に
,
こ れ まで に実践された W S の モ ニ タ リ ン

グを行 い
, 多様な方向性をも つ デ

ー タ ベ ー

ス を作

成する必要があると考える ｡ た だ し
,
こ の 場合 ,

必要な の は多様を デ ー タ と ノ ウ ハ ウが集積された

デ ー タ ベ ー

ス であり, マ ニ ュ ア ル で はな い 事に留

意す べ きである｡
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【報 文】

石炭灰を疎水材に活用 した暗渠排永の施工
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Ⅰ . 地 区の概要

経営体育成基盤整備事業渋佐地 区は ,
福島県浜

通り地方北部の 太平洋沿岸に広が る稲作 を中心と

した農業地帯であり ,
原 町市の 中心部より東 へ 約

3 k 皿
,
二 級河川新田川 の 右岸に位置する ｡ ま た

,

受益面積 は13 7 b a , 稔事業費2
,
48 5 百万円に より

,

平成7 年度に着工 し平成15 年度完了予定である｡

暗渠排水は平成11 年度か ら順次施工 が始まり ,

平成13 年度で計画面積をほぼ完了した ｡

Ⅰ . 石 炭灰 ( クリ ンカア ッ シ ュ) を暗渠排水の

疎水材に活用した契機

本地 区の 近傍には石炭火力発電所があり, こ こ

で副産物と して産出され て い る石炭灰 ( クリ ンカ

ア ッ シ ュ) は , 若干 の 有効利用は図られて い るも

の の
,
通常は埋立て処分されて い る｡

し か し
,
過去に同じ市内の ほ場整備事業の 実施

地区にお い て , 国鉄駅構内に残留されて い た蒸気

機関牽か ら排 出された石 炭灰を暗渠排水に利用 し

た ところ
, 高 い排水効果とそ の効果の 持続性が得

られたと い う経験を契機に
,
こ の 石炭灰 ( ク リ ン

カア ッ シ ュ) を暗渠排水 へ 活用する こと に つ い て

検討を行うこ とと した｡

こ の こ とか ら
,
本 地区にお い ても排水性

･ 持続

性の 高 い 暗渠排水を目指すと ともに
,
資源循環の

観点か ら, 近傍で産出されか つ 安価 に入手できる

石炭灰を活用 した暗窮排水を施工 する こ とと し

た｡

*

福 島県相双農林事務所 (T el . 02 44- 26- 11 64)

小 口 高 博
*

( T a k a h i r o IくO G ロC E I)

Ⅴ . 排水性 の 向上と経年変化 の 緩和
‥ ･ t ･ … ･ …

2 2

Ⅵ . 施工 後の 効果 ･ ･ … …

2 2

Ⅶ .
コ ス ト縮減効果 ( 従来工 法 [被 覆材砕石の 場合]

との 比較)
= ‥ ･ ･ …

‥ ･
‥ = ‥

23

Ⅷ , 資源循環型社会 の 構築

筍
福島県

図 -

1 位置図

= ‥ ‥

･2 3

渋佐地区

図 -

2 渋任地区全景

Ⅱ . 石炭灰 ( クリ ンカア ッ シ ュ) の物理的特性

石炭灰 ( タリ ン カア ッ シ ュ) は石庚火力発電所

にお ける石 炭の 燃焼に伴 い 生成される灰が塊状に

な っ たもの であり, ボイ ラ の炉底に落下 し採取さ

れ たものである｡
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そ の主 成分は
一

般 土壌 の 成分とほぼ同様で ,
大

半は 二酸化け い 素と酸化 ア ル ミ ニ ウ ム で構成され

て い る｡

粒径組成は砂と類似しており , 粒子の 表面には

1
～ 2 0/ 皿 の 無数 の細孔が開 い ており , 大きな表面

積を持 っ ており , 透水係数は清浄な砂
･ 砂礫と同

程度である｡ ま た , 水分が無数の 細孔に浸み込む

ため保水性が高く, 肥料を施 した場合には , 肥料

成分が無数の細孔に浸み込んで 流亡が少なくなる

ことか ら
, 施効を持続できる性格がある

1)
｡

Ⅳ . 被覆材と疎水材につ い て

被覆材は , 吸水管を直接覆う透水性の 材料で吸

水管 へ の 流 入水に対 して フ ィ ル タ
ー の 役割を果た

すとともに , 管 の吸水部分を大きくする こ とを目

的と したもの で あり
,
そ の 吸水性の 持続を図るも

の で ある ｡ ま た , 疎水材は, 被覆材の 上部にあ っ

てほ場表面の残留水及び地下水の 吸水をより∵ 層

促進し, 水 みち の役割を果たす透水性の 材料であ

る ｡

図 -

3 石炭灰 ( タ リ ン カ ア ッ シ ュ) の 顕微鏡写真

園
-

4 石炭灰 ( タ リ ン カ ア ッ シ ュ) の 写真

なお , 被覆材と して疎水材と異な っ た材料で使

用する場合は , 被覆材は通常吸水管直上 1 0 c m 以

上確保する必要が ありまた , 疎水材はできる だけ

作土直下まで入れ る ことが望まし い と され る｡

Ⅴ . 排水性の向上と経年変化の緩和

暗渠排水の 主 目的は , ほ場表面残留水の速やか

な排除と
,
地 下水位の低下 で ある｡

当地区にお い て , 暗渠排水の疎水材と して透水

性の 高 い 石炭灰 ( タリ ン カア ッ シ ュ) を作土 層直

下まで施工 し, そ の効果に つ い て検証 を試みた ｡

そ の 結果
,
ほ場表面の残留水の 排除と地下水位

の 低下 に要する時間が疎水材 を施工 しな い場合と

比較し短縮する ことが できた ｡ ま た, 経年変化に

よ る排水効果の 低下 を緩和する効果が ある ことも

確認することができた ｡

こ れ は , 先 に述 べ たと おり石炭灰 ( クリ ン カ

ア ッ シ ュ) は, そ の性状と して通常の 埋め戻し土

に比 べ 透水性が高 い こ と及び多孔質素材 である こ

とから目詰まりが しにくく, 乾湿 の繰り返しに対

する耐久性に優れて い る ためであるもの と考えら

れる ｡

Ⅵ , 施 工後の効果

当地区にお い て は ,
石炭灰 ( クリ ンカア ッ シ ュ)

を疎水材とする排水性の 高 い 暗渠排水を施工 した

こと により , 地 下水位が 高 い湿 田にお い て そ の 低

下が図られ , 水 田営農の 汎用化 (転作作物 : 大豆 ,

ジ ャ ガイ モ
,
ブ ロ ッ コ リ

ー

な ど) が可能とな っ た ｡

ま た
,
同時に大型機械 によ る営農も可能と なり ,

作物生 産性の 向上や 労働時間の 短縮が図られ るな

ど地域 の 農業経営の 安定が 図られ る こ と とな っ

た｡

- 22 -

囲
-

5 水 田の 汎用化が実現 (大豆)
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Ⅶ .
コ ス ト縮減効果 (従来工法 [被覆材砕石の

場合] との比較)

本地区にお けるほ場の 暗渠排水の被覆材の 施工

に つ い て は
,
こ れ ま で砕石を用 い , そ の 厚さ を

3 0 c m と して い た が , 今 回は
,
排水性を高める た

め の石炭灰 ( クリ ンカ ア ッ シ ュ) を疎水材と して

作土層2 5 c m 直 下 まで施工す る こ とと した た め ,

被覆材である砕石に つ い て は
,
フ ィ ル タ ー

の 役割

と吸水効果 を向上 させ る観点か ら
,
吸水管直上 に

最低限 必要な 10 c m を確保す るこ とと して おり
,

被覆材の厚さ を吸水管外径も含め20 c m と した ｡

田 面

二 次 埋 戻

疎 水 材( 一次 埋 戻)

( 卯 ンカアッシュ)

被 覆 材

( 砕 石 5 ～ 25 m m )

¢ 75 m 皿

=
20 c m

2 5 c m

25 c m

2 0 c m .

図 -

6 今回工法 ｢ クリ ン カ ア ッ シ ュ 使用+ の 標準断面図

< 材料費 >

ク リ ン カア ッ シ ュ

8 12 円/ m 3 × 0 .57 5 m 3/ 1 0 m = 4 66 円/1 0 m

砕石5 ～ 25 m m

3
,
3 5 0 円/ m

3
× 0 .3 7 4 m 3/ 1 0 m = 1

,
25 2 円/ 10 m

合計 1 ,7 1 8 円/1 0 m

田 面

二 次 埋 戻

一 次 埋 戻

被覆 材

( 砕 石 5 ～ 2 5 血 m )

吸 水 管¢ 75 m 血

25 (: 1 n

15 clⅥ

3 0 c m

=
2 0 c ln

図- 7 従来工法 ｢被覆材砕石+ の 標準断面図

< 材料費 >

砕石5
～

2 5 m m

3
,
35 0 円/ m 3 × 0 .5 84 m 3/ 1 0 m =

1
,
9 56 円/1 0 m

施 工 費用 に つ い て は , 砕石より安価な石 炭灰

( ク リ ン カ ア ッ シ ュ) を疎水材と して用 い る こ と

により, こ れ まで被覆材と して用 い て い た砕石量

を減らすこ とが可能となり
,
そ の 結果と して材料

費で比較 した場合, 23 8 円/ 10 m ( 直接工事費) の

コ ス ト縮減を図る ことが可能とな っ た ｡

Ⅶ【. 資源循環型社会の構築

石 炭火力発電の 副産物で ある石炭灰 ( クリ ンカ

ア ッ シ ュ
_)
は

, 市道の 路床材 , 野球場の グラ ン ド

の 中層材, 土壌改良材等に有効活用 されて い るも

の の
, そ の 利用量はまだ まだ少なく

,
ほ と ん どが

埋 立処分されて い るが , 資源 の 再利用を図り循環

型社会の 構築を図る観点からもそ の 有効利用 が求

められ て い る｡

今 回 の 取り組みにより, ほ場 へ の 暗渠排水 へ の

利用を進め るとともに, そ の他 の あらゆる分野に

お い て の 有効利用 に つ い ても検討が なさ れ, 資源

の再利用 が図られさ らな る循環型社会の 構築が図

られれば幸 い で ある｡

図- 8 石炭灰投入状況の 写真

引用文献

1) 石炭灰 ハ ン ドブ ッ ク ( 環境技術協会 , 日本 フ

ライ ア ッ シ ュ 協会)
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1 . は じめ に

菅又調整池は , 国営かんが い 排水事業芳賀台地

地 区にお い て那珂川水系坂井川支流 に建設され た

コ ン クリ ー ト重力式の 農業用 ダ ム であり
,
先 に建

設された塩田調整池とともに当地 区の 重要な基幹

施設である｡

本 ダ ム は
,
平成14 年7 月 まで に主要な土事を終

了 し
,
平成14 年7 月 か ら試験湛水 を開始 した ｡ 今

回 , 湛水 に伴うダム及び貯水池周辺 の 挙動を観察

し
, 付帯施設を含む ダ ム の 機能性及び安全性を検

証する ことがで きた の で ,
こ の こ とに つ い て報告

する｡

2 . ダムの概要

(1)地形

菅又調整池の ダ ム サイ トは
,
栃木県芳賀郡茂木

町の 中心部から北西約3 . 5 k m 離れ た関東地方北部 ,

八溝山地 の 西に接する喜連川丘 陵の ほ ぼ中央に位

置して い る ｡

こ の 喜連川丘 陵は , 東側を那珂川付近で 八津 ～

鷲子 ～ 鳥足山塊と接し, 西側 を鬼怒川五行川で画

さ れ る南北 に伸 びる低丘 陵で あり , 標高 10 0
～

2 00 m の な だ らかな地形とな っ て い る｡

( 2) ダム の 諸元

本ダ ム の 諸元 を表- 1 に示す｡

( 3)基礎地盤の 特徴

重力式 コ ン クリ
ー ト ダ ム である本ダ ム の 基礎地

*

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所 ( T el . 02 9- 2 27- 75 7 1)
事 *

関東農政 局整備部設計課 (T el . 04 8- 6 00- 06 00 内線35 19)

水 楢 正 則
* 杉 本 幸 雄 * *

( M a s a n o ri M I Z U N A R A ) (Y u kio S 口 GI M O T O)

次

4 . 試験湛水中の ダ ム 等 の 挙動 ･ … ∴ ･
… ･2 7

5 . おわり に ‥ ･ ･ =
=

… … ･
…

… ‥ ･
･

… ･2 9

表
-

1 ダ ム 諸 元

一般事項 位置 芳賀郡茂木町大字上菅又

河川名 坂井川支流

基礎地盤 新第三紀 中川層群茂木層火山 レキ凝灰岩

堤 体 型式 直線重力式 コ ンク リートダム

堤志 2 8 .4 m

堤長 1 0 5 m

堤体積 25
,
0 00

貯 水 池 流域面積 1 7 h a

総貯水量 49 0
,
00 0

有効貯水量 48 8 ,00 0

堆砂量 2
,
0 0 0

洪 水 吐 型式 標準型越流堰

設計洪水量 8.0
/S

越流水深 1
.
O m

越流堰長 4.3 m

減勢エ 副ダム形式

仮排水路 型式 イ反排水路開渠方式

洪水量 1
.0
/S

断面形状 D 70 0

取水設備 取水型式 堤体懸垂型取水エ (多孔式)

取水量 0 .7 1()2/s

調節工 バ タ フ ライ バ ル ブD 70 0

盤 の 特徴は ,
以 下 の とおりである｡

①ダ ム 基礎地盤 の 茂木層は凝灰岩類 を主体 と

し
,
深部に安山岩が分布する ｡ 凝灰岩類 は ,

表層風化部及 び部分 的な亀裂発達部 を除き

C M 級岩盤である ｡ C M 級岩盤ま で の 深度は

2 .1
～

5 .5 m ( 最大12 .5 m ) と比 較的浅く, C M

級岩盤の変形係数は平均12 ,30 0 k gf/ c m
2 と堤高

30 m 程度 の 重力式ダム の 支持基盤と して は良

好で ある｡

②堤敷部の 透水性は , 亀裂の 発達 した箇所で は

10 ～ 50 L u 以上 であるが
,
全体と しては表層の

風化部を除き5L u 以下 の 難透水性で ある ｡
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⑨岸部に低角度断層が確認されたため置換え コ

ン クリ ー ト を施 し
,
さ ら に周辺 よりも密な コ

ン ソ リデ
ー

シ ョ ン グ ラウナ ン グを実施 した ｡

(4)地質概要

ダム サイ ト の地質は , 新第三紀中世中川層群茂

木層を基盤と し, 第四紀更新世関東 ロ
ー ム 層 ( 軽

石層挟在) 及び完新世の 崖錘堆積物
,
河川堆積層

か らなる｡

ダ ム サイ トで確認された茂木層の特徴は以下 の

とおりで ある｡

①灰岩類を主と し, 安 山岩の 溶岩を挟む ｡

②数回 の活発な火 山活動によりもたらされたも

の で
, 噴出時期や堆積環境の 差異により種種

の粒皮紐成 , 軽石 レキや異質 レキ の構成比 に

相異が あり , 級化層理 ( ラ ミ ナ) が発達する

水中堆積物も認め られる ｡

⑨安山岩以外の 各岩層は同斜構造を示 し, ほ ぼ

東西 ～ 北東一南西方向の 走向 ( ダ ム軸 の 方向

はほ ぼ南北) で
,
南 ～ 南東 ( 右岸

～ 下 流 側)

に水平
～ 30

0

程度 の傾斜 をもち, 南 ～ 南東側

ほ ど上位の地層が分布するようになる ｡ ダム

軸では右岸側に上 位層が
, 河床縦断方向では

下流側 に上位層が分布する｡

基礎地盤は
, 茂木層で凝灰岩類及び安山岩溶岩

か らなる｡ ダ ム軸で は
,
砂質火山 レ キ凝灰岩 (Slt)

が 主体で , 左岸深部に凝灰角 レキ岩 ( T b) が分布

し
, 深部に は安山岩 ( A n) が 分布する ｡ ま た

,

河床縦断方向には ,
Slt を主体とする茂木層が水平

～ や や下流側に緩く傾斜して分布して い る｡

3 . 試験湛水の概要及び経過

( 1)試験湛水の 概要

試験湛水の 概要は以下 の と おりで ある ( 図 - 1

参照) ｡

① 試験湛水期間

: 平成14 年7 月2 4 日 ～

平成1 4 年10 月3 1 日

② 試験開始及び終了水位

: ( 開始) E L .1 0 7 .5 m

: ( 終了) E L .1 2 7 .5 m ( 常時満水位)

⑨ 貯水位の保持日数

: ( 最低水位付近 E L .1 1 0 .O m ) 1 日

: ( 常時満水位 E L .1 2 7 .5 m ) 7 日

貯水位の上 昇は ,
ダ ム ヘ の 流入量が上流にある

塩田揚水機場から の送水 (0 .5 4 / s ～ 0 .03 / s) で安定

して い る こ とか ら ,
1 日 当たりの水位上 昇を最大

1 .O m / d a y と し, 湛水開始後30 日 で常時満水位まで

上 昇する予定と した｡ なお , 水位降下 に つ い て は,

費体が コ ン クリ ー ト構造物である こと及び貯水池

周辺 には地形地質か ら地す べ り の 兆候が見られな

い こ とから実施 しな い計画と した｡

( 2)試験湛水の経過

試験湛水の 経過と して は , 7 月2 4 日 の湛水開始

後13 日 目 (8 月5 日) , E L .1 1 5 .4 m に達 した時点で 間

隙水圧計P 7 に管理基準値を超える観測値が確認さ

れた ( 図- 2 参照) ｡ 8 月6 日 には堤体下流フ
ー テ ン

グ ( 横継目J7) か ら の 染み出しが確認され ,
さ ら

にE L ,1 1 6 .67 m に 達した8 月9 日 には , 間際水圧 計

P 8 (P 7 の6 m 下 流) の 観測値も管理基準値 を超え

た ため , 試験湛水を
一

旦中止 し
,
原因の 究明及び

今後の 対策を検討する ことと した ｡

間隙水圧計は , ダム の 中央 ( B L 5 断面) の 底部

(P l
～

5) と右岸側ア バ ッ ト部 (B L 8 断面) の底部

( P 6 ～ P 8) に 配置され て い るが
,
こ の 段階で は

,

P 6 , 8 以 外には管理 基準値 を超える状況は確認さ

れて い な い ｡
しか し, 未調査の 右岸側底部にお い

て間隙水圧計P 6 , 8 と 同様 の 現象が生 じた場合 に

は堤体の安定性に支障が でると懸念された ｡ こ の

た め , 調査ポ
ー

リ ン グとし て P 7
,
8 の 間 にP 9 を削

孔 し減圧 を期待 したが ,
P 7

,
8 に は特 に変化が な

く , 間隙水圧計P 6 , 8 の 挙動は難透水性の 地盤特

性との 判断をした｡

また , 右岸側底部に は間隙水圧 計P lO , 1 1 を 設

置 して い たが , 懸念され て い た管理基準値を超え

るよう 馴犬況は確認されず, 安定計算の 結果 , ダ

ム の安定性を確認する ことが できた ｡ さ ら に
, 廊

内基礎排水孔か ら ト レ ー サ ー 試験 を実施した結

果 ,
基礎地盤内には ｢水ミチ+ は な い こ とも判明

した｡

以 上5 5 日間の 調査 ･ 検討の 後
,
10 月3 日 に再び

試験湛水 を再開し ( こ の 間降雨が あり
,
貯水位は

E L .1 1 6 .6 7 m か らE L .1 1 8 .9 8 m と な っ た) , 1 0 月23 日

に常時満水位 (E L .1 2 7 .5 m ) に達 した ｡ 常時満水

位を7 日間保持 し, そ の 間 の 漏水量 , 間隙水圧等

は急激な変化もなく安定 して い た こ とから , ダ ム

には異常はな い も の と判断し10 月3 1 日 に試験湛水

を終了 した ｡
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4 . 試験湛水中のダム等の挙動

(1) 間際水圧 ( 囲- 3 参照)

間隙水圧 はB L 5 断面にお い て は管理基準値内に

納ま っ て い る が
,
B L 8 断面 にお い て は間隙水圧 計

P 6 , 8 で 管理基準値 を超えた ｡
上 流側の カ

ー

テ ン

グ ラウテ ン グ の 止水効果 を疑問視する意見もあ

り
,
追加グラウチ ン グ対策に つ い ても検討したが

,

調査ボ ー リ ン グの 結果か ら難透水性の 地盤の 特性

と判断した ｡

試験湛水後にお い ても
, 間隙水圧計P 6

～ 9 の 挙

動は貯水位と連動 して い な い こ とから
,
基盤内の

間際水圧 に つ い て は特た問題な い と考えて い る｡

( 2)漏水量 (図
一

4 参照)

監査廊内の 漏水量は
,
廊内に設置した三角堰 に

より測定 し, 貯水位と の 関係が
一

次または 二 次の

関係式により近似され る ことか ら急変がな い か注

視 した ｡

また , 他 の コ ン クリ ー ト ダム の 実績から基礎排

水孔の 1 孔当たりの最大漏水量を5 01/ m i n と 設定し

て い たが
,
試験湛水期間中を通 して最大漏水量 は

左岸0 .81/ m i n
,
右 岸1 .01/ m i n と少量 であ っ た ｡

4 0 0

002

( 3) 地山地下水位観測孔 ( 図一5 , 6 参照)

本ダ ム に設置された2 7 孔 の地山地下水位観測孔

は
, 被庄 状況か ら表 - 2 の ように大きく浅層と深

層に分けられる ｡ そ れ ぞれ の湛水試験中の履歴か

ら
, 貯水位と明らか に連動 した動きが見られたも

の が15 孔, 試験後半に
一

時期反応が見られるよう

に な っ たも の が4 孔 , そ の 他反応 な し
,
又 は判然

と しな い も の が8 孔 であ っ た ｡ 総 じて貯水位の 変

化に併せ て穏や かに比例した挙動であり, 異常な

動きはなか っ た｡

(4)地 山湧水

右岸地山湧水 を6 ケ所 の 観測点で塩ビパ イ プに

より集水して観測 した ｡ そ の結果, 観測点は降雨

の影響が大きく微妙な湧水量を把握するまで には

至 らなか っ た が , 水質に変化が な か っ た こ と を

も っ て 漏水はなか っ た と考えて い る｡

左岸地山湧水量は土捨場暗渠を集め ,
三角堰に

より観測した｡ そ の結果, 降雨 の影響の な い 時期

を選ん で比 較すると湛水試験前後で湧水量は変化

が なか っ た ｡ 併せ て , 水質も変化が なか っ た ため

漏水は生 じて い な い と判断した ｡
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表 - 2 地 山地下水位観測孔

左 岸 ■ 右 厚

孔番号 1 反 応 孔番号 反 応 孔番号 反 応 孔番号 反 応

8 B - 1 N .

!

△ ( 浅) 8 B - 6 N ○ (深) 1 1 B - 2 ☆ ( 浅) 周一1 - 2 ☆ ( 中)

8 B - 3 l △ ( 浅) 1 0 B - 1 N ○ ( 深) 観- 1 ○ ( 深) 月- 2 ☆ ( 浅)

観- 6 i O (深) 1 0 B - 2 □ ( 浅) 観- 2 (⊃ ( 深) 調- 3 ○ ( 深浅)

観- 7 j △ ( 浅) 1 0 B - 8 △ (浅) 観- 3 ○ ( 深) R P - 6 ○ ( 深)

観- 8 ○ (深) 1 0 日- 9 ☆ (浅) 観- 4 [コ ( 深) R P - 7 ○ ( 深)

観- 9 ～ ○ (深) 1 0 B - 1 0 ☆ ( 深浅) 観- 5 ○ ( 深) R P - 8 ○ ( 深)

1 1 1 B - 1 ☆ ( 浅) 調- 1 - 1 ○ ( 深) R P - 1 0 ○ ( 深)

注 ○ : 反応 あり . ☆ : 反応な し , △ : 一定期間 に反応 あ り . □ : 判然と しない

( 深) : 深層 , (さ責) : 浅暦

5 . お わ り に

試験湛水 により得た計器観測デ
ー タ及びダ ム ･

周辺地 山の 目視点検からは , 本 ダ ム の 異常は特に

認め られ なか っ た ｡

今後 の 管理 に つ い て は , 試験湛水結果か ら得ら

れた観測結果を用 い て ,
貯水池の変動に対する各

計器の挙動, 特 に漏水量と間隙水圧 計の 挙動には

留意 して監視するとともに , 試験湛水結果と異な

る観測値の挙動傾向や管理基準値 ( 目安) を超え

る異常値が認め られ た場合の 水質調査 , 変位量 ,

そ の 他計器の挙動の 整理 , 安定計算の 実施等安全

性を確認する体制を整える こ とと して い
′
る ｡

末筆なが ら, 試験湛水実施にあたり, ダ ム技術

検討委員会を通じて特に田中委員長には懇切丁寧

な指導を い ただ い た こ と ,
そ して

, 多く の 関係者

の快 い ご協力の もと試験湛水が無事終了できた こ

とを記して謝意を表する次第である ｡

- 2 9 - 水 と土 第134 号 20 0 3



【報 文】

横江頭首工改修工事に つ い て

一急流河川 ｢ 常願寺川+ における頭首工 の 改修事例一

年M i ｡璧E A R A ｡ A )稔
*

筏u y ｡凱A盈A M 軒
長
(I sa葱N A T S ｡ E A声

* *
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1 . は じめ に

横江頭首工 は, 今か ら5 0 年前 の 昭和28 年3 月 に,

富 山平野に広が る農地約10 ,0 0 0 h a の 農業用水を取

水するため の 施設と して ,

一

級河川である常願寺

川に建設され た｡ こ の 頭首工が建設され た本河川

は
, 富山平野 の 中央 を流れ ,

大雨 が降ると洪水が

土石流と な っ て
一

気 に流れ下り
,
大きな被害を与

え, 日本
一

の 暴れ川と呼ばれ て きた｡

本頭首工 は ,′ 建設か ら半世紀を経過し, 洪水 の

たび発生する土石流に より施設の 損傷が著 しく ,

ま た ,
上 流 域 の崩壊地? 増大等によ る洪水の 流出

形態の 変化に伴 い , 洪水流下 能力の 不足と施設の

構造上の 安全性が低下 し ,
農作物や農地 へ の被害

が懸念され るようにな っ た ｡
こ の た め

, 平成1 1 年

度に本頭首工 な どの 改修を主要工事と した国営総

合農地防災事業常靡寺ノーl 沿岸地区が着工 され現在

図 -

1 位置図

4 . 横江頭首工 の 改修計画
･ ･ ･ … … = ‥ … … ･ ‥ … … ‥ ･ … ‥

3 4

5 . 改修工 法 の 留意事項

6 . お わり に
… ･4 1

に至 っ て い る｡ 頭首工 の 工事は, 平成1 3 年度に着

手 し
,
現在までに左岸部の 固定堰部の 本体工事が

完成する な ど管理聴 を除き, 施設全体 の約半分が

完成し, 平成2 0 年度には施設全体が完成する予定

である ｡

今 回, こ の急流河川における頭首工 の改修方法

に つ い て紹介する ｡

2 . 常願寺川め歴史

(1)常願寺川 の概要

富山県には , 高 い 山脈 を源とする黒部川や神通

ノーl･な どの大河川が幾 つ もあり, 豊かで きれ い な水

に恵まれ て い る｡ しか し, そ の
一

方 で ,
河川 は豪

雨の た びに氾濫 し, 古くか ら ｢ 越 の 国は川の道+

ライン川

0-ヌ川

1呵

6 m
.l
6[0 .l

4 田.

!

2旺l .

ロー

*

北陸農政局常願寺川沿岸農地防災事業所 (T el . 0 76 1 4 20 - 26 41)
* *

(独) 農業工 学研究所遺構部

- 3 0 -

北上川

常願寺川

安倍Jt

利根Jl

筑後川

吉野Jl
セーヌ川

コロラド川

メコン川

□河口輌の巨雑(l叫

囲
-

2 河床勾配の 比較

水と土 第134 号 20 0 3



とよばれ
, 水害に苦 しんできた ｡ 富山県を流れる

河川の ひと つ に, 立 山連峰か ら山々 に抱かれ大き

く広が る富山平野の 中央をとおり , 日本海に流れ

込んで い る常願寺川 がある (図- 1) ｡ 穏 や かな表

情をみせる こ の 川 も昔から日本
一

の 暴れ川と呼ば

れ
,
その 名 の由来は ｢ 川 の 氾濫が な い こ とを常に

願う+ こ と から命名され たと い われ る｡

常願寺川の 長さ は
,
源流か ら河口までお よ そ

56 k m 足 らず で あり , そ の うち , 平 野 を流 れ る の

は下 流の 約1 8 k m し か なく , そ の 距離の 問で約

3
,
0 00 皿 もの 標高差を

一

気 に流 れ下る ｡ 本河川 の勾

配 は世界の さまざまな河川と比 べ て み て も類の な

い ほど急勾配の 河川であるこ とが わか る ( 囲- 2) ｡

川全体がまるで滝の ような本河川 は
,
昔 か ら大雨

の たびに氾濫し
, 付近 の 住民は常に水害に苦しん

で い た｡

(2)暴 れ川 へ と変貌した常願寺川

安政5 年 (1 S 58 年) , 越中
･

飛騨 を襲 っ た マ グ ニ

チ ュ ー ド6 .8 の 大 地震で常願寺川の 水源地である立

山カ ル デラ の鳶山が崩壊した ( 図- 3) ｡ 地震 の 後

に起 こ っ た洪水 で ,
3 .2 億 m

3

もの 土砂が本河川 に

流れ込み
,
富 山平野 を襲 っ た ( 図- 4) ｡ 被害は ,

富 山 ･ 加賀藩合 わせ
,
1 56 ケ 村

,
死者

･

行方不明

者は
,
160 人 以 上 にも及んだ ｡

流 れ出た大量の 土砂で常願寺川 は, 川底が浅く

な っ て しま い
,
こ の災害以 降ほぼ1 年に1 回 以上 の

割合で ,
洪水が起 こ るようになり, 地震以降荒れ

狂う暴れ川 に変貌した ｡

(3)常願寺川 の 治水対策と農業用水の合口化

1) 明治2 4 年の 大水害

常願寺川 の 歴史は , 洪水と の 闘 い でもあ っ た ｡

中でも, 明治2 4 年 ( 18 91 年) の 7 月 に起 こ っ た大

水害は , 安政5 年 の 惨劇 を凌ぐもの で , 連 日 の 大

雨によ っ て県内各地の 河川 が氾濫 した ｡

一

番被害

の大きか っ た本河 川は
,
堤防の 決壊が右岸

,
左岸

合わせ て 6 .4 k m に も達し , 現在の 富山市藤木にあ

たる地域は21 日もの 間浸水 し続けた｡

こ の被害により ,
生まれ故郷 である富山を離れ

,

県外 へ 移住する者まで 出始めた ｡ 人 々 は , 常願寺

川 の 根本的な治水 を心の 底か ら願 っ た ｡ 時 の 第三

代富山県知事森山茂は, こ の現状に対し, 陣頭に

立 っ て応急処置を施すと ともに, 災害復旧の 国庫

補助と抜本的な改修計画を指導する人物の派遣 を

園 - 3 崩壊 地が広がる立山カ ル デ ラ

図 一

4 安 政5 年洪水氾濫図

政府に懇願 した｡

2) 富山県の 治水の恩人 ヨ ハ ネ ス ･ デ ･ レ ー ケ

天 下 の 暴れ川 , 常願寺川 の 改修と いう大事業に

斉 し , 明治政噺が 派遣 した の は ヨ ハ ネ ス
･ デ ･

レ ー ケ と い うオラ ンダ人技師であ っ た ｡ デ ･ レ ー

ケ は , 明治6 年, 3 0 才で来日 し, 淀 川や木曽三川

な どさま ざまな河川 の改修工事に携わり実績を積

んで い っ た ｡ そ して
,
来 日時 の 4 等工 士 と い う

一

一 3 1 - 水と土 第134 号 200 3



番低 い 地位か ら政府が太鼓判を押す土木技術の 最

高責任者に上 り つ め て い た ｡ ｢ 治 山 なく して 治水

な し+ と いう哲学 を持 っ て い たデ
･ レ ー ケ は

,
常

に水源地 の 山林保護に注意遼払 い , 淀川支流では

日本初の砂防ダム建設を成 し得て い た ｡

明治24 年8月6 日 ,
デ ･ レ ー ケ は来県し, 全国で

最も手に負え か ､ と い わ れてきキ常願寺川の 給水

を行うため , 水源地である立 山 へ 足を踏み入れた｡

しか し, 彼 の前 に現われたのは_ , 息
を飲むほ どに

巨大をカ ル デラの 崩壊現場で , 大自然の驚異を目

の 当たりにする こととをる ｡

｢ す べ て の 山を銅板で覆わね ば どうにもならを

い+ と言 わせ るほ ど想像 を絶する光景を前に ,

デ
･

レ
ー ケ は人間の 力の 限界を知 っ た ｡

安政 の 大地震 によ る立 山 カ ル デラ の 崩壊土砂

は
,
約4 億 m

3 と
▲
い わ れ , 洪水 の た びに, 常敬寺川

に流 出し, 下流で川底に堆積 し, 河川 の 流下断面

を狭めた ｡ ま た, 現在でも, 立 山カ ル デラ には約

2 憶 Ⅲ
3
の 土砂が残 っ て おり, こ の 量は ,

富山平野

を2 m の 厚さ に艶 め尽くす量である ｡
こ の た め ,

デ ･ レ ー

ケ は治山対策の 重要性は認識 しでい なが

らも, 当時の 技術力, 経済力から して ,
立 山カ ル

デラ の砂 防事業は断念せ ざるを得なか っ た｡ しか

し, 彼 は本河川との 剛 ゝを決 して諦めた訳で-は な

く, 本河川 の調査 を隈無く行 い ,
下記の 事項を内

容とする河川 の大改修計画を県に提案 した｡

(彰川幅の艦張

②支川白岩川 と の分離

③堤防の 築堤

④農業用水取水口の合口イヒ

こ の 工事に対する費用 は , 絵額10 5 万円と県予

算の 3 倍以上 にもな る莫大をもの で ,
森山茂早ま,

被害を受けたほか の 河川 は応急的を復旧工事 に止

め
,
常願寺川 に全力を注ぐ英断を下 した｡

明治2 4 年12 月 , つ い に 日本
一

の 暴れ川常願寺川

の 大改修工事が 開始された ｡ 現在のようを大型横

械がな い こ の 時代 ,
工事 は人海戦術で進め られ ,

流域住民は総出 で工事に従事し, 治水 へ の 願 い を

込めながら暴れ川を沈める工事を進めた ｡ 本河川

の河川改修は, そ の後 の神通川 , 庄 川な ど富山県

の河川改修の参考と され る こ ととなる｡

3) 農業用水の合口化

常願寺川の両岸に展開する扇状地は , 富山市 ,

立 山 町
,
大山町, 舟橋村にまたが る約1 0 ,0 0 0 h a の

囲 - 5 当時の 常西合 口用水路

水 田地帯で , 明治中期ま で には両岸に＼2 3 ケ 所も

あ っ た取水口も出水の たびに決壊,
埋没を繰り返

して い た｡ デ ･ レ ー ケ は , 本河川の調査結果の 中

で
, ｢ 洪水の たび に堤防が 決壊 して い る の は, 左

岸に取水口が多くあ_
るため

,
本流 の勢 い が左岸に

誘導され ,
川底の 地盤を傾斜 させ て い る こ とが原

因の
一 つ である｡+ と述 べ て い る｡

そ こ で
,
デ ･ レ ー ケ は , そ の状況に射 し左岸の

取水口を全て廃止 し, 上流側の 安全な場所 に取水

口を1 ケ所設け, そ こ か ら各用 水に分水する合口

イヒ事業を提案した｡ しか し, 農民にと っ て, こ れ

ま で どおりの 水量が確保でき 馴ナれば死活問題に

つ をが ると して ,
こ の合口化計画は多くの 農民に

反対されて しまう｡ デ
･ レ

ー

ケ は , 自 ら度々 会合

に出向き
,
農民たち の 説得 に努め , 彼 の優 れた知

識と 治水に対する熱意は徐々 に農民 たち に伝 わ

り, 明治2 5 年 (1 8 9 2 年) 2 月 ,
つ い に工事 は着工

され た｡

上 滝の 上流 に合口 を設け, 広 田用水まで を掘削

しようとする こ の 工事は, 当初 , そ の 年 の かんが

い期まで を目標と して い たが , 土 砂による埋 没や

地 質変化 を起 こ した部分が あ っ て 工事は難航 し

た
｡ 悪戦苦闘を繰り返 しなが らも明治2 6 年 (1 89 3

年) 10 月 ,
全長1 3 k m に もなる大用水常西合口用

水は完成する ( 図- 5) ｡ こ の ように大規模な片岸

の合 口化と してはノ, 日本
初とも い われ

,
そ の後 の

河川 改修や農業用水の 整備に大きな影響を与える

こととなる ｡

4) 河川改修事業と砂防事業

常願寺川 の改修は, 逐次行われてきたが , 水源

地か ら流出する土砂撃により, 洪水 の たびに浸水 ,
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破堤が起き , 大 正3 年8 月 の 大洪水で は氾濫面積

5
,
4 48 h a の 大災害となり, 続 い て大正11 年7 月

,
昭

和9 年7 月 にも大洪水が発生 し, 昭和 11 年6月 から

国の直轄で河川改修が行われ るようにな っ た｡
一

方
,
本河川上流 の 砂防工事は

,
明治3 9 年か ら富山

県が 行 っ て い たが , 大正 15 年 に内務省 (現国土 交

通省) へ 引継がれ た｡

こ の ように
, 常願寺川 の 上流倒では日本

一

の 規

模を誇る直轄砂防事業が , 下 流側では直轄の 河川

改修事業が実施される など稔合的な治水対策の事

例と して , 河川 の流域面積や延長は他の 河川に比

較 して小さ い にもかかわ らず, 当時の 河川行政に

お い て は十大河川に位置付けられ た｡

ま た , 砂防法は, 明治3 0 年 に制定され たが
,
当

時 , 国 によ る直轄砂防事業は2 つ の都道府県にま

たがる広域的な地域を対象と して い た ｡ し か し,

本河川で の 直轄事業な どを可能とするため
, 砂防

法を改正した こ とはそ の 重要性を示した
一

例 であ

る｡

3 . 横江頭首工の概要

(1) 国営かんが い排水事業 ｢常願寺川地 区+

内務省は , 国の 直轄砂 防事業と して 昭和11 年

(19 3 6) 7 月 に岡田砂防ダム の築造に着手したが ,

戦時体制の 強化により経費が削減され ,
建設資材

の入 手難もあ っ て , 犀高9 m の 計画の と こ ろ
,
3 m

ま で施工 した状態で 同年10 月 か ら工事を中断 して

い た ｡

一

方 , 常東側 (右岸側) の 農業用水の合口

化は
,
用水間の 利害調整が つ かず難航するこ とと

なるが , そ の後 , 富山県が両岸の 合口化計画を策

定した｡

昭和1 6 年
,
食料増産の 国家的要請もあ っ て ,

中

断 して い た岡田砂防ダム を嵩上 げして横江頭首工

と し, 左右岸の 農業用水を合口化する農地 開発営

団事業を行うこ とが決定された｡ こ れ は , ま さに,

現在 の課題 である既存ス ト ッ ク の 有効活用の先例

と い える｡

こ の ようにして , 下流域の常東用水の 合口化は

河川 改修事業の 付帯工事と し て 行われ る とと も

に
,
両岸 の 合口化は農地開発営団事業と し て 昭和

1 7 年 か ら着工 し, 営団解散後の 昭和2 2 年か らは ,

国営土地改良事業と して農林省が継承し, 河 口か

ら上流2 1 .5 k m 地 点に取水施設で ある横江頭首工 を

建設するとともに
,
取水 口と幹線合口水路を右岸

側 に設け, さ らに取水した農業用 水を分水し , 左

図 - 6 既設 の 横江頭首工

岸側に導永するため の左岸連絡水路橋を蔚首工 の

下流3 k 皿 地点に建設 した ( 図 - 6) ｡ そ して, 昭和

28 年5 月 に通水式 を挙行 して , 以 降5 0 年 に亘 っ て

常願寺川手合岸の 農地 を潤 してきた｡ な お , 当時の

事業計画は次の とおりである｡

事業計画

かんが い 面積 11 ,3 96 h a

最大取水量 65 .5 m
3/ s

主 要工事

横江頭首工 (直線重力式砂防型堰境)

堰 長 1 4 9 .O m 堰 高 14 .1 m

左 岸連絡水路橋

(3 連 ア
ー チ 鉄筋 コ ン クリ

ー ト直壁型)

長 さ 1 1 5 .4 m 内 幅 6 .O m

幹線水路 3
,
0 4 1 m

落差工 7 ケ所, 分水工 2 ケ所

左岸連絡水路 22 1 m

右岸連絡水路 17 3 m

( 2)国営造成土地改良施設整備事業 ｢常願寺川地区+

昭和27 年度に完成 した横江頭首工 は, そ の後 の

度 々 の 出水 (S 32 .7
･ 3 4 .7 ･

4 0 .7 ･

4 4 .8 ･ 4 6 .7 等)

に よる土 石流によ っ て , 摩耗と損傷 を受け, 特 に

洪水吐 エ プ ロ ン吾βは ,
2 m の 厚 さ の コ ン クリ

ー ト

も摩耗され , 更 にそ の 下層の 洗掘によ っ て深さ7

～ 8 m の 大穴ができた ( 図 - 7) ｡

常願寺川 の 年間土石 流出量は, 今 なお2 3 ～ 2 8 万

m
3 と い わ れ ており, 土石 の流 出が甚だしく, 時に

は重さ10 ト ン を越える大転石の 流下もあ っ て , そ

の破壊力は想像以上 の も の がある ｡ こ の ため , 国

営造成土 地改良施設整備事業では ,

‾
こ の 対策と し

て
, 洪水吐に2 段ス クリ

ー

ン の落石緩衝工 (囲- 8)
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図- 7 エ プ ロ ン 部の 損傷状況

園 一 8 洪水 吐の 落石緩衝 ス ク リ ー ン

4 ,60 0 m
3

/ s に改め られた ｡

こ の た め
, 施設 の洪水流下能力の 不足や施設の

構造上の 安全性に問題が生 じるな ど低下 した施設

機能を回復し ,
災害を未然に防止 する こ とにより

農業生産の 維持及 び農業経営の安定化を図り , 併

せ て国土 の 保全に資するため , 平成11 年皮か ら国

営給合農地 防災事業と して , 横 江頭首工 と左岸連

絡水路橋の 改修を行う こととな っ た ｡

4 . 横 江頭首工の改修計画

( 1) 改修計画の概要

横 江 頭首工 は昭 和2 7 年度 に完成 し た ,
堰高

1 4 .1 血 , 堰 長1 4 9 .O m の 重力式フ ロ
ー テ ィ ン グ型 の

頭首工 で あり, ダ ム に近 い 構造物とい える (図一

10) ｡ 本頭首工 か ら取水さ れた用水は富山平野の

農地 にかんが い されて い るほか , 幹線水路を経由

した用水は沿岸の 立山町上水 へ の 導水と幹線用水

路上 に設置さ れ て い る北陸電力㈱の水力発電に使

用 されて い る｡

ま た
,
本頭首工 の 上流 は, 立 山 カ ル デラから洗

出した崩壊土砂約1 00 万 m
3 が 堰体 の 天満まで堆積

して おり, 砂防ダ ム と して の機能も果た して い る

と い える｡

本頭首工が位置する河床の 勾配 は約1/ 20 と 急勾

配と な っ て おり ,
洪水時には土石の 流出が甚だ し

く ,
度重なる土石流 と堰姥落差によ っ て ,

エ プ ロ

ン部は磨耗と損傷が顕著とな っ て い る｡ 築造後半

世紀を経過 した本頭首工 は施設自体の磨耗
･ 損傷

の ほか
, 常願寺川の 計画洪水量が4 ,6 00 m

3/ s に見直

され安全性に不安の ある施設と なる こ とか ら, 国

営総合農地防災事業により補強 (改修) を行うも

の で ある ｡
こ の 改修計画の 諸元 は , 次の とおりで

ある (図一11 , 1 2) ｡

図- 9 軌道 レ ー ル の 配置

や エ プ ロ ン部に レ
ー ル の 耐摩耗工 ( 図- 9) な ど

を行 っ た｡

(3) 国営総合農地防災事業 ｢常願寺川沿岸地区+

昭和27 年度に完成 した横江頭首工 と左岸連絡水

路橋は , 築造後5 0 年 を経過し, こ の 間の 自然的
･

社会的条件の変化に よ っ て ,
そ の 機能は著 しく低

下 して きた ｡ 常願寺川 の 計画高水流量 も建設当時

は3 ,1 0 0 m 3/ s で あ っ た が , 施設整備事業を実施する

に至 っ た要因でもある昭和4 4 年8 月1 1 日 の大洪水

を 契横 に , 昭 和 5 0･年 に は 計 画 革水 流 量 が

-

3 4 -

横江頭首工 の改修計画の諸元

型 式 フ ロ ー テ ィ ン グタイ プ半可動堰

堰 高 14 . 1 m

堰 長 14 4 .3 m

( 固定部 8 4 .3 m , 可動部 60 .O m )

洪 水 吐

土 砂 吐

取水樋門

最大取水量

40 m X 3 m x l 門

20 m X 5 m X l 門

3 .6 m X 2 .6 皿 × 6 門

18 .89 m
3

/ s

( 小俣発電停止時46 5 3 m
3/ s)

※ 立山上水量除く

水と土 第134 号 20 0 3



内務省施 工 部分
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図 - 1 0 横江頭首工断面図 (建設当初)

月裏付け コ ン ク リ ー ト

有精工

エ プ ロ ン 保 護

最鵠
増価補韓ゲラウ ト

止水ダラウ ト

図 -

1 1 横江頭首工断面図 (改修計画 固定堰部)

ア 1 F ;
哨 =川

F 可 F t
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左

崖
管王空楕

亡訂 ぱコ
_
岸

㍍叔 宅妬

囲- 1 2 横江頭首工正面図 (改修計画 上流か ら下流を望む)
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(2)基本的考え方

本頭首工の 改修計画を立案するにあた っ て
,
以

下 の 課題 を解決す べ く策定した｡

1) 構造上 の 安全性の確保

常願寺川 の計画洪水量が4
,
600 m 3/ s に増量 された

こ とにより, 構造上 の 安全性に どう い う影響がで

る の かを検討する必 要がある｡ そ の 安全性に つ い

て は
, 堰体の 転倒や滑動, 浸透水による揚圧 力な

どの検討を行うこ とと なるが ,
こ の 場合

,
堰体 の

上下 流 の 水位を変化させ , ま た , 常時, 地震時に

つ い て計算する こ とと なるが , 本頭首工 の 場合,

上流側が計画洪水位で ,
下流側が水なし の条件下

にお い て構造上恵も危険側となる ｡
つ まり

,
計画

洪水量が増加すると い う こ とは , 河川水位が 上昇

する ことと なり ,
こ の こ とが 次の ような構造上の

安全性に大きく影響する こととなる｡

(至上流 側 の 水平方向と鉛直方向の 水圧荷重が増

加 し, 堰体 の滑動や転倒, 垂直荷重が増加す

るこ とにより基礎地盤の反力に影響する｡

②上 下流の 水位差が増加する こと により ,
浸透

水が増加し
,
下 流 エ プ ロ ン部の 揚圧力の 上昇

や基礎地盤 の洗掘を助長する ｡

⑨洪水流量そ の も の の 増加に伴 い より大きな転

石や土石淀によ っ て
,

エ プ ロ ン部と堰体の 天

端 ･ 下流側面の 損傷が進行する可 能性が あ

る｡

こ れ ら技術的課題に対して表- 1 の 工 法を採用

する こ とと した ｡

採 用 した工法のうち保護工 に つ い て は , 既設の

頭首工 で採用 された工法である｡ ま た
,
石積工 は

,

5 0 年前に堰体の 天端と下流側面に施されたもの で

あるが , 堰体か ら脱落するこ と なく, 堰体を保護

し続けて い る ｡

表- 1 改修工 法

種 類 設 置 場 所 工 鋲

保 護 工

固定堰部 エ プロ ン 表面保護工

可動堰部 エ プ ロ ン 表面保護工

土砂吐 水平 ス ク リ
ー ン設 置工

洪水吐 傾 斜 ス ク リ
ー ン設 置工

堰体(天 端
･

側面) 石 積工

止 水 工
基礎地盤 止 水 グラ ウト工

堰体内部 堰体補強 グラウ ト工

補 強 工 堰体 腰付 けコ ン ク リ ー ト工

2) 洪水流下 断面の確保

既 設の 横江頭首工 は , 土 砂吐 ゲ
ー ト7 . 5 m X

4
.6 5 m l 門 , 洪水吐 ゲ

ー ト7 .6 5 m X 3 .O m 2 門 と

堰長全体に対 して可動堰区間が短く, ゲ
ー トの 門

柱が5 本 ,
管理橋 の橋脚が4 本と多 い ｡ また , 管理

橋 の 桁下 高さが低 い 構造とな っ て おり , 流 下断面

が小さ い構造と な っ て い る ｡

i ) 土砂吐 ･ 洪水吐ゲ
ー トの 拡幅

可動堰区間の 延長と門柱の 減少を図るため , 土

砂吐 ゲ ー トと洪水吐 ゲ
ー

ト を拡幅し , ゲ
ー ト幅員

2 0 m と40 m の もの をそれ ぞれ 1 門設置するこ と と

した ｡

ま た
,
ゲ ー トの 材質は

,
常願寺川 が急流河川で

洪水時には転石が多く流下 し, 土砂なども高速で

流下するため , 強度や維持管理 を勘案し, S U S を

採用 して い る ｡ さ ら に
,
ゲ ー ト形式は

,
ゲ ー ト下

端部の 洪水流下等の 水理特性や経済性等を勘案

し
,
シ ェ ル構造 ロ ー ラ ー

ゲ
ー トと した

｡

ii) 管理橋 の付け替え

管理橋 の 橋脚の 減少 と桁下 高さ を確保する た

め
,
管理棟の 付け替えを行う｡

3) 沈砂能力の確保

本頭首工の 上 流は
,
河川流 量の 変動が大きく ,

河床変動が著し い 山間渓流部で あり , 堰 上流に静

水域が とれな い ため , 取水時に大量の 土砂流入が

ある｡ ま た
,
小洪水時にも取水を停止できな い た

め
,
より土砂流入が多くなる｡ さ ら に～ 取水工下

流 の 現況幹線水路には , 第1 及 び第2 沈砂池が設置

されて い るか
,
第2 沈砂池下流にお い ても堆砂が

発生 しており
,
既設沈砂池の 機能が十分で な い可

能性が高 い ｡

そ こ で , 沈砂能力 を高め るため, 沈砂他の 拡幅

な どの 改修 を行う ｡ ま た
,
既設 の 沈砂池は1 達 し

か な い こ とか ら, 排砂時は取水が不可能で あるた

め
, 沈砂池内に導流壁を設け6 連水路とする こ と

とした｡

4) 河川法
･

砂防法 へ の対応

河川法上 ,
常願寺川は

一

級河川であるが
,
横江

頭首工 の 下流側は国土交通大臣管理区間, 上流側

は富山県知事管理 区間と な っ て い る ｡ ま た, 砂防

法上 , 本頭首工 の上 流側は富山県知事の 砂防指定

区間ともな っ て い る｡

こ の た め
,
本頭首工 の 改修にあた っ て は, 国交
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省富山工事事務所 , 国交省立 山砂防事務所
,
富山

県土 木事務所な ど関係機関と協議 し
,
進め て い る

と こ ろ で ある｡

つ まり
,
こ の協議にあた っ て は

, 河川管理施設

等構造令と砂防基準との 調整を行 い つ つ
,
改修計

画を立案 しなけれ ばな らな い 点が特徴的なこ とで

ある｡

た とえば
,
現在 の横江頭首工 は , 固定堰と可動

堰が複合する構造とな っ て い る｡ しか し
,
河川管

理施設等構造令上 は原則と して流下断面内に固定

堰を設けて はならな い こ とと な っ て い る が , 山間

狭窄部である こと ,
ま た

, 河川
･

地形 の状況より

治水上の 支障がな いと して, 構造令3 7 条 を準用し,

改修計画では従前の複合堰の 形態を踏襲するこ と

と して い る｡

( 3)施工計画

横江頭首工 は , 農業用水 , 水道用水 , 発電用水

の 水源施設と して現在も供用され て い る施設で あ

り
,
改修計画に当 っ ては水源施設と して の 機能を

有した状態で工事実施 しなければ ならな い 制約が

あ る｡ ま た , 仮回 し水路の ス ペ
ー

ス が なく, 急流

河川であ る こ とか ら出水期の 4 月から9 月 は工事が

できな い ｡

こ の た め
, 半ノーt 締め切りを実施 し

,
工事 を行わ

かナれ ばならず
, 毎年10月 から3 月 の 非出水期の 6

ケ月間に
,
仮締め切りの設置と撤去, 改修工事 を

行わ なければ なら な い ｡

しが た っ て
, 本頭首工 の 改修工事は , 平成13 年

度か ら平成2 0 年度まで の 8 ケ 年に亘 る工期で , 極

力取水不能期間を短縮する工 事工 程と して い る

( 図- 1 3) ｡

5 . 改修工 法の留意事項

(1) エ プ ロ ン保護 ( 固定堰部)

本頭首工 の改修 に当た っ て は頭首工 の設置位置

が急流河川の 堆砂域 内であるこ と , 堰高が 14 .1 m

と ダ ム並み の 落差がある こ とから
,
流下する土石

の エ プ ロ ン に与える衝撃を緩和する保護工 を検討

する必要がある｡ 本頭首工 が完成した昭和27 年度

以 降にも度重なる洪水被害により, エ プ ロ ン部に

多大な損傷を受けて きた｡ こ の た め , 保護工 法と

して エ プ ロ ン表面に レ ー ル を埋 め込み
,
高強度 コ

ン ク リ ー

ト で耐磨耗性を向上 させ て い る ( 図 -

1 4) ｡

一

般 の 急流河川 に設置される頭首工の エ プ ロ ン

表面を磨耗 し, 所要 の形態を否める最大の要因は
,

砂礫 の 流 下 によ る衝撃 ,
ス リ ヘ リ や キ ャ ビテ ー

シ ョ ン等の 作用によるも の で ある ｡ 本頭首工 にお

い ては
一

般 の急流河川より更に厳 し い 条件下 で建

図 -

1 3 横江頭首工改修施工計画
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転石に よ る衝撃
水流に よ る磨耗

9 N コンクリ ー

3 0 0

7k g/ m いル

8 N コンクリ}

仙

㌶
仙

仙

〃

〃

仙

仇

〟

図 -

1 4 表面耐久性向上 の イメ ー

ジ 図

設されて い るなか
,
昭和50 年代に国営造成施設整

備事業で実施した レ
ー

ル 埋 め込み と高強度 コ ン ク

リ ー ト に よる表面保護工法が ,

一

定 の成果を上 げ

て い る ｡ こ れ は
,
転石 によ る衝撃は レ ー ル で受け.

止め, 水流 によ る ス リ ヘ リ を高強度 コ ン クリ
ー ト

で対処した ことが功を奏して い るもの と考えられ

る｡一今回の 改修工事では ,
こ の 対策に当時峠 レ

ー

ル 間隔が不均
一

で あ っ た も の を3 0 c m の
一

定間 隔

と し
,
ア ン カ ー

取り付け により内部 コ ン ク リ
ー ト

と レ ー ル 鋼材 の
一

体化を因 っ て い る ｡ 高強度 コ ン

クリ
ー

ト に つ い て も, 昭和50 年代の コ ンク リ
ー ト

の 品質で は , 標準養生状態で は じめて49 N / m m
2 を

実現 で きる配合で あ っ た もの を現場養生状態で

4 9 N / m m 2 を確保できる配合と して い る ｡ エ プ ロ ン

工 の 施工 フ ロ
ー は 図- 15 の と おりであり, そ の 施

工状況を図- 16
～

2 1 に示す ｡

( 2) エ プ ロ ン保護 (可動堰部)

土砂吐
･

洪水吐 ゲ
ー ト直下流 では水流 によ る磨

耗の ほか大転石による エ プ ロ ン の破損が危供され

る ｡ 横江頭首工 周辺で は直径 1 m を超える野面石

が顕在 しており, ゲ
ー ト操作時にはそ の 巨石が流

水とともに土石流の ごとく可動堰部の エ プ ロ ン を

襲うこ ととなる｡

既設 コ ン ク リ
ー

ト の 取壊 し

劣 化 部 及 び 表 面 の

1 0 c m 程度

コ ン クリ ー ト打設( 貧配合)

結合用アン カ
ー

取付

養生

レ ー ル 設置

架台用 E 形鋼取付

コ ンク リ ー

ト打設( 富配合)

養生 (冬季施工 の ため

保温)

図- 1 5 エ プ ロ ン 工 の 施工 フ ロ
ー

洪水吐敷高と エ プ ロ ン は7 .4 m の 高低差が あり,

土石流 の 水流と落下 の衝撃を コ ン クリ
ー

ト だけで

受け止める こ とは不可能で ある｡ こ の た め , 国営

造成施設整備事業で はゲ
ー ト下流に鋼製ス クリ

ー

ン を設置し
,
水 と転石を分離 し, 転石の 落下衝撃

を緩衝させ る対策を講じる こと と した ( 図一2 2) ｡

こ の こ と により
,
2 m を超える転石が落下 して い

るにもかか わらず エ プ ロ ン の損傷は最小限にと ど

め られ て い る ( 図 - 23) ｡ 常願寺川 の特性を考え

ゲ ー ト直下流 の エ プ ロ ン保養対策と して , 今 回 の

改修工事にお い ても ,
こ の横衝 スク リ

ー ン 工法を

踏襲すること した｡

(3)堰体保護

既設横江頭首工 の堰体面は常願寺川産の 御影石

の 石材が積上げられ て おり, 周辺景観と の 調和が

図られた重厚な構造物とな ら て い る ｡ 建設当時の

情勢を思慮すると コ ン クリ
ー ト よりも周辺 に無尽

蔵に転が っ て い る石材を使用する ことが経済性
･

物資 の 調達面か ら有利であ っ た の かも しれ な い

が
,
結果的には コ ン クリ

ー ト よりも強度に優れ ,

美観的にもすば らし い構造物が造られて い る ｡

改修工事に当 っ て は ,

‾そ の 歴 史的ノな景観 を踏襲

した構造とするとともに, 急流 河川 に建設する頭

- 38 - 水 と土 第134 号 20 0 3



図 - 1 6 取壊 し状況

国
-

1 7 貧配合 コ ン ク リ ー ト打 設

図 -

1 8 レ ー ル 設置

首工堰体の保護をするため
,
堰体表面は天然石積

構造を採用 した ｡ 既設 の石材窺格は不均
一

である

が今回 の改修工事で は石工 職人 の 作業効率 を考慮

し, コ ン ク リ ー ト製聞知ブ ロ ッ ク規格と同寸法に

石材を加工 したも の を使用 した ｡ 石材 の色 に つ い

て は
, 既設 の 頭首工 の石材は藻な どが植生 し黒ず

図
-

1 9 富配合 コ ン ク リ
ー

ト打設

図 -

2 0 打 設完了

園 -

2 1 完 成

んで い るが
, 洗浄すると石材自体は白色系で あ る

ことが確認で きた ことか ら , 既 設と同様白色系の

御影石を採用 した ｡ なお
,
既 設 の 右横の上 に腹付

け コ ン ク リ
ー

トを打設しても石材と コ ンク リ ー ト

が
一

体化しな い こ と , 堰体下流 面の 漏水ケ所が特

定で きな い こ と
,
ま た

,
水抜き工 の パ イプを綱の

- 3 9 - 水と土 第134 号 20 0 3



/
/
/ 忘ニ

土石流蚤土 石

と凍 に 分離
や

図一22 緩衝ス ク リ
ー ン の 機能イ メ

ー

ジ 図

同 一

2 3 緩衝 ス ク リ ー ン に落下 し た転石

目上 に配置しなければ ならず, コ ン ク リ
ー

ト と の

一

体化が困難となる ことか ら既設の 石材は除去す

るこ とと した｡

工事は非出水期の 10 月 から3 月 の6 ケ月間に行わ

な けれ ば なら な い が ,
こ の 石積工 が工 事の クリ

テ ィ カ ル パ ス とな っ た ｡ こ の た め
, 石積工 の 効率

的な施工方法に つ い て検討 し
,
右横自体を腹付け

コ ン ク リ ー ト の 型枠代わりと し,
一

度 に3 段を積

み , 積 んだ右横 を鉄筋で固定し, コ ン ク リ
ー ト を

打設した ( 図 - 24) ｡

なお
,
管理橋 の 橋脚は

,
堰体 の 石積と の

一

体感

を持たすため右 横風の 化粧型枠 を採用 した ( 図 -

25) ｡

( 4)止水壁設置工法

横江頭首工 が位置する河床の勾配は約1/ 2 0 と 急

勾配 で , 頭首工 の 上下流 の水位差が大きく, こ れ

に伴 っ て基礎地盤の浸透水が増加 し, エ プ ロ ン部

図- 2 4 鉄筋 で 固定 した右横

園 - 25 右横 と化粧型枠を施 し た横江頭首工

の 揚圧力の 増加や基礎地盤の 洗掘が懸念され る｡

本頭首工基盤面下 の 地質は河床堆積物 ( 玉石混 じ

り礫) であり, 止水壁の 設置工法に つ い て は現存

施設を補強できる工法であると ともに特異な地質

条件下にお い て も実施できる工法で をけれ ばなら

な い ｡

採用 する工法の選定に当 っ て は ,
非出水期内施

工 で の 工期の 確実性 , 砂礫地盤に対する施工 の確

実性 , 施工深度による確実性, 既 設構造物隣接施

工 で の確実性に留意し, グ ラ ウテ ン グ工法, 矢板

工 法, 連続地 中壁工 法に つ い て検討を行 っ た ｡ そ

の結果, 浸透路長確保の ために必要な堰体基礎部

の み の 施工や機械台数の 増加による施工期間の 短

縮が可能で , 経済的なグラウテ ンクエ法を選択し

た
｡
グ ラ ウチ ン グ工法は砂礫地盤でも孔壁 が安定

さ れ
,
同

一

孔 で追加注入が 可能 な 二 重管ダ ブ ル

パ ッ カ ー 工法を採用 した ｡
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( 5)堰体補強工

既設の 堰体は
,
玉石を骨材と使用しており

,
セ

メ ン トが骨材の 背面に充分回りこめず空隙が多く

発生 しており , ま た , 亀裂も進行して い る ｡ 既設

の堰体 コ ン クリ
ー ト の透水係数は , 調査によれば

1 ×1 けZc m / s と な っ て おり
,
そ の ままでは

,
基礎地

盤の グラ ウチ ン グ を行 っ ても堰体自体が 水道と

な っ て浸透水が発生するため , 十分な止水効果が

得られず, 逆 に揚圧力の 上昇を誘発しかね な い ｡

こ の た め
,
浸透水が堰体内を通過する ことを防

止で きるように
,
上 流 から の 浸透水を抑制するこ

と を主 目的とするグラウチ ン グと空隙 へ の 充填を

主目 的とする グラウチ ン グを計画し ,
グ ラ ウチ ン

グ工法は堰体内で孔壁が 維持され るため
,
ス テ ー

ジ工法を選定した ｡

( 6)生 態系 へ の 配慮

既設横江頭首工 の堰高ほ 14 .1 m と 落差が 大き い

ため魚道は設置され て い な い ｡ し か し, 河川法改

正 に伴 い 環境に配慮 した河川整備が求め られ て い

るなか
, 国土交通省にお い て も上流 の砂防ダ ム で

魚道の 設置を進め ており
,
今 回 の横江頭首工 の改

修で魚道を新設する ことで
,
上流域まで の 魚 の遡

上が可能となる｡

こ の 魚道の 延長 は , 頭首工 に設置する コ ン ク

リ ー ト の魚道と しては日本最大級の もの と なり
,

十分な技術検討を行うため
,
本年度

,
魚道検討委

員会を設置する予定と して い る｡ さ ら に , 魚道 の

効果を検証するため ,
本年度から継続して魚類調

査を行うこ とと して い る｡ ま た ,
魚道を設置する

にあた っ て , 学童が近づきやす い構造と し, 食農

表- 2 グ ラ ウ テ ン グ の 種類

種類 目 的 注入材料
･ エ 法

望
戸冥 止水グラウチ ング( C 8) の 流亡 シリカゾル 溶液
2
フ 防止を図るため

,
堰下流 にゲ 二 重管ダブル パ ッカー工 法

ウ
チ

ル タイムの 短 い クラウチン クを
/

グ
先行施工

止

水 頭首工 の 浸透路長確保のため セメントベ ントナ イト( C B)
ぞ
■■:7 現 況地 盤に 幅3. O m .

透 水度 二 重管ダブル パ ッカー工 法
ウ
チ
1 0 L u の改良層をグラウテン ゲに

′
/

ク
より施エ

補 既設堰体内コ ンクリートの遮 水 セメントミル ク
弓畠
ク 性を向上 ス テージ工 法(5 m /St)
7

ウ
改良目標

チ 現 況 C o 透 水 計数1 ×1 0‾2を
ク 1 0 L u に向上

教育や環境教育にも役立て る予定である ｡

6 . お わ りに

急流 河川 に設置される構造物の保護対策は, 全

国的にも試行錯誤の状態で実施され
,
確 立 され た

基準が整備され て い な い ｡ し たが っ て , 常願寺川

の ような暴れ川 では文献や既存施設の 事例か ら有

効な対策工法を選 定し, 構造物保護対策を決定す

るこ とが必要であ る｡
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横江頭首工の 保護工法は , 特殊な条件下 に 掛ナ

る工 法ではあるが
,
建設当初か ら既存施設に改良

を重ね
,
利水施設と して機能で きるよう日本

一

の

暴れ川 を克服 してきたもの である｡ 既存施設の 更

新事業が主流と な っ て い る現在, こ の ような先人

の創意工 夫を い か に吸収 し, 発展させ て い くかが

重要な施設検討手法となる ｡ そ
･

の た めには情報収

集を行うこ とはもと より
,
自 らが行 っ て い る創意

工夫に つ い て積極剛 こ情報発信するこ とも必要で

ある｡ そ の 意味で , 機会があれ ば, 今後 , さ ら に

詳細に報告して い きた い と考えて い る ｡

ま た , 既存施設を利用 した改修工事を実施した

場合, 本頭首工 にお けるダラ ウチ ン グ の ような改

修結果の確認が困難を工事を行うケ
ー

ス が想定さ

れる ｡ 本頭首工 の 改修工事にあた っ て は
,
既存施

設基礎部にお ける砂礫地盤 へ の 止水を目的と した

グラ ウチ ング の 効果判定｡ 旧構造物 へ の セメ ン ト

注入 によ るア ル カリ シリ カ反応対策等, 既存施設

を利用するが故に生じる課題に つ い て
,
学識経験

者を交えた施工 評価検討委員会 を設置し, 改修工

事の 効用 に つ い て 評価 を行 っ て い る ｡

参考文献

常西百年史(常西用水土地改良区編纂)

土地改良事業計画設計基準 ･ 設計 ｢頭首工+

常療寺川工事誌 (施設整備事業)

越中人 静 (富山テ レ ビ放送)

図 - 2 7 横江頭首工完成予想図
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【報 文】

透水性地盤におけるため池の新設計画に つ い て

一磯部金浦池築造工事の とりくみ 一

棟 山 明 人 *
( A ki hit o Y O IくO Y A M A )

目 次

1 . 地区全体概要 ･ ･ … … ･ … … ･ …

4 3 6 .

2 . た め 池概要 ‥ ‥ … ‥ … = ･ … ‥ ･

4 4

3 . 事業経過

4 .

‾
地形地質 ‥

4 4

5 . 池軸の 選定 … … ‥ ‥ … ‥ … ‥ … ‥ ･ … … ･ … = ‥ ･

4 7

1 . 地 区全体概要

事 業 名

地 区 名

事業主体

施工場所

総事業費

中山間地域総合整備事業

(広域連携型)

南但馬 ハ ッ ピ ー 地 区

兵庫県

朝来郡山東町
･

和 田山町,

養父郡養父町

33 億円

7 . コ ア材 の 選定 ･ …

8 . 施工 状況 ･ 計画

･ ･ … ･4 7

･ … 4 8

‥
･ ･ … … … 4 9

9 . まとめ ‥ ‥ … … … … ･5 0

南 但馬 ハ ッ ピ
ー

地 区は当事業と して県下第1 号

に採択され た｡ ｢ 交流人と創出する ハ ッ ピ
ー 空間+

を ス ロ ー ガ ン にか かげ
,
農道や農地開発等の 生産

基盤整備と公園や用地整備等の環境施設整備に取

り組む総合メ ニ ュ
ー で構成されて い る ｡ 当た め池

は水不足解消の みならず, 新 たな水辺空間をうみ

だすこと により人 々 にうるお い とやすらぎをあた

え, 交流 の拠点として の役割も担 っ て い る｡

転表モ苛
`
山

男
･･1･攣…妻

㌧
省

警萱
l■ミ句 ■
こ

…藍藁冠惑
■

転義表･当己笥
+

≠
7

汀 …=
左こ蒼

Å 2 2

･

+当
て

_ ～
も

､
ノ

､
′

7駕
-

溝 官.､ ､i

町

‥

和 さニノ
⊥" 一･苧
‾ミ

ラ芸≡≡≡区
＼

､

∠
_′

戸､

葦
三

ノ

…

攣藁襲撃当
ヱ

.

表芸轟
■

で㌣

Å 払､l 七卓〝l
＼ 碑 争

I n

＼ ｢ ･,
r

挙兵.

､

苧

＼

1

貢ぎ
′

妻
u追う メェ

ニ

ヂ
㌔

i

重吉

廼ミ

彗

:′発
〉′三､､ 篭 芦､l 〉′′! 両

`

〉 挙l≡ ぐミ〉:三′Y′′二 i 旨′l､､′′

園 - 1 南但場 ハ ッ ピ ー 地区磯部金浦地位置図

*

兵庫県農林水産局農村環境課 (T el . 07 8- 3 4 1- 77 1 1)

ー 43 - 水 と土 第134 号 20 0 3



2 . ため池概要

工 区 名

施工場所

給事業費

事業期間

磯部金浦池 ( い そ べ か なうら い け)

朝来郡山東町大字金浦 ･ 塩 田

約1 2 億円 (うち工事費約8 億円)

平成8 ～ 1 6 年度

( 工事 : 平成14 ～ 1 6 年度)

諸 元

姥 高 14 .5 m

堤 長 9 2 .7 m

総 貯 水 量

有効貯水量

堤 体 積

利 用 水 深

集 水 面 積

受 益 面 積

設計洪水量

最大取水量

止 水 形 式

105 千 m
3

90 千 皿
3

4 8 千 m 3

8 .2 m

O .7 3 k m
2

5 6 h a

l l .O m ソs

O .17 2 m 3/ s

傾斜 コ ア型 ア
ー

ス フ ィ ル ダム

/ `
′

ミ三三
咄

一H′

句

乱′

＼
′
デ

海
1

申

驚

､

てこ･

･ ' ＼

イ＼

35 8 M Z

･ 二 や 叱 吐 亡土

＼--
＼

亀_

三
?‥1庶℡‾林. .ユ
0 4

･
7 9 3爪 2

図- 2 磯部金浦地平面図

3 . 事業経過

施工現場は県北東部にあり, 京都府夜久野町に

隣接 し国道9 号線が近く, 古くか ら丹波 ～ 但馬地

方の交通 の 拠点と して重要な場所であ っ た ｡ 池 の

受益となる磯部川流域は夜久野高原に隣接 し, 保

水性も乏 しく昔か ら水の 確保 には苦労 して きた ｡

区画整理 は昭和5 0 年代にほぼ完了したが ,
そ の後

の農業構造の 変化や少雨化の 影響 をうけ
,
こ の た

び の ため池新設により農業用補給水を確保するこ

ととな っ た｡

4 . 地形地質

本地域は, 京都府 ～ 兵庫県境をなす釆鹿山 (標

高9 6 2 m ) を主峰とする南北 に は しる山系の 西側

斜面に位置する標高16 0
～

2 3 0 m の 山間地である｡

北 方約2 k m に は , 第 四紀更新世に活動 した宝山

( 田倉山) 火山 (標高3 50 m ) が ある ｡

本地域の 基盤岩は ,

_
古生代 二畳 紀

～ 中生代三畳

紀の 舞鶴帯の夜久野 コ ン プ レ ッ ク ス で , 第 四紀 の

被覆層 (砕屑物) が こ れを覆う ｡ 被覆層は ,
下位

より黄褐色を呈する粘性土 を基質と した基底礫層

ー 4 4 - 水と土 第134 号 20 0 3
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表- 1 池周辺 の 地質層序表

時 代 地 層 名 言己号 書己 事 N 佳 透 7k 性 澄 捷 ･ 貯水 池との 朗 係

新

生

代

第

四

紀

l± l

⊃t;

新

世

崖錐堆積物 d t 謙 ･ 砂 ･ 粘土からなり､

斜面や谷に分布する

Nく1 5

河 床 堆 積 物 al 杜 ･

砂からなり､ 悪風ま

約5 m である

概ね M l O

更

新

世

段 丘 堆 横 物 t r ¢5 0 G m 程度の葎と砂

からなり､ 屈原 は約5 m

旧崖銀堆積物1 O d tl 赤褐色を呈し､ 粘土分
に富む

速水性材料として流用可

旧崖錐堆積物2 O d t2 青緑灰色を呈し､ 粘土 ･

砂･ 礫からなる

概ねNく2 0 埋体右岸に分布する ｡

堤体基礎海尉による安定

性が課笥

火 宝

山 山

岩

抒

スコ リア凝灰岩 S.T f 1 m m 程度の 火山砕屑物
からなる

一桁 -

5 0 高遠水性 環体基礎地盤

安山岩 A n 暗灰色を呈する

基 底 横 尾 B G 黄 褐色の 粘性土基箕

中に細多な捷を含む

1 0 - 5 0 以上 難透水性 堤体基礎地盤

中

生

代

i

古

生

代

丑

紀

i

丑

紀

夜

芸舞
コ

妄萌
レ

ツ帯
ク
ス

斜 長 岩

;疑 灰 貫 砂 岩

閃 緑 岩

ハ ン レイ岩

A n o

S s

Di

G b

一助 こ強い変成作用を
受けてい る

概 ね5 0 ≦N 穀透水性

( B G )
,
宝 山火山起源の 玄武岩

～

安 山岩溶岩及 び

夜久野が原層に相当するス コ リ ア凝灰岩 (S . T f) ,

砂
･

礫 か ら主になる段丘堆積物 (t r) , 河 床堆積物

( al) , 斜 面や谷を埋め る崖錐堆積物 (d t) である｡

また
,
地軸右岸で は , 古 い時代の 崖錐堆積物と考

えられる旧崖錐堆積物2 (O d t 2) と 旧崖錐堆積物1

(O dtl) が ス コ リ ア凝灰岩の 上位に分布する ｡

5 . 池軸の選定

受益地 の 上 流 部の 谷をもと め
,
さ ら に三 箇所

( 下流より A , B , C 軸) に しぼり検討した ｡ B
,
C

軸 で は河床か ら深度1 5 m 程度で基盤の 夜久野 コ ン

プ レ ッ ク ス が確認され る ｡ 対 して A 軸で は深度

2 2 m で基盤が確認される ｡ 基盤岩の 上面には黄褐

色の 粘性土 を基質とする基底礫層が発達する｡ そ

の層厚は A , B 軸 で は1 m 程度で あるが , 上 流 の C

軸で は最大5 m 程度で ある ｡ 宝山火山起源の ス コ

リ ア 凝灰岩は これ と逆に下流 ほ ど厚くな り
,
C 軸

で の 層厚が約5 m である の に対 しB 軸 で は10 m
,
A

軸 で は15 m で あ る｡

堤体基礎地盤は基盤岩 とす る こ とが望 ま し い

が
, 各軸とも基盤岩まで の 深度が境高と ほぼ同じ

か さらに深くなる｡ そ こ で
, 本地は必要とする容

量 から堤高が 15 m 程度 であり
,
掘削型 になると い

う条件か ら基礎地 盤の 支持力を N 値20 程度にもと

め検討した｡ A 軸 で は河床幅が広くス コ リ ア凝灰

岩以 浅の 被覆層が厚 い ため境体積が 大きく なる ｡

B 軸で は河床部の被覆は薄く なるが地底の 地形が

急なため掘削量 が多くな る｡ C 軸 では ス コ リ ア層

も薄く, 掘削畳も最も小さく なる ｡
こ れ ら の 結果

より最上 流部の C 軸をた め池軸と して選定 した

( 図- 5 , 表- 2) ｡

6 . 遮水形式の選定

本地で は当初中心 コ ア型 で計画されて い た ｡
し

か し
,
こ れ ら地軸付近の調査により, ①地底

･ 袖

部とも強固な岩盤は深 い , ②他の 容量確保の ため

に掘削が多量に発生する , ⑨ 必要な支持力 をもと

めた基盤部では高透水性 (1 0▼
4

程度) の ス コ リ ア

凝灰岩層が広がる ,
と い う結果とな っ た｡ そぁた

め地底の 掘削ライ ンが ほぼ ス コ リ ア層となり
,
掘

削後は透水層が地底 に広が ると い う こと にな る｡

土質材料による遮水を考えた場合 , 碇体部と地底

部に不透水ゾ
ー ン を施工 しなくて はならず中心 コ

ア型で は地底の 遮水部との ゾ
ー

ン 土 ン グが 困難で

あり掘削量 も多くなる｡ こ の た め , 傾斜 コ ア塑と

し
,
地底 の遮水部と堤体の 遮水部をス ム ー ス に連

結させ る こ とと した ｡ 設計 の 結果
,
地底 の 速水部

(水平ブラ ン ケ ッ ト) は池上流 へ 4 0 m の 位置まで

必要であり ,
池側面の ス コ リ ア 層もあるために他

の 下流三分の
一

ほ ど は コ ア材で包み込むような形

とな っ た ｡

一 47 - 水と土 第134 号 20 0 3
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図- 5 ダ ム 軸候補地平面位置図

表
-

2 ダム 軸比較表

リ
■て

捧▲H

A 血 ( 比5蛭 ダム 曲) 8軸 ( 比丘 ダム軸) 0 軸 ( 決定ダム軸)

デム≠ ･ 塊敷

ホ
ー
ー

サンタ
ー

封書
河床却中央に 1 本(き 2 7 . 抑由 河床却中央に1 本(J = 2 0.

∝l由
正 J宇 3 不 ､ 弼 席 菅芦 5 不 ､ 石J 宇 4 不

α= 3 0 1 . ∞ 山

左岸の 地 文
見化閃練暑が近傍に再現 し､ 深度約
8 1れ( 農免遠洋 ･ 調査本

一

-リンダ) で息化
内鼓岩に 達す る

風化田舟岩が苗頸する
見仕口操岩が露頭 し､ 深度約1 0 m (8 8

-

7

孔) でCし故の新辞な何棟岩 に達する

河床部の 地貫

一
- 2 †. 8 内､: S . T f

～ 1 5 . 0 巾 : S . T f ･ - 1 1 . O l 打: S. T f
～ 2 之
. 5
1 n : B
.
C g

～

†¢, 1 m : B . C g
～ 1 4
.
0 爪 : 8
.
C g

2 2 . 5 ¶ 〝 r 替見地安山岩 ほ †m ～ : 息仕ハ ン レイ岩 1ヰ. 血l ～ : ハ ン レイ岩

( 亀裂が多く ､ 短柱状
一

角穂状コ ア) 河床部右岸触 こO d t2 ､ S . T f ､ 8 . C g が蚕
現する

右岸 の 地 質 風位ス コ リア凝灰岩が毒液する 強風化 ハ ン レイ善が露頭する
河床レ ベ ル(E L . 1 73 打l付近) まで ､

O d t l , 2 ､ S.
T f

､
B
.
O g が厚く分布する

そ 九以 実 の基廿岩は 比重空的鮎色‡

河床称の 岩故

一 - 】3 伊 : 〟く2 (〉 ～ 9 打 : 〃< 2()
･ -

8 . 5 爪 : 〟く2 0

1 3 ～ 2 ◎m : D L (2 0 ≦Nく5 0) 9 ･ 〉 1 2 爪 p L 8
.
5 ･ - 1 0 m : D L

20 ～

之5 rn : D H (5 0 ≦N) 1 2
･ -

1 8 巾 D H 1 0
一 - 1 4 爪 : D 臼

2 5
′ 一

之7 汀I : C L 1 8 m 一 〉 C し 川 内 - : e L 以上

河床部の
5 . T f 中で K = 1 0‾

J
～ 1 0- 1 ｡ 〟 与 ｡ ｡ のトタ

●

-
～ 1 5 和 L u 〉5 0 (S

.
T f) - 1 5 †¶ : しu〉2 0 (S. T f ､ 8.

C g ､ W- Gb)
透水性 1 5

一 - 2 5 汀l L u 〉2 0 (B.
C g 及びW- G b) 1 5 一 〉 3 5 打l : しu ≦5 (Gb)

河床堆耕物
( ○りの圧 さ･

5 ･ 〉 6 1¶ ヰ～ 5 m 5 m 程度

池魚の

地形勾i巳
1 / 27 1/ 1 了 】/ 2 0

河 床 悼 約1 0 伽 釣8()m 約8 0 M

捨 合 評 価 ム X ○

鞠 甥 点 S . T f の透水性カt高く ､ 支持力も低い 棚 と同様

7 . コ ア材の選定

速水材料の 選定はため池計画の なか で は最も大

切な事項である｡ 本地の 場合, ①谷部の 上流 で近

接山林が急傾斜 , ②右岸側は水源滴養保安林の指

定がある , ⑨左岸側で先行計画で ある道路工事が

- 4 8 - 永と土 第134 号 20 0 3



ひかえて い る
,
と い う状況から適切 な コ ア材 を近

隣か らもと めにく い こ とが想定され た ｡
し か し,

鞄軸右岸の 旧崖錘堆積物(O d t l , O d t2) が 透水性の

低 い 土質であり , そ の 堆積状況か ら地軸の掘削時

にお い て ある程度の 量 を確保できるこ とがわか っ

た ｡ 難点は自然含水比 が高 い (3 0 ～ 5 0 % ) こ と で

ある ｡ 現地着手後に土取場にお い て再度 コ ア 土採

取 をお こ な い 室内試験を したが
,
当初 の ボ ー リ ン

グデ
ー タ と差異の な い 結果で あ っ た ｡ し か し含水

比 の 高 い わりに施工性は低くな い と思 われ , 密度

試験とともに コ
ー

ン指数試験等により重機施工 を

想定 して 施工含水比 を決定した｡ こ れ に つ い て は

今後現場に お い て 転庄 試験で確認が必要 である

が
,
コ ア 土 の 含水比 をさ げるため の 仮置き方法や

盛土施工方法の さらなる検討も要する｡

8 . 施工状況 ･ 計画

平成15 年5 月現在
,
着工後約1 年を経過した現場

では池敷きの 掘削がほぼ完了 して い る ｡ 地底 の 掘

削にお い て は右横質粘土 層が想像以上 に厚く (3

表- 3 各材料 の 築堤材料 へ の 流用検討表

材 料 採 馳 置
【

( 凪存量)

材 料 替 佐
その 他 流 用

判 定物性 値 締 盟 め 速 水 性 セソ断 圧 密
特性 特 性 特 性 (き主意点)

産 経
堆 積 物

( d t )

○
池敷 掘 削に よ り

○

良 好

△

含 水 比
○
飽 和 度

○ ○
1 % 程 度の バ ッ キ (⊃

発声品孟3 程度)
が 少 し
高 い ｡

の 管理
必要 ｡

が 必 要 ｡

河床
堆 積 物

( A 色 )

○
泡敦 掘 削 に よ り

(⊃

良 好

△

含水 比
○
飽和 度

○
色 調 か ら､ 有 機 ×

詫紺孟9 程度)
が少 し
高 い ｡

の 管理
必要 ｡

物 を 含む 可能性
有 り ｡

ス コ リア
凝 灰 岩

( S t f )

○
境敷 掘 削 に よ り
発生 す る ｡

○

良 好

×

含 水比

高 く施
工 困難

含 水 比が 高 く施
工 性 が悪 い ｡

×

強風 化
斑 レイ 岩

( E甘- G b )

○
弛敷 掘 削 によ り

粥晶系態度)

○

良好

△

含 水比
が 少 し

高 い ｡

◎

一良 好
○

.2 % 程 度 の
バ ッ キ

が 必 要 ｡
(⊃

旧 崖幾

堆 積物 1
△

土 取場 霜 削が 必

(〕 △
A

水比
◎ △ △

1 ,` 程度 の バ ッ キ (⊃

要 良好
2i

が 少し 良 好 が 必 要 ｡

( O d t り (1 9 , 0 08 m
ユ

程 度) 高 い ｡ 土 取囁 掘 削必 要 ｡

旧 崖鐘
堆 接吻 2

( O d t 2)

△

土 取場 掘 削が 必
○ ⊂) ◎ ○ ○

巨凍 の 除去 必 ○

要 ｡
(1 22 , 000 血

8

程 度)
良好 良好 良好 要 ｡

土取 鳩掘 削 必要 ｡

判定 基準

境敷及び 池敷 掘
別 に よ る発生 材
を 優先 的 に 流用
した い ｡

P = 3 0 ′ } 50覧

程度
F c ≧ 1 5 %

程度
I p ≧ 1 5

甘n
ニ

甘o p t

′ -

甘v et

q c ≧ 4
～ 7

k g f / c Ⅲf

k l
F
≦

3 × 10‾
¢

C m/ s e c

C c ≦ 0 . 2

写真 -

1 池上 流 より右岸 に土二牧場

- 4 9 - 水 と 土 第1 3 4 号 20 0 3



写真- 2 池上 流 より底樋完了

写真 - 4 池上 流部

～ 4 m ) 持 ち出 しに苦労し , 底樋施工 時には排水

に追わ れ
, 洪水吐 の 基盤は軟弱層が 出現 し置き換

え等 々 い ろ い ろ ありなが ら これか ら本格的に盛土

開始と なる ｡ また , 他 の 施工 に平行 して 残土利用

によ る下流 農地 の 区画整理や道路事業もすすめら

れ て い る ｡

今後は11 月ま で に堤体盛土 を完成させ , 周辺整

備もふ くめ平成16 年虔に完成する見込み である｡

9 . ま と め

本工事はまだ中途で あり今後の進行によりさら

なる技術的判断を迫られると思 われるが , 本稿で

は主 に計画段階で の 検討を述 べ た｡ 今現在
,
私 は

現場を離れて しま っ たが , 計画段階から着工 より

写真- 3 洪水吐

写真 - 5 掘削終期

一

年間携わらせ て い ただ い た なか で ,
次の ような

点が大切で は な い か と感 じた ｡ ① なぜ こ の 計画が

必要で あるか を多面的に理解する, (彰現場の 試験

結果はひと つ だが それを どう設計に つ なげるかは

様 々 ,
で き るだ け多くの 意見を聞き ,

か つ 自分 の

設計思想をも つ
, ⑨常に現場施工 を念頭 にお い て

設計検討する, ④試験デ
ー タ と現場は

一

致 しな い ,

設計図面だけで なく設計思想を施工業者等関係者

で ともに事前に把握して 不測の 事態 にそなえる ,

⑤積極的に所内外に情報発信し, 双方的に事業の

痙解や向上 をはか る｡

以 上
,
ま こ と に拙 い幸艮告であるが , 関係各位 へ

こ れ ま で の 御礼を申 し上 げると ともに無事工事が

完成する こと を願 っ てやま な い ｡

- 50 - 水 と土 第13 4 号 20 0 3



【報 文】

周辺環境に配慮 したため池改修方法
あお ぐち

一 県営た め池等整備事業 青口地区-

日

1 . は じめ に
･ t ･ ‥ ‥ … … … ‥ … … … … … ‥ … ‥ ･ … … ‥ ･ ‥

5 1

2 . 事業概要 t ･ ･ ･ ･ … ･ … … … ･ … ‥ ‥ ‥ ･ … ‥ ･ ･ ･ … … ･ ‥ … ･ ･ …

5 2

3 . 事業実施 に当た っ て の 留意点 ･ … ‥ = ･ … … ･ ･ … … … ･

5 4

1 . は じめ に

広島県内には大小合わせ て約2 万 箇所の た め池

が存在する ｡ 貯水量1 ,0 00 m
3 以 上 の ため池は約5 千

箇所で ,
そ のう ちの 7 1 % が江戸時代以前に築造さ

れた古 い ため池で あり
,
4 4 % が 改修 を必要とする

ため池と な っ て い る ｡
こ の ように県内に多数散在

するため池の改修計画にあた っ て は , 地形, 地質

村 中 郁 夫
*

(I k 11 0 M ロR A N A E A )

次

4 . た め池周辺の 環境 の 状況
･ ･ ･ … ･ … ･ … ‥ ･

5 4

5 . た め 池護岸の 工 事施工 に あた っ て
･ ･ … … ‥ … ･ … ‥ ･ ･

5 5

6 . お わ りに … … … … ‥ ‥ ‥
･ ･ … … ‥ … … … … … … … ･ ･ ･

5 6

や 利水状況の み ならず近年の 環境保全に対する社

会情勢を踏まえ周辺 の 自然環境も考慮に入れ た計

画が求め られ るようにな っ てきて い る｡

そ こ で
,
こ の ような背景を踏まえ , た め池 の改

修工事を実施するに際し周辺の 環境に配慮した工

事を行 っ た , 県営ため池等整備事業青口地区の取

り組み事例を紹介するものである｡

囲 -

1 位置図

*

広島県福 山地域事務所農林局農村整備第2課(でel . 0 849- 2 ト 131 1)
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2 . 事業概要

(1)地 区の概要

本地区は
, 広島県東部, 深安郡神辺町 の 岡山県

境 に近 い 山合 い に位置 し , 国道3 13 号線沿 い の

1 3 .8 h a の 農地を受益と して い る｡ 農地 へ 作付けさ

れて い る作物は稲作が殆 どで , 現在は宅地化が進

んで は い るもの の 以前は県東部神辺平野の穀倉地

帯と して , ま た江戸 時代には 山陽道と石州銀山道

の 宿場町 と し て
,
参勤交代や 銀の 輸送な どで賑

わ っ た 地域である ｡

(2)た め池整備計画の 概要

現況の ため池は, 築造年代 は不明であるが , 各

写真 - 1 た め池堤体全景 ( 整備前 上i充側)

写真- 2 堤体陥没状況

写真
-

4 斜 樋 (整備前)

写真
-

3 凝体 法尻漏水状況

- 5 2 -

写真 -

5 底 樋 (整備前)
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所に老朽化が見られる こ とから築造後相当年数が

経過して い るもの と思われる｡ 老朽化の状況と し

ては
, 堤体は, 現在 の 設計基準からすると余裕高

が不足 し ており , 堤頂幅も狭小で法勾配も急であ

り , 下 流側斜面は堤体の 中央部付近が陥没 した状

態にな っ て い る｡ ま た , 堤体下 流側法尻には パ イ

ピ ングによ ると思 われ る漏水も確認され た｡ 洪水

吐 は
,
た め池にかかる流域 からすると流下 断面が

狭小で, 石張りの 放水路か らは水が浸透して おり,

こ の 影響か ら堤体が洗掘されて い る状況もみられ

た｡ 取水施設は斜樋 , 底樋と も石 造りで , 取水管

理 は木栓により行な っ て い るが 閉鎖時にお い ても

常時漏水して い る こ とか ら内部が破損して い るも

の と思われ る｡

以 上 の こ とか ら本ため池は, 堤体 ･ 洪水吐放水

路 ･ 取水施設に つ い て全面改修する こ と とな っ

た｡ なお , 事業 の概要は以下 の とおりである｡

】

こ ⊥ = ●● ■

†

_
王 Q■ ～

吟 / ♂
/
/

漣レ
ノ

ニ=
′
/
/

ノ‾【
-
ノ

/
/･-

< 事業概要 >

①事 業 名 : 県営ため池等整備事業

②事業主体 : 広島県

⑨絵事業費 : 76 ,00 0 千円

④工 期 : 平成10 年度 ～ 平成12 年度

⑤工事概要

工種 エ事概要 事業量

堤 体 工 旧た め池を盛土嵩上げす 盛土4
,
1 4 9 m

3

ることにより堤体断面を確

保し
,
前刃金工 法 により止

水する｡

弓長石 50 0 m
2

洪 水 吐工 計画洪水流量を読下させ 洪水吐L = 4 .5 m

る断面を確保 し, 鉄筋 コ

ンクリ
ー

ト水路に改修する｡

放水 路L = 7 1 m

取水施設工 斜樋の流入口 に はス ル ー 斜樋

ス ゲートを設置し, 底樋は 卓2 50 L
= 1 2 .3 m

遠心力鉄筋コ ンクリート管 底樋

( ヒ ュ
ー

ム 管) により 改修

する｡
≠60 0 L

= 3 5 .5 m

一_ ⊥_
農 地 _..,_旦杢空 運ヱ
､+_ 上
空J ′一一

一■■‾1 k 4 . 5 ′ L L =ざヨJ ′一-
‾■■‾1 k 4 . 5 ′ L L ニ 4 . 9

: ゝ.
ノ
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図 - 2 た め 池等整備事業 青 口地区 計画平面図
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底 樋 工 計 画 図

む々

石

_州_ J k 之之 2 且 二上
_
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一 ㈹ 一__⊇之
之づ.ニ上塵立言. 戯
地 §些泣
_
ム≡表象遥≦L _

__

図 -

3 ため 池等整備事業 青 口地区 堤体断面図

3 . 事業実施に当た っ て の留意点

(1)現況 の た め池は ,
上流側護岸を石張りにより施

工 さ れて い る ｡ 近年, た め池の 上流側護岸 は
,

標準的を工法と して コ ン クリ
ー

トの 張ブ ロ ッ ク

が多く用 い られ て い るが ,
先 に述 べ たとおり当

地区の上流側 護岸は , 現況が石張り護岸 であ る

こと
,
ま た後述する周辺環境等の 状況を踏まえ

堤体上流側護岸の 改修に当た っ ても石張りによ

る工 法と した ｡

( 2) た め音也の 堤体補強盛土 及び刃 金土 に つ い て は
,

た め池 の位置が山 の 中腹の谷間にある条件 を踏

まえ
,
経済的な面と土質の 必要条件を考慮した

うえで土取場 を選定 した結果, 近傍 の 山林か ら

材料を搬入する こ とと した ｡ なお , 周 辺 の 山林

は
,
土砂流出防備保安林に指定され て い るため

,

山林内で の樹木の伐採及び形状変更にあた っ て

は保安林管理者との 協議 を行 い , 保安林内作業

許可を得た後に盛土材料の採取を行 っ ており ,

採取跡地に つ い て は
,
土砂 の 流出防止や地下水

滴養等の 環境保全に配慮し, 植林を行な っ た ｡

(3)た め池周辺 の 山林内では ,
生活環境保全林整備

事業により遊歩道の 整備が実施され て い る｡ ま

た
, 林道がため池捏体の 近くにあり , 遊歩道の

起点が洪水吐の 計画位置に隣接 しており, 堤体

天端が遊歩道の 一 部 と して利用される計画と し

て い るため
,
景観に配慮する観点から洪水吐部

に疑木による防護柵の整備を行 っ た｡

且 温 乱

4 . た め池周辺の環境の状況

(1)他事業と の 連携
ごりょう

た め池周辺 は県が事業主体と な っ て御領生活環

境保全林整備事業を実施して い る｡ そ の事業では ,

整備区域を3 つ の ゾ ー ン に区分けして おり , 本 た

め池はそ の 中 の ｢ 水と野鳥の森+′区域に位置付け

られて い る｡ こ の た め
,
た め池の 改修に際して は

,

生態系の 生息環境と水辺の 親水性を考慮して, 永

際は極力 コ ンク リ
ー ト造りを避けるこ ととした｡

( 2)地 域環境と の調和

近傍の 堂 々 川流域 に は , 江戸時代の 元禄7 年

(16 7 3 年) に福 山藩により石積み を用 い て構築さ

れ た ｢ 砂留+ が 8 基現存 し, 貴重な歴 史資料と

ー 54 -

写真 - 6 御 領生活環境保全林整備事業全体図
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な っ て い る ｡
こ の ため付近の砂防河川改修工 事に

お い ても石積み を基調と した整備が行なわれて い

る ｡

5 . た め池護岸の工事施工 にあた っ て

(1)材料となる石 の確保

ため池護岸の 材料に つ い て は
, 改修工事による

建設発生土 ( 石) の処分費用及び新 し い 材料購入

費用を軽減させ ると い っ た環境付加軽減及 び コ ス

写真 -

7 堂 々 川砂留記録

写真 -

9 石積み に より改修され た砂防河川

ト縮減の 観点から , 現況 の堤体護岸とし て用 い ら

れ て い る石 張材料を再利用する ことと した ｡ ま た
,

た め池護岸以外の 池敷 内にお い ても , ｢ 八丈岩の

鬼の 伝説+ ( 後述) にもあるように石張り工 に利

用 で きる石 材が多数存在する の で これ を使用 し

た ｡

( 2)工 事中の 石材ヤ
ー ド

本た め池の 護岸工 の施工 の 時期は
,
た め池 の改

写真- 8 5 番砂 留

写真 -

1 0 張石施工 中 (付近に 転石が点在 して い る)

写真 -

1 1 た め 池堤体全景 (整備後 上流側)
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写真- 1 2 斜樋 (整備後)

修内容が堤体, 洪水吐
･

放水路, 取水施設に つ い

て全面的に改修するもの であるため ,
工事工程の

最終となる Q こ の た め利用する石材の 仮置き場を

確保 しておく必要があるが , 本地 区の 受益農家の

協力 により, 水 田 の 代掻用水 へ の 利用後は ,
た め

池を落水させ る ことが可能とな っ た た め, 改修の

全工濯 を単年度で行なう計画と し, た め池貯水池

内に石材の仮置きが可 能で あ っ た｡

6 . お わ りに

今回 の ため池改修は, 境体護岸に現場発生の 天

然石 を使用 したも の であるが ,
こ の ように ,

地区

事情 に応 じた改修事例は増え つ つ ある｡ た め池は,

写真 - 1 3 余水吐 (整備後)

築造に際してそ の 立地 条件 を色濃く反映して い る

も のが多 い ｡
こ の た め標準イヒされた改修工法を基

本と し つ つ ,
周辺 環境や地域の ニ

ー ズ を絡まえて ,

催事業と の 区分を明確に しなが ら の対応を心が け

る べ き である｡

※ ｢人文岩 の 鬼 の 伝説+

青 口た め 池 に接する御領山の 山頂には実 の 木が沢山

茂 っ て い た｡ 高屋 川をはさん で 向か い の 権現山は岩山

でそれぞれ鬼が住 ん で い た｡

ある 時, 山の 高さの こと で ケ ン カ に なり御領山の 八

丈岩 の 鬼 は釆を, 権 現山 の 鬼 は岩を投げ合 っ た｡ その

結果御領山は岩だ らけ, 権現 山は常山となり , 御 常山

は岩 の 分 だ け高くな っ た｡

(参考 : 標高 御領山2 弛 2 皿 権現 山231 .4 皿)
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【報 文】

既設管利用 における更正管工法の設計事例に つ い て

一 国営か んが い 排水事業勇払東部地区の9 区用水路を対象と して れ

向 山 浩 司
*

渋 谷
( E o uji M ロ E A I Y A M A ) (H it o sh i S I B U Y A )
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1 . ま え がき

国営か んが い排水事業勇払東部 (
一

期) 地区に

お い て施工する9 区用水路は, 9 区揚水機場を起点

と し
, 昭和43 年か ら昭和4 6 年 にか けて , 旧国営厚

真地 区及 び関連事業にお い て 施工 され た第9 区幹

線用水路 , 第3 支線用水路の 改修 を行うも の であ

る
｡

現況で は , 揚水機場吐水槽か ら約22 0 m 区間が

管水路と な っ て おり
,
道道厚真浜厚真停車場線1

箇所
,
町道2 箇所 を横断して い る ｡ こ の うち道道

厚真浜厚真停車場線は交通量が多く
,
ま た用水路

周辺 は上 厚真市街地 中心部で建物が密集 して お

り, 通行止 めや迂回道路による施工 は困難である

と想定さ れた｡ こ の た め
,
従来工 法である開削工

法を含む種々 の 工法 に つ い て 比 較検討した結果
,

既設管水路区間にお い て は, 農水省により ｢ 普及

すべ き新技術+ とされて い る既設管を利用 した農

業用 パ イ プライ ン更正管工法 (S P R 工法) を採用

した
｡

本報告は , 現地条件, 施 工条件等に考慮 した9

区用水路の設計 ,
施工計画に つ い て述 べ るもの で

ある｡

2 . 計画の概要

本地区は , 北海道胆撮支庁管内の 東部に位置す

る勇 払郡厚真 町及 び 同郡鵡川 町 にま た が る 田

3
,
1 4 6 b a

, 畑3 50 h a の 水稲作及び畑作 を中心と した

農業地帯で ある｡

*

室蘭 開発建設部胆振東部農業 開発事業所
(T el . 0 143- 22- 9 17 1 内線3 2 4)

斉
*

菅 野 徳 久
*

(N a r u hi s a IくA N N O )

次

4 . 更正管工 法の 概要 … ‥ ‥ ･ …

5 8

5 . S P R 工 法に よ る改修
… ･ … … ‥ … = … ･ … ･ ‥

6 0

6 . あ とが き ･ … ･ … ‥ ‥ … ･ … … ･

6 1

現状は , 不安定な河川流況や , 施設 の老朽化に

より, 合 理的な水管理 , 維持管理が 出来ず, 農業

経営は不安定である｡

こ の た め , 本事業は
,
施設の 更新と用水の 再編

によ る用水改良並 び に排水改良を行う こ と に よ

り, 生 産性の 向上 ,
用水管理 の 合理化及び農作業

の 効率化 を図り
, 農業経営の 安定に資する こと を

目的と し て い る｡

9 区用水路は , 厚真川 の 既設9 区頭首工 を取水源

に
,
9 区揚水機場を起点と し, 厚真川の 右岸に広

が る水 田地域 (2 75 b a) に か んが い用水を供給す

る水路で
,
延長は約4 .O k m で

,
現況の 用水路形式

は
, 揚水機場か ら約2 2 0 m が 管水路で ,

以 降約

55 0 m が 鉄筋 コ ン ク リ
ー ト フ ル ー

ム 水路 , 末端用

水路部は鋼製水路とな っ て い る ｡

3 . 改修計画

現況用水路は , 図一1 に示すように , 揚水機場

か ら約2 2 0 m フうミ管水路区間 (遠心力鉄筋 コ ン ク

リーー ト管¢1 2 00 m m) で あり, 上厚真市街地中心部

に位置し , 道道1 箇所, 町道2 箇所を横断して い る

状況にある｡

既設管は
,
施工 後3 5 年程度経過 しており, 材質

劣化や ひび謝れ等の 問題があり, 又 , 計画耐用年

数40 年に対 して残耐用年数も少をい ｡

新設管路の 布設は, 既設管を撤去 しなければ な

らな い こ とを考慮すると道道横断を含めて全線開

削工法により行う必要があるが ,
次 の こ とか ら通

行止め や迂 回道路による施工方法は困難であると

判断した ｡
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道道厚真浜鮎停車場線
望

町 道 上 厚真市街 線

更正 管工 法区間 ( L = = 188 n )

既設 管;水路区間 ( L ≒ 22 0 m )

園- 1 既設管利用区間

①道道厚真浜厚真停車場線は交通量が極め て多

い
｡

(要路線周辺は上厚真市街地で建物が密集して い

る｡

⑨交差点に隣接して い る｡

従 っ て, 推進工法によ る横断工法を検討したが ,

既設管の 撤去が伴うとともに経済性にお い てもメ

リ ッ トが少な い 結果とな っ た｡

こ の よう な こ とか ら , 既設管水路区間の うち,

道道厚真浜厚真停車場線及び町道上 厚真市街線の

横断区間 (L = 1 08 m ) の 改修工 法に つ い て は , 道

路状況や周辺環境及び経済性を踏まえ, 既設管を

そ の まま活か して更生できる更正管工法 を採用す

るこ ととした｡

4 . 更正管工法の概要

4 - 1 . 更正管工法の 概要

更正 管工法と は , 既 設管を仮設的に利用 した管

の 改修工 法の 一 つ

.
で

,
非開削により既設管の 内側

に新し い管や更正材を布設する工法である｡

なお , 更正管工法における
一

般的な利点には次

の ことが挙げられ る｡

①工事 による巌音
,
振動

,
交通障害が 少なく ,

周辺環境 へ の 影響を最小限 に抑える こと
■
が で

きる｡

②道路の 掘削規制や他の 埋設物の 制約を受ける

ことがなく
,
工事が短期間で施工 できる｡

⑨既設管の 内側を補強, ま たは新管を挿入 し管

路を再生させ る工法で あるため ,
産業廃棄物

が発生 しを い ｡

4 - 2 . 工 法の選定

管路の 更生方法は
,
全体更生 (更生管工法) と

部分更生 (部分補修工法) に分けられ るが , 施 工

後 の 経過年数 (3 5 年程度) 及び今後の 使用におけ

る機能藤持を考慮 して ,
全体更生 (更生管工法)

と した｡

また
, 更生管工法と しては ,

鞘管工法 ,
製管工

法 ,
反転工法に大きく分類される｡

①鞘管工法

既設管内に予め製作 した菅又はライ ナ
ー

を挿

入 し
, 間際にグラウ トを注入する工法

※ パイ プイ ン パ イ プ工法 (鋼管
,
ダク タイ

ル鋳鉄管等)

(卦製管工法

既設管内に硬質塩化 ビ ニ
ー ル 製の 帯状材を製

管機でス パイ ラ ル状 に製管 し
,
間際に裏込め

材を充填 し, 複合管と して更生する工法

※ S P R 工法 (製管一自走製管榛)

ダ ン ピ ー 工法 (製管一人力 ＋機械製管)

一 5 8 - 水と土 第134 号 20 0 3



表 - 1 東生管方法, 工 法比較

パ イ プ イ ン パ イ プ 工 法

( P I P 工 法)
製管工 法 ( S P R 工 法) 反 転 工 法 ( I N S 工 法)

放設管

仕上 が

り 形 状

エア
ー

モ ルタル

鋼 管

牡鹿管

長込 朗オ

更生 菅

三三封ライ ト

沈設替

工 法

概 要

普通銅管に よ る場 合 ､ 既設 管

路 内に 1 口 径 ( 1 0 0 m m 程 度)

小 さ い 直 径 の 既 設 銅 管を 運

搬 し ､ 管内 で据付 け
･

接合 す

る ｡･
既 設 管と の 間 隙 に は エ ア モ

ル タ ル を注 入 す る ｡

両端 に俵 合部 を有す る硬 質

塩 化 ビ ニ ル 製の 帯 状 材 を自

走 式 製管機 に 供 給 し ､ 既 設

管内 で ス パ イ ラ ル 状 に製管
し な が ら連続 した 管体 を形

成 させ ､ そ の 後 既設 管と の

間 隙 に裏込 め 材 を充填 し既

設 管と一体化 させ る ｡

熱硬 化 性 樹 脂 を含 浸 させ た

ラ イ ナーを 人 孔 か ら水 圧 に
より 既 設 管内 に 反 転挿入 し ､

そ の 後
.
ラ イ ナ ー 内 の 水 を加

熱 循環 させ て 樹脂 を 硬 化 さ

せ
､ 管路 内 に 内 張 し ､ 既 設 管

と
一

体 化 させ る ｡

適用

管種

適

用

範

囲

特 に 制 限 な し 特 に 制 限 な し 特 に 制 限 な し

設

口

既

管

径

¢5 0 0
～

¢ 2 6 0 0 ¢8 0 0 ～ ¢ 3 0 0 0 ¢ 1 0 0
～

¢ 3 0 0 0

工

長

施

延
標 準 2 0 0 m 最 大 5 0 0 m 最 大 3 0 0 m

地下

条件
影 響 され に く い 影響 され にく い 処 理 が 必 要

段 差 影響 され に く い 径に より 5 0 ～ 1 3 0 m m まで

しわ が‾発 生
8 0 0 血m 以 上 は 人 力 で F R P

に て仕 上 げ

曲 線

施 工
曲管 継手 を使 用

屈 曲 角 : 1 0
0

ま で

曲 率 半 径 1 5 m ま で
同 左

耐 薬品 鋼管と 同 等 硬 質塩 化 ビ ニ ル 管 と同 等 耐 酸 ･ ア ル カ リ性 に優れ る

耐 摩 性

耐 久 性
銅管と 同 等 硬 質塩 化 ビ ニ ル 管 と同 等 強 化 プ ラ ス チ ッ ク管 と 同等

水 替工 に じみ 程度 は施 工 可 能

お お む ね管径 1 / 3 ま で は 不

要
通 水 した まま で 施 工 可 能

管内 の 完 全 乾燥が 必 要

水 理

性 能

既 設 管の 1 サ イ ズ ダ ウ ン( 普

通 鋼管の 場 合) にな るた め ､

既 設 管 の 設 計 流量 は や や 減

少 ｡ た だ し
､ 既 設 管が コ ン ク

リ ー トの 場 合 ､
内 径 が /トさ く

な っ て も 粗度係 数の 関 係 で

設 計流 量 と 同等

既 設 管が コ ン ク リ ー ト の 場

合 ､
内 径が 小 さく な っ て も

粗度係 数の 関係 で設 計 流 量

と 同等

同 左

内 水 圧

性 能
内 挿管自体 の 性 籠 に 依存 内 水圧 : 0. 3 9 M P a ま で

ホ ー

ス 厚 の 変更 に より 対 応

可能

外 圧

強 度
内 挿管自体の 性 能に 依存

製管材及 び 裏込 め材 に よ り

強度の 確 保 が 可 能

ホ ー

ス 厚 の 変 更 に よ り 対 応

可 能

経済性

畑】のⅠ事費)

1 4 0 % 1 0 0 % 2 4 0 %

総 合

評 価
◎

⑨反転工法

熟硬化性樹脂を含浸 した長 い 袋状の ライ ナ ー

を水圧 又 は空気圧 によ り既 設管に反 転挿入

し, 温水等により樹脂 を硬化させ , 樹脂管を

形成する工法

※イ ン シチ ュ フ ォ ー

ム 工法 (熱硬化一水圧)

ホ ー ス ライ ニ ン グ工法 ( 熟硬化一空気圧)

以 上 の 工法に つ い て 比較検言寸した結果を表- 1

に示す ｡

こ の 結果
,
水理性能及び内外圧 ともに設計条件

を満足するもの の経済的に有利であり, 既設管の

状況に影響 され にく い S P R 工法が最も適して い

た｡
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5 . S P R 工 法による改修

5 - 1 . S P R 工 法の概要

S P R 工法は, 既設管路内に硬質塩化ビ ニ ル材 を

自走式製管機によりス パイ ラ ル 状にはめ込み しな

が ら製管し ( 図一3 参照)
,
既設管路と更正管 (製

管 し た管) の 間際 に特殊裏込 め材 を充填 して

( 図- 2 , 4 参照) , 既 設管路と
一

体化′した強固な複

合管と して更正する工法である｡

自走式製管は ,
自走式製管機を既設管路内に設

置 し
,
地 上 に置かれ た ドラ ム ( プ ロ フ ァ イ ル ドラ

ム) か ら連続的に硬質塩化 ビ ニ ル製 の帯状材料を

製管機 に送り込み ( プ ロ フ ァ イ ル ドラ ム) , ス パ

イ ラ ル 円筒状 に蕨合させ 製管しなが ら製管機が既

備蓄 図

柳
必
宙
‥

害
彗

○

鮮
朝
糾
‥

2
コ
○

設管路内を自走して い く｡ ( 図一5 参照)

こ の 工 法には , 製管 した後, 裏込め材の注入を

行う工法 (従来工法) と襲管と同時に裏込め材注

入作業を行う工法 ( ハ
ー トS P R 工 法) が あり, 下

記 の通り
,
既設管の状況 , 経済性か ら同時裏込め

を行う ハ
ー

トS P R 工法を採用した ｡

･

ハ
ー トS P R 工 法は, 既設管口径8 00 m m 以 上 が対

象で管内に極端な段差 (2 0 m m 以 上) が なけれ ば

施工可能である｡

･ 従 来工法に比 べ て , 大型の 裏込め材注入設備が

不要で ,
ま た

, 裏込め材注入時に更正管の浮き上

がり防止の ため に行 っ て い た支保工 が不要となる

こ とから , 本区間 (延長L = 1 0 8 m ) にお ける工事

費で16 % の コ ス ト縮減が可能となる｡

三面 図

注入ノ ズ ル

ギヤ ボ ッ ク ス

注入ホース
裾良人ポンプより

図 - 2 裏込 同時注入自走式製管機

サブロ ッ ク機構

有
人

葡

日)アイビーム構造･リブ邸
⑳メインロック用メス尊

鼓合口 ー ラ ー

盈

メ インロ ッ ク規模
′--一一--

ヽ

･-W-･､
② (参 ①

シール材に よる圧捷

Q )メインロ ック用オス甜

(彰サブロック用オス韓

国- 3 軟合機構

間隙に/ ＼【ト用S P R

轟込 め材を注 入

療

㊨サブロック用メス欝

⑧スチ
ー プレ福建材

.腰豊垂!遥些堅重義

図 - 4 裏込め材注入

- 60 - 水と土 第134 号 20 0 3



5 - 2 . 施 工方法

施工手順は次の 通りである｡

① 直垂車重司
1

②[ 麺 画
1

(彰 既設管洗浄 ･

ケ レ ン
･ 目視

l

④ 画
1

⑤ 匪 ∃

l

⑥ 匝垂車重二二重車重垂
1

⑦ 直垂亘亘至]
1

⑧ 匡二= 己

匡二亘二重

匹≡:廷璽ヨ

保安設備等を設置する｡

管内の 有毒 ガス の 検知を行い , 送風機に より換気を行う｡

高庄洗浄 により既設管内の 洗浄 ･ ケ レ ン を行 い , 障害物がな い こ とを

確認する｡

製管磯を既設管内で組み 立 てを行う｡

既設管内に製管機を自走させ
,
既 設管と更新管の クリ アラ ンス にS P R

封入 モ ル タル を注入し両管口に変形防止用支保工 を行 い , 硬化させ る｡

製管横を分解 し, 擬出す る｡ 両管口の 切 断処理を行う

更新管内径に合 わせ, 管口 を仕上 げる｡

管内 ･ 施工 延長 ･ 管径 ･ 外観を確認 し作業終了｡

巨 頭

○ [コ

二二二鴇

随刑工津区間

匪萱頭‾ 匪巨室互ヨ

こ]

匪頭

匝二亘頑

匡三重更正章毎 巨要項

野
← 巨 頭

更正管工鞋区間 り一 三 1 0 8 Ⅶ )

図 一

5 施工 状況

施工状況は下記の 通りである｡

製管方式は
, 裏込め材の注入 配管を設置 した製

管機が プ ロ フ ァ イ ル を所定の周長で製管 し
,
同時

に隙間に嚢込め材 を充填する｡ 製管され た更正 管

は
,
製管機の 軟合 口 ー ラ ー が あるため , 製管中は

ハ
ー

ト形に変形 し, 製管後は ハ ー ト形に変形 した

更正管が プ ロ フ ァ イ ル の弾性力により円形に復元

する｡ ( 図- 4 , 5 参照)

6 . あ とがき

市街地や主要道路沿 い 等に埋 設され た農業用 パ

イ プライ ン の改修では , 施工上 の 制約が多く
,
コ

匡妻逐 垂:室車重

匡室頭

開封工 法区間

[]

ス ト縮減, 産業廃棄物の 問題か らすで に更正管工

法の 鞘管工 法の採用事例は多数あるが ,
今後は

,

コ ス ト や施工性が有利な製管工法での 施工が多く

なると予想され る｡

こ れ らの 更正管工法は
,
上 下水道等で多く施工

して い るもの であり , 農業用パイ プライ ン は上下

水道に比 べ て
一

般的に大流量, 高水庄 となるため ,

適用するにあた っ て は ,
適切な工法の 選択が必要

と なる ｡ 今後は, 更正 管工法の施工事例 を積み重

ね る ことが必要であろう｡

最後に ,
本報告に際 しご協力 い ただ い た関係機

関の方 々 に深く感謝するしだ い で あ る｡
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【報 文】

集落排水汚泥 の 農地還元に関する

都道府県の指導指針に つ い て の調査結果

性a s男Y A M A ｡ E君
*

準Y ｡ S bi y u ki 盈｡ ｡昇
*
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1 . は じ め に

1 . 1 循環型社会に向 けた農業農村整備にお ける

取組みの現為犬

2 00 0 年の循環型社会形成推進基本法 ( 平成1 2 年

法律第1 10 号) や関連す る廃棄物
･ リ サ イ ク ル 関

係の 法律の改正 ･ 制定
,
20 0 2 年 の ｢ バ イ オ マ ス ･

ニ ッ ポ ン総合戦略+ の 骨子の公表 (7 月) , 閣議決

定 (1 2 月) と , 循環型社会の 形成 , 資源循環利用

の 推進 は
, 現在の 日本社会の 大きな流れの 1 つ で

ある｡

農業農村整備に関わる資源の 再利用と して は ,

①工事実施時に発生する建設副産物に対するも の

及び②建設した施設の維持管理 で発生する ゴ ミ
･

廃棄物に対するものがある｡

① に関しては ,
制度的な取組

1) 及 び国営事業で

の 高 い 再資源化の 割合2) な どの 着実な進捗が報告

され て い る｡

(卦に関するもの と して ,
農業用 用排水路に流着

する ゴミ ( 以 下
,
｢ 流着 ゴミ+) や農業集落排水施

設で発生する汚泥 ( 以下 , ｢ 集排汚泥+) が掲げら

れる｡

流着 ゴ ミ に つ い て は
,
著者らはそ の 実態を報告

し
,
炭化によ る利用の 展望を示 した

3) が ,
コ ス ト

等 の 実施に向けた課題がある ｡

集排汚泥は ,
約5 割 の 施設が し尿処理場に搬出

し処分しており
,
有効利用 ( 農地還元) を行 っ て

い る施設は約2 割とされる
4)
｡

農業農村整備 に関わ る資源の 再利用 に関 して

は
,
施設 の 維持管理 で の取組み の さらなる推進が

期待され る｡

*

独立行政法人農業工 学研究所畑整備研 究室

( T el/ F a x . 0 29- 83 8- 7 55 3( 直) , e- m ail : S a r u @ a f丘c. g o.j p)

1 . 2 集排汚泥の再資源化

集排汚泥は ,
集落排水中の 汚濁物質を , 言う な

らば ｢餌+ と して食べ て , 排水の 浄化に働Y
､ た 微

生物の塊である ｡ 農業集落排水施設では集落排水

を浄化するの に伴 い ,
日 々 汚泥が増加する ｡ 過剰

とな っ た汚泥は, 施設の 浄化機能を維持するため

に
, 定期的に施設から搬出する必要がある｡ 集排

汚泥の発生量 は , 年間約3 2 万t である
5)
｡
こ の 量は

下水汚泥の 年間約8 ,5 5 0 万t
5) に比 べ れ ばわずか で

あるが , 農業農村整備にお ける資源循環の確立 に

は
, 集排汚泥の有効活用 は欠くこ とが 出来な い ｡

下 水汚泥では , 約3 0 % が有効利用 され ,
残り約

7 0 % は埋 立処分され て い る
6)
｡ 有効利用の用途は,

約6 0 % が建設資材利用で約40 % が緑農地利用であ

る 6) ｡ 下 水汚泥の建設資材利用は , 汚泥 を高温処

理 (60 0 ～ 1
,
5 0 0 ℃) した焼却灰や溶融ス ラグを路

床材 ,
路盤材等に利用するもの である

7)
｡ こ れ は ,

大規模な処理 施設で大量の 汚泥が発生する下水道

で あるが故, 可能な対応であると言える ｡

一

方 , 汚泥は ,
肥料成分である窒素 ･ リ ンを汚

水か ら吸収
･ 蓄積 して い る ｡ 農村地域 に分散した

施設毎に少量ず つ 発生する集排汚泥の有効利用に

農産物

④ F = = >

汚 泥 の 農地 還 元

農地

- 6 2 -

等爺庭

汚水 排 出

農業集落

排水施設

図 - 1 汚泥 の 農地還元 に よ る 資源循環
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は
,
施設周辺 の農地に還元する こ とが最適である｡

ま た
,
汚泥 の 農地還元 は , ｢ 消費+ か ら ｢ 生 産+

へ と つ なが る
,
優 れた資源循環を形成するもめで

ある ( 図- 1) ｡

1 . 3 汚泥 の農地還元に関する都道府県の指針

1 . 3 . 1 指針 の意義

汚泥は , 肥 料成分以外にも汚水中の有害な汚濁

物質 (重金属や病原菌等) を含有して い る ｡ こ の

た め
,
農地還 元 にあた っ て は , 生産される農作物

の 安全性や 周辺 の 環境保全 に留意する必 要が あ

る ｡

汚泥の 農地還 元 の 安全性は
,
廃棄物の 処理 及び

清掃 に関する法律 ( 昭和4 5 年法律第13 7 号) や月巴

科取締法 ( 昭和2 5 年法律第12 7 号) 等 の 法令の規

定を遵守する こ とで確保され る 8) ｡ しか し, 関連

する法令が複数にわたり
,
そ れぞ れ の 解釈や運用

な ど複雑である｡ ま た ,
こ れ ら の法令等で は, 汚

泥の 施用 量等の 具体的な農地還元 の方法に つ い て

は定め られて い な い ｡

こ の ような法令等を補完するもの と して ,
い く

つ か の都道府県で は, こ れ ら法令等の 内容を踏ま

えると ともに
,
地 域 それ ぞれ の 営農や土壌の 条件

を考慮して , 汚泥 の 農地還元 の 方法を具体的に定

めた基準や指針等 ( 以下
, ｢ 指針+) を定め て い る｡

こ の ような指針は , 指針が定め られ て い る地域

にお い て は
,
汚泥 の 農地還元 を計画するにあたり

最優先され る内容で あるとと もに , 他 の 地域 にお

い ても参考になる有益 な情報で ある｡

1 . 3 . 2 調査 の 目的

指針の 制定状況は
, 表 - 1 の と お り過去に何度

か調査され公表さ れて い る ｡ 今回 の調査時点で最

新 の もの は ,
19 9 8 年3 月時点9) で とりまと め られ

たもの だ っ た ｡

19 9 8 年3 月 以降
,
従来特殊肥料に区分されて い

た集排汚泥等を原料とする肥料 を普通肥料に区分

する 等の 肥 料取締法の 改正 ( 1 9 9 9 年7 月公布 ,

2 00 0 年10 月施行) や 1 . 1 節 で見た循環型社会構築

へ 向けた気運の 高まりな ど, 集排汚泥の農地還元

をめ ぐる情勢の変化が大きく
,
こ れ らに対応 して

各都道府県の指針の改正等が予想された｡

こ の た め
,
2 0 0 2 年1 1 月 にそ の 時点で の最新の各

都道府県の 指針を収集する こ とと した ｡ ま た
, 調

査で は指針の 収集とともに
,
指針に対する各都道

府県の 考えを担当者にア ンケ
ー

ト調査をした ｡

本報では
, 今後 の集排汚泥の 農地還元検討の 基

礎資料と して
,
こ れ ら の ア ン ケ ー ト調査の 結果と

収集した指針の 要約 ･ 比較を報告する ｡

2 . 調 査方法

調査は
, 各都道府県の担当者に ア ン ケ

ー

ト用紙

を送付 して回答を依頼 した｡

ア ン ケ ー ト の設問に対する回答は
,
主 に当方が

準備 した選択肢から選ん でもら っ た ｡ ま た
,
調査

時点で指針を定めて い る場合には , 指針の コ ピ
ー

の 送付を依頼した｡

3 . 調査結果

3 . 1 ア ン ケ
ー

ト結果

3 . 1 . 1 指針制定の有無

指針の制定の有無は
,
表一2 の と おり であ っ た｡

13 県
(荏) が 定め て い る と回答して い る｡ (( 注) 東

京都 , 北海道
,
大阪府及び京都府が回答に含まれ

るか どうか の如何 に関わらず , 単位は ｢県+ とす

る｡)

こ の 指針制定の 県数は ,
19 98 年時点の 指針制定

の県数 (表 - 1 参照) に 比 べ て5 県減少 し て い る ｡

こ の 減少の 内訳を見ると
,
2 県で新た に制定さ れ

表- 1 過去 の 都道府県 の 指針 の 調査

調 査 名 ま た は 資 料 名 調 査 年 指針 制 定 の

都 道府 県 数

環 境 庁 ｢ 再 生 有機 物 資材 の 使 用 実態 調 査+
▲0 )

1 9 S各 年 16

建 設 省 ･

日 本 下 水 道事業 団 ｢ 下 水 汚 泥 の 1 99 4 年

19 9 8 年
禁

2 2

1 8

農 地 等 へ の 利 用 の 適 性 管理 に 関 す る 調 査+
1 】)

農 業集 落 排水 汚泥 農 地 還 元 計 画 策定 マ ニ ュ

ア ル ( 案) 平 成 1 0 年 3 月
9 )

※ 資料 の 発 行 年 を 記 載 し た ｡

- 6 3 - 水 と土 第134 号 20 0 3



て い た の に対 して7 県で廃止また は廃止状態との

こと で あ っ た ｡

廃止の 理由と しては
,
次の とおり であ っ た ｡

① 肥料取締法の 改正 に伴 い廃止 した ′(2 県) ｡

②汚泥 コ ン ポ ス ト化施設が 閉鎖され た こ とに伴 い

廃止 (1 県) ｡

また , 廃止状態とは ,

､ 内容が陳腐化して現在運

用 して い な い と の こ と で あ っ た (4 県) ｡

現在 , 指針 を定めて い る県数は , 全体 の 3 割弱

に過ぎな い が
, 指針 の ｢ 制定を予定また は検討+

と して い る のが 10 県 に上り, 将来的には現在指針

を制定 して い る13 県と合わせ て
,
半数に近 い 県で

指針が定められる ことが予想される ｡

3 . 1 . 2 指針をめぐる状況

(1) 指針の 位置づけ

指針の 位置づ けは, 表- 3 の と おり
,
13 指針中

の 8 指針が部長通 達と , 高 い 位置 づ けの 通達 と

な っ て い る ｡ な お
, 指針は集排汚泥とともに下水

汚泥も対象とするが ,
指針 の 所管 は不明の 3 県を

除き, 全 て営農関係の部門であ っ た ｡

指針が汚泥の 農地還元の 許容量や施肥効果な ど

土壌や栽培 に関連する内容が主で ある の で ,
汚泥

の排出倒である下水道 ･ 集排関係の 部門セなく ,

汚泥 の受入れ側である営農関係の部門が所管して

い る こ と は当然の 結果と言える｡

(2) 制定年及び直近の改正年

指針の 制定年と直近の改正年を表- 4 の と おり

整理 した ｡ 表- 4 によ ると ,
19 9 5 年以前に制定さ

れ た1 1 指針中の 6 指針は ,
1 99 6 年以 降に改正が行

われて い る｡ 1 9 9 6 年 以降制定の 2 指針と合わせ る

と
,
13 指針中の8 指針が1 99 6 年以降に制定 ･ 改正

が行われて い る｡

表 -

2 指針 の 制定状況

( 単位 : 県)

選 択 肢 回 答 数

①定 め て い る ｡ 13

② 定 め て い な い ( 定 め る 予 定 も な い) ｡ 2 4

③制 定 を 予 定 ま た は 検討 ( 現在 は 定 め て い な い) ｡ 1()

′ 計 47

表 - 3 指針 の 位置づ け

( 単位 : 県)

位 置 づ け 回 答数

部 長 通 達 S

課 長 通 達 1

執務 資料 l

不 明 3

計 13

表 - 4 指針 の 制定年と直近の 改正年

( 単位 : 県)

期 間 制 定 直近 改 正 備 考

1 97 5 年 以 前 1

5

( 1〉

1 9 76 年 か ら 19 占0 年 1 ( り

( 2 )

1 9S l 年 か ら 19 S5 年 1

1 9 86 年 か ら 19 90 年 4

1 99 1 年 か ら 19 95 年 4 (2 )

1 99 6 年 か ら 2 0 00 年 1

2 00 1 年 以 降 1 1

計 13 6 ( 6)

｢ 制 定+ 欄 は , 各 期 間 に 制 定 さ れ た 指針 の 数 を 示 す ｡

｢ 直近 改正+ 欄 は ,
各 期 間 に 最 終 改 正 が 行 われ た 指 針 の 数 を示 す ｡

｢ 備 考+ 欄 の () 内 の 数 字 は , 当 該 期 間 に 制 定 さ れ ,
後 に 改 正 を 受

け た 指 針 の 数 を 示 す ｡
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( 3) 改正 の検討

調査時点で の 指針改正の 予定
･

検討の 有無に つ

い て は
,
表- 5 の と おり回答が あ っ た ｡ 改正 の 予

定 ･

検討を して い る県は指針を持 っ て い る13 県中

3 県と少なか っ た ｡ な お
,
回答は

,
13 県中1 0 県で3

県が 未回答で あ っ た が , 未 回答 の 3 県は2 0 0 0
～

2 00 1 年 に指針の 制定または改正を実施 して い る の

で
, 予定な しと見なせる ｡

改正 の 予定 ･ 検討 の 理由は , 表 - 5 で①及び(彰

を回答 して い る2 県が , 表 - 6 の と おり回答した ｡

資源循環を進め る上 で, 安全性 を確保する方向で

の 改正 の 予定 ･ 検討が行われて い る｡

3 . 1 . 3 指針 の制定を予定 ･ 検討 の理 由

現在指針 を定めて おらず , 今後 の制定を予定
･

検討 して い る県にそ の 理由を聞くと , 表 - 7 の と

おりであ っ た ｡

(むの 循環型社会の 形成推進を目的と した の が6

県と
一

番多く, そ れ に次ぐものが②の 安易な廃棄

物の農地還元を抑制 し安全性を確保 しようとする

た めと した の が4 県であ っ た ( ①及び②の重複回

答は1 県) ｡

汚泥 の 農地還元が持 つ , 循環型社会の 形成に向

けて推進した い と い う面と安全性の 確保には制限

を加え ざる を得な い と いう面と の 相反する面が ,

こ の 回答結果でも現れて い る｡

3 . 1 . 4 指針未制定の 理由

指針を未制定 ,
か つ , 現在 の と こ ろ制定の予定

がな い 県に
,
そ の 理由を選択肢から選んでもらう

表
-

5 指針改正の 予定 ･ 検討

( 単位 : 県)

選 択 肢 回 答 数 備 考

① 予定 し て い る
◆
l

｡ 1 19 92 年 制 定
*

4

②検討 して い る
一
2

｡
1 19 g6 年 制 定

◆

4

③改 訂 の 必 要 性 の 有無 を 検討
つ

｡ l 2 0 00 年 改 正
一

4

④ 予 定 ･ 検討 無 し ｡ 7

計 10 未 回 答 3
◆
5

見 直 し ･ 改訂 の 内 容 が 具 体的 に ほ ぼ 固 ま っ て い る 段 階｡

見 直 し
･

改 訂 の 必 要 性 を 認 め ､
内 容 を 検言寸 し て い る 段 階 ｡

実 施 中 の 施 用 試 験 の 結果 に よ り ､ 改 訂 の 必 要 の 有 無 を 検討｡

① ～ ③ に 回 答 し て い る 県の 現 行 の 指 針 の 制 定 ･ 直近 改 正 年 を 示 す｡

未 回 答 の 3 県 の 指 針 は , 2 0 0 0 ～ 2 00 1 年 に 制 定 さ れ て い る ｡

表
-

6 指針 改正 の 予定
･ 検討 の 理 由

( 単位 : 県 数)

選 択 肢 回 答数

①肥 料 取 締 法 が 改 正 に な り ､ 汚 泥 由来 の 肥 料 が 0

1

1

0

1

0

特 殊 肥 料 か ら 普 通 肥 料 と し て 取 り扱 わ れ る よ

う に な っ た こ と に 伴 う 改 正

②循 環 型 社 会 の 形 成 の た め ､ 廃 棄 物 由 来 の 肥 料等

の 農地 還 元 を 推 進 す る た め に 改 正 ｡

③ 資源 循 環 ､ 循 環 型 社 会 の 形 成 と い っ た気 運 の

高 揚 だ け で ､ 安 易 に廃 棄 物 由来 の 肥 料 等 の 農

地 還 元 が 行 わ れ な い た め ( 安 全 性 を 担保 す る

た め に 規 制 を 強 化) に 改 正

④ 近 年 の 廃 棄 物 由 来 の 肥 料等 に 関 す る 試 験 研 究

成 果 を 基 に ､ 規 制 を 緩和 す る 方 向 で 改 正

(9 近 年 の 廃 棄 物 由 来 の 肥 料等 に 関 す る 試 験 研 究

成 果 を 基 に ､ 規 制 を 強 化 す る 方 向 で 改 正

⑥ そ の 他

計 3

複 数 の 回 答 を 可 と し た ｡ 回 答 し た の は 計 2 県 で あ る｡
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と
, 表 - 8 の と おりであ っ た｡

指針 の 必要性が無 い と して い る同表の①,
② ま

た は④の い ずれ か を回答 した県 は計1 8 県 で あ っ

た
｡

こ れ に対 して ,
必要性を認め て い る④ を回答 し

た の は7 県であ っ た ｡ た だ し, 3 県は , ①または(卦

の い ずれかと重複回答して い た ｡

以 上 の こ とか ら, 指針を未制定 ,
か つ

, 現在 の

と こ ろ今後の 制定の予 定が な い 県では , 指針 の必

要性を認めて い な い の が大勢である｡

しか し, 農林水産省農村振興局農村整備課か ら

の委託で日本農業土木総合研究所が行 っ た調査に

よると
, 集排汚泥を含む有機性廃棄物の 堆肥化施

設が農地還元における課題と して掲げた回答 ( 全

7 1 9 件) で は , 堆肥 の 使用に関する基準及び製品

の 基準の不在が2 4 % を占めて い た
1 2)
｡ こ の よう に

農地還元 に関する基準の ニ
ー ズ が強 い の で , 基準

の 制定主体が都道府県に限定され な い もの の ,
蘭

係機関で の基準
･

指針 の制定の 取組みが必要と さ

れて い る ｡

表- 7 指針制定の 予定 ･ 検討 の 理由

( 単位 : 県)

遷 ■択 肢 回 答 数

① 循 環型 社 会 の 形成 の た め ､ 廃 棄 物由 来 の 肥 料等

の 農地 還 元 を 推進 す る た め ｡

② 資 源循 環 ､ 循 環型 社 会 の 形 成 と い っ た 気運 の 高

揚 だ け で ､ 安 易 に 廃 棄 物由 来 の 肥 料等 の 農 地 還

元 が 行 わ れ な い た め ( 安全 性 を担 保す る た め) ｡

③廃 棄物 由来 の 肥 料等 の 生 産 が 増加 した た め ｡

④廃 棄物 由来 の 肥 料等 の 施 用 が 増加 した た め ｡

⑤ 近年 の 廃 棄物 由 来 の 肥 料 等に 関す る 試 験研 究 成

果に よ っ て ､ 指 導指 針 等 の 制 定 が 可 能 に な っ た

た め ｡

(むそ の 他

計 1 4

複 数 の 回 答 を 可 と した ｡ 回 答 し た の は 計 1 0 県 で あ る ｡

r ⑥ そ の 他+ は 2 県 回 答 が あ っ た が , 記 述 内容 か ら そ れ ぞ れ① , ② に 該当

す る と 判 断 して , そ ち ら に 割 り 振 っ て 集 計 し た ｡

表- 8 指針 未制定の 理由

( 単位 : 県)

選 択 肢 回 答数

(D 国 で 定 め て い る 法 令
･

基 準等 ( 肥 料 取締 法 ､

廃棄 物 処 理 法 ､
土 壌 の 管 理 基 準 等) の 規 定 を

遵守 す､る こ と で 十 分 で あ る か ら ｡

② 当 ( 都 道府) 県 で は ､ 施 用 の 実 態が な い ､ ま

た は ほ と ん ど無 い た め ｡

③ 当 ( 都 道府) 県で は ､ 廃 棄物 由 来 の 肥 料 等 の

生 産 が な い
､
ま た は ほ と ん ど無 い た め

④ 指導指 針等 の 必 要 性 は あ る が ､ 定 め る の に 必 要

な知 見 や技 術情 報 の 蓄積 が 十分 で なく ､ 制 定

に 至 ら な い た め ｡

⑤ 指 導指 針等 を 定 め る と ､ 有機 性 廃棄 物 の 農 地

還 元 の 妨 げ と な る た め ｡

⑥ そ の 他

1 3

計 3 3

複 数 の 回 答 を 可 と し た ｡
回 答 し た の は 計 2 3 県 で あ る ｡

｢ ⑥ そ の 他+ は 計 7 回 答 が あ っ た が , う ち 5 回 答 は 記 述 内 容 か ら

① , (勤 ま た は ③ に 該 当 す る と 判 断 し て , そ れ ぞ れ に 割 り 振 っ て 集

計 した ｡ 残 り の 2 回 答 は ,
つ ぎ の と お り で ある ｡

｢ 集 排 汚泥 の 農 地 還 元 に 関 し て ､ 関係 部 局 間 の 気運 が 高 ま っ て

い な い ｡ +

｢ 畜産 部局 等他 部 局 と の 調 整 を図 る 必 要 が あ る た め ｡ j
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3 . 2 指針の概要

収集した指針うち1 1 県の 指針は, 農業集落排水

汚泥農地還元計画策走 マ ニ ュ ア ル(案) ( 平成1 5 年2

月)
1 3) に掲載されて い るが

,
本節で はそ れら の 内

容を要約して記載内容を比較する ｡

指針 の記載内容を｢1 .土壌条件+ , ｢2 .圃場条件+ ,

｢3 .汚 泥の 条件+ , ｢4 .施用 の 上 限値+ 及び ｢5 .作物

別施用量+ の5 つ の 観点に区分 して表
-

9 に整理 し

た ｡ な お , 同表の 記載内容は , 各指針の 内容を正

確に要約す るように心がけたが , 指針間の 比較を

容易にす る ため 類似 した用語 を統
一

す る な ど
,

個 々 の指針の 記述と異なる場合が ある こと をお 断

りする｡

3 . 2 . 1 土壌条件

指針で汚泥を還元 する農地の土壌条件を記載 し

て い るの は , 5 県であ っ た ｡

内容と しては , ① 土壌 の pIi 及 び②土壌の 亜鉛

濃度に つ い てで あ っ た｡

① に つ い て は ,
処 理する 際に石灰 を混合 して

p Ii が高 い 汚泥があ る の で , そ の 適用 に注意を促

したもの である｡

② に つ い て は , ｢ 農用地 における土壌中の 重金

属等の 蓄積防止にかか る管理基準+ ( 昭和59 年環

水土 第14 9 号環境庁永質保全局長通達, 以 下 ,
｢ 土

壌亜鉛管理基準+) に基 づくもの である ｡

｢ 土壌亜鉛管理基準+ は ,
3 . 2 . 4 項 の 汚泥の

施用上 限値の 設定にお い ても ,-ノ考え方の 基礎と

な っ て い る ｡

3 . 2 . 2 圃場条件

指針で汚泥を還元する圃場の 条件 を記載 して い

る の は
,
5 県であ っ た ｡

主 な 内容と して , 水 田 ,
保 肥力 の 小 さ い 土 壌

(砂質土壌等) や傾斜地 へ の 汚泥の 還元 に つ い て

注意が示され て い た ｡

3 . 2 , 3 汚泥 の条件

指針で還 元す る汚泥の 条件 を記載 して い る の

は
,
8 県 であ っ た ｡

農地還元 には , 生汚泥や脱水汚泥は避ける こと′,

堆肥化 ( コ ン ポ ス ト化) が望ま れる ことが主な内

容であ っ た ｡

表 - 9(り 各県 の 指針内容 の 比較 土壌 ,
圃場 及び汚泥の 条件

項目 A B H E

p 王i 6 以上の 土壌には施
用 しない

｡

1 . 土壌条件 (丑石灰処理 汚泥の 施用

後 , P R 6.
5 以下 , 塩 基

飽和度が8 0 パ
ー

セ ン ト

以下で ある こと ｡

②高分子凝 集剤処理 汚泥
の 場合, P R 6.

0 ～ 6 . 5 で

ある こ と｡

③亜鉛濃度が1 2 0 m g /k g
を超 えない こと ｡

①石灰処 理物 , 焼却灰の
ようにア ル カ リ分が多
い 場合 は , P Ⅲ6以 下の

土壌 へ の 施用 に限 る｡

②亜鉛 濃度が1 2 0 m g/k g
を超 えない こ と｡

亜鉛濃度1 2 0 mg / k g 以上
の 土壌に施 用不可 ｡ よう にア ル カリ 分が多い

場合は , p H 6 以下 の 土壌
へ 施用 に限 る｡

項 目 E G K

汚泥肥料が流亡す る恐
れ の ある傾斜地 ･ 砂質
地 , 井戸や飲料 水源 に流

入する恐れ の あると こ ろ

で は施用 しない ｡

2 . 圃場 条件 カ ドミウム 汚染及 び水

稲倒伏防止の た め水田で
は使用 しない ｡

畑
,
樹園地 , 牧草地 に

施用 する ｡ ( 水 田不可)

水 臥 麦畑 , 転換畑 で

は施 用しない ｡

保肥 力の 小 さレ
､土壌

(砂 質土壌等) や傾斜地
へ の施 用は オガクズ ,

バ
ー

ク等 を加 えて 堆肥化
したもの に 限る ｡

名 A E G

生汚泥 は施用 しな い ｡3 . 汚泥 の 条件 (∋汚泥 は , 原則 と して

直接農地に施用 しな
い こ と ｡

②汚泥 は堆肥等の原
料 の一部と して 利用
す るこ と ｡

③特 に生食用作 物の

栽培農 地に は脱 水

汚泥は施用 しない ｡

焼成汚泥 の 施用は避 け

る｡

①生汚泥や脱 水汚泥 の

施用を避 ける ｡

②堆肥化 した もの を施

用する ｡

H K

①堆肥化 を原則と し ,

水分3 0% 以下の もの
とす る｡

②やむ を得 ず堆肥化
で き ない 場合は ,

水

分2 0% 以 下の 乾燥物

とす る｡

汚 泥の 条件

( 上欄 の つ づ き)

で きるだ け堆 肥化 した

もの を施用す る ｡

生汚泥及 び脱水汚泥 の

施 用は避 け
,
熱乾燥 処理

または コ ン ポ ス ト化 処理

す る
｡

D 堆肥化が 望ま しい ｡

②乾燥汚泥 等の 施用 は
今後検討 ｡
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3 . 2 . 4 施用の 上限値

施用 の 上 限値と して は, 連用年数等を設定 して

年間の 汚泥肥料の 施用量 の 上 限値を定め るもの

(8 県) と , 年間の 汚泥肥料の 施用量等を設定して

連用可能年数を定め るもの (2 県) と が あ っ た ｡

な お
, 農地還元の ため に処理された汚泥を ｢汚泥

肥料+ と総称する｡

い ずれ も, ｢ 土壌亜鉛管理基準+ に基 づ き ,
地

域 の土壌の 現状の 亜鉛含有量が 12 0 m g / k g に 達す

るま で に施用でき る汚泥肥料の 総量を推定して ,

年間施用畳または連用可能年数を算定して い る｡

指針で示 されて い る汚泥肥勅の 年間施用量は ,

最大1 t( 乾物)/ 1 0 a , 最小0 .3 t( 現物)/1 0 a の 範囲であ

る｡

な お
,
上記及び表 - 9 中の 施用量にある ｢現物+

とは汚泥肥料に水分を含んだ状態を い い , ｢ 乾物+

と は水分を含まな い状態を いう ｡

3 . 2 . 5 作物別施用量

指針で作物別施用量を示 して い る の は ,
7 県で

あ っ た ｡

3 . 2 . 2 項 の 圃場条件で水田 へ は施用 しな い と

する県が見られ たように , 作物別施用量でも水稲

には施用 しな い とする県が見られるとともに, 施

用する場合でも , 水稲 の 施用量が他の作物に比 べ

て少なく設定されて い る｡

こ の 上とか ら
,
水 田地帯で の 集排汚泥の農地還

元推進の 困難性が懸念される ｡

ま た , 作物別施用量と ともに ,
施用する汚泥肥

料中の 窒素量 を示 したり ,
さ ら にそ の 量を緩効 ,

速効に分けて示 して い る県や施用後の経過年数と

汚泥肥料中の 窒素の 有効化率の 関係を示 して い る

県が見られた ｡

農家に汚泥肥料中の 窒素分を有効に活用 して も

らうには, こ の ような情報は有効と考えられ る｡

表 - 9( 2) 各県の 指針内容 の 概要 施用量 の 上 限値

項 目＼県名 A

4 . 施用の 上限値
(1) 施用量 (丑石灰 処理汚 泥 :

1 t ( 乾物) / 1 0 a/ 年
②高分 子凝集剤処理汚
泥 :

0 . 5 t( 乾物) / 1 0 a/ 年

2 0 年連用 ,

汚泥肥 料の 亜鉛含量
9 0 0 mg / k g ,

土壌の 亜鉛含量 6 0 p p m

を条件 に

(D 水 田
0 . 4 3 t(現物) /1 0 a / 年

②畑
0. 6 t ( 現物) /1

0 a/ 年

他に1 0 年連 用
･ 汚 泥の 亜

鉛含量1 , 8 0 0 m g / k g の 場合
の 慎も示 されて い る ｡

2 5年連用 ,

汚泥肥料 の 亜鉛含量
6 0 0 p p m ,

土壌の 亜鉛含量 8 0 p p m

を条件に
0. 4 t ( 乾物) / 1

0 a/ 年

0
.
5 t/ 1 0 a/ 年
※上記値は ｢ 現物+ の 値
と考え られ る ｡

項 目＼県名 K

4. 施用 の 上限 値
( 1) 施用 量

(上 欄の つ づ き)

0 . 5 t (現 物) /1 0 a/ 年 0. 3 t ( 現物) / 1 0 a/ 年 土壌中の 亜鉛 濃度の 上

限値1 2 0p p m を基礎と し
て

,
今後2 5 年間農用 地 へ

施用 で き る総量 を考慮し

た と して , 地 目
･

作目別

施用 量を示 してい る
( ｢ 5 . 作物別 施用 量+ 欄
参照) ｡

2 5年 連用 ,
汚泥肥料の 亜 鉛含量
7 0 0 p p 恥

土壌の 亜鉛含量 6 0 p p m

を条件に
0
.
5 2t ( 乾物) / 1 0 a/ 年

項目＼ 県名 E

(2) 連用可能年数 汚書尼肥料の 亜 鉛含量
1 0 0 0 p p m

土壌の 亜鉛含量
火山灰 土 1 0 0 p p m

第 3 系粘質土 1 0 0 p p m

海成砂 質土 6 0 p pIⅦ

河成砂 質 土 9 0 p ptⅦ

施用量
0
.
5 t ( 乾物) /1 0 a / 年

の 条件で連用可能 年数
火 山灰 土 4年

第 3 系粘質土 6年

海成砂質土 2 2 年

河成砂質土 1 1 年

汚泥肥料の 亜鉛含量
1 0 0 0 p p Ⅱl

汚泥肥 料水分量
4 0%

の 条件で連用可能年数
砂質土 1 8年
壌 ～ 粘質土 1 1年

黒 ボク土 1 1 年̀

他 に汚 泥肥料の 亜鉛 含量

5 0 0 - 2 0 0 0 p p Ⅱl
汚泥肥 料水 分量
2 0%

の 各 条件での 連用可 能年
数を示 してい る ｡

(注) ｢ 現物j とは , 汚泥肥 料に水分 を含ん だ状態をい う｡

｢ 乾物+ とは ,
汚泥肥 料に水 分 を含まない 状 態をい う ｡
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表 -

9( 3) 各県 の 指摘内容 の 概要 作物別施用量

項 目＼県名 B C G H

5. 作物別 施用 量
(1 0 a ･ 年 当たり)
(1) 水稲 0 . 0 5 ～ 0

.
1 5t ( 乾物) 0

.
4 ～ 0
.
5 5 t( 乾物) 施用 しない

｡
0 . l

～

0 . 1 5 t ( 現物)

(他 の 作物 へ の 施用量 に

対 して窒素含有量を考慮
して減量)

(2) ′J ､麦 0 . 3
～

0. 4 t ( 乾物) 0. 4
～

0 . 5 5 t (乾物) 施用 しない ｡

(3) 野菜 0 . 3 5 ～ 0 . 6 t ( 乾物) 0
.
4 ～ 0
.
5 5 t( 乾物) 0 . 5 t (現 物) 0. 2

5 ～ 0
. 3 t ( 現物)

( キ ャ ベ ツ)
0. 2

～

0.
3 t (乾物)

( ニ ン ジン )

0
.
1 2 (乾物)

( ェ ダマ メ) 他

(葉菜類 , 果菜類) ( 葉菜類
,
果 菜類) ( 水稲以 外)

(4) 花 き ･ 花 木

(5) 牧 草 ･ 飼 料作物 0. 2
～

0. 3 t (乾 物)
( イ タリア ン ライ グ ラ

ス ) 他

0. 4
～

0. 5 5 t (乾 物)
0 . 5 t( 現物)

(6) 果 樹 0
.
2 ～ 0
.
3 t ( 乾物) 0 . 2 ～ 0 . 4 t (乾 物) 0. 5 t ( 現物)

項 目＼ 県名 1
.
† K

5 . 作物別 施用 量
( 1 0 a ･ 年当た り)
( 1) 水稲

(上欄 の つ づ き)

乾燥汚泥 : 施用 しな い

汚 泥肥料 : 0. 5 t ( 現物)
*

* 連用す る場 合, 以 下

同 じ｡

0 . 2
～

0. 2 5 t ( 現物)
0
.
1 4 ～ 0 . 2 8 t (現物)

(2 ) ′ト麦 0 . 25 ～ 0. 5 t ( 現物)
0
.
1 4

～

仇 2 8 t (現物)

(3 ) 野菜 乾 燥汚泥 :

( 施設) 仇 3
～
0 . 4 t

( 露地) 0
. 2

～

0.
3 t

汚 泥肥料

( 施蓬受) 0 . 5
～

1 t

( 露 地) 0 . 5 ～ 1 t

0
.
5
一
し 0 . 8 t ( 現物) 0 . 2 1

～

0, 4 2 t ( 現物)

(4) 花 き ･ 花木 同上 0
.
5 ～ 1 t ( 現物) 0 . 2 8

～

0. 4 2 t ( 現物)
つ つ じ等酸 性を貞子む種

類に は施用 しな い ｡

( 5) 牧草 ･ 飼料作物 0. 4
～

0 . 7 t ( 現物)

(6) 果樹 乾燥汚泥 : 0.
2 ～ 0 . 3 t 0

.
3 ～ 0 . 5 t ( 現物) 0 . 2 1

～

0. 4 2 t ( 現物)
汚泥肥料 : 0 . 5 ～

l t 亜鉛を含む農薬散布 園
( 成園 の 場合) は施用量 を6 0% 減とす

る
｡

ぶ どう , もも等 .
N感

応性の 強い 果樹に は使用
を避 け る ｡

4 . ぁ わ りに

集排汚泥の 農地還 元 は
,
農業集落排水事業の 開

始当初から取組まれ て きた , 所謂 ｢古くて新 し い+

課題である｡ そ の推進には , 汚泥の コ ン ポ ス ト化

等の処理技術や そ の ため の 施設の 整備
,
汚泥肥料

の 効果や安全性の 検証な どの多方面か ら の検討が

必 要で ある ｡

報告した調査結果は
,
多 々 ある集排汚泥の 農地

還元にお ける課題の 中で 1 つ の側面である各都道

府県の 指針に関する情報を取りまとめ たもの であ

る ｡ しか し, 各都道府県の指針その ものが
,
地域

の 土壌や営農の 条件を踏まえ, 汚泥 の 農地還元を

総合的か つ 具体的に取りまとめ られ た もの であ

り
,
有効な情報を数多く含むもの である ｡

本調査結果が , 今後 の 集排汚泥の 農地還元の 拡

大に向けての検討の 参考と なる こと を期待する｡

ま た , 本調査は , 農林水産省農村振興局計画部

事業計画課､ 菖蒲淳課長補佐 (現経済協力開発機

構) 及び伊藤崇係長の ご理解と ご協力 を得て実施

した｡ また , 調査票の 送付 に農政局担当者, 調査

票 へ の 回答に都道府県の 担当者の方々 にご協力を

得た｡ こ れ らの 方 々 に, 深く感謝の 意を表す｡
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【歴 史的土地 改良施設】

ほ場整備で昔の 田んぼ
たつ え くしぶ し

一県営ほ場整備事業 立江櫛渕地区 -

目

1 . か つ て
… ･

･ … ‥ ･ ･ ･ … ‥ ‥ ‥

7 1

2 . 立江 ･ 櫛渕 町と い う地名 … ･ ･ ･ … ‥ … … … = … … ･ ･

72

1 . か つ て

徳島県小松島市を南北に流れる2 級河川立江川
,

そ の 上流約1 k m に 立 江町及び櫛渕町を中心と した

標高0 ～

1 .5 m の 低平な平野約2 5 0 h a が 広が っ て い

た ｡

か つ て
,
こ の 平野は幾度かの 海進

,
海退があ っ

た と考えられ , 北西側の勝浦町にか けて の 山地 に

段丘面を残 して い る｡ 最後 の縄文海進の 時代 (約

6 千年前) く ら い に浅海と なり , そ の 後も多少の

地殻変動をくりかえしながら , 台地周辺 か らの 流

梅 本 節 也
*

(S et s u y a 口 M E M O T O )

次

3 . 昔の 田 んぼ … ‥ … ･ ･

7 2

4 . おわ り に ‥ ･ …

7 4

出 土砂によ っ て 平野が順次形成され て い っ た と考

えられ て い る ｡ しか し , そ の 土砂 の供給量にも限

界が あるこ と , 那賀川 旧河流 (現在 ,

一

級 河川)

が 下流 部を分流 し土砂が堆積 して い た こ とか ら ,

上 流部 (櫛渕町) が下流 部より低 い 道三角州の 地

形とな っ て い た ｡

そ の ため洪水時に は浸水も甚だ しく, 稲 の 苗は

くさる , 刈稲 は芽がでる , 流 される被害が あ っ た｡

阿波誌 (佐野元 憲
･ 笠井藍水訳) にも ｢ 立江

･

櫛

渕 の米は赤米で味悪 し+ と記録され て い る｡

園 -

1 位置図

余

徳島県徳島農林事務所耕地第1 課 ( T el . 088- 6 26- 854 5)
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2 . 立江 ･ 櫛渕町と い う地名

小松島市の ｢新風土記+ には
,
立江町及び櫛渕

町の 地名に つ い て の 由来が 記載され ており , 水 に

関連する地名が こ の 地域に集中して い る こ とが わ

かる ｡

( 1)江 の つ く地名

江は海が 陸地に入り込んだと こ ろ で あると い う

意味がある ｡

①立 江

東と西 の 山地 には さま れ た入り江で あ っ た

が
,
那賀川 の分流 による堆積作用で 陸地にな っ

た ｡

②江 ノ 上
･

下 内江 ( 立江)

(2) 渕の つく地名

①櫛渕

入り江が櫛の 歯の ようにな っ て 深 い渕が つ く

られて い た こ とか ら櫛渕と い う地名が できたと

い われて い る ｡

(卦馬渕 ( 立江)

(3)須 の つく地名

黒須 ( 立江)

(4) 瀬の つ く地名

塩瀬 ( 立江)

(5) 崎の つく地名

西崎
･

椋崎 ( 立江) , 藤 ケ崎 (櫛渕)

(6) 浦の つ く地名

小田ノ浦 ･ 大 田ノ浦 ( 立江)

(7) 湊の つく地名

湊 (櫛渕)

3
. 昔の 田んぼ

平成6 年度県営ほ場整備事業で 国の採択をうけ,

23 4 h a の 農地を対象 に区画整理を ,
地 区内を流れ

る水路は水田営農活性化排水対策特別事業で幹線

水路3 .1 k m の 整備を行う こと とな っ た｡ ま た , 感

潮河川 の抜本的解決策と して ,
立江川最下流部に

別途事業で強制排水ポン プが建設され つ つ ある｡

現在
,
県営ほ場整備事業立江櫛渕地区は , 平成

17 年度完了を目的に鎗事業費64 億円で面工事を進

め ており, 地区 の 約8 割 の 農地が整備を終えて い

る｡

【地区概要】

① 事 業 名 : 県営ほ場整備事業

(担 い 手育成型)

(動 地 区 名 : 立江櫛渕地区

③ 鎗事業費 : 6 ,4 00 百万 円

④ 工 期 : 平成6 ～ 1 7 年度

【工事概要】

工 種 事 業 量

区 整 地 工 23 4b a

画 揚 水 機 場 6 ケ所

整､ 暗渠排水工 10b a

理 客 土 工 15 7h a

併せ行う事業 水田営農活性化

排水対策特別事業
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野 由 一 晩学 怒 轡 顆 内 政 故 関

噛 l

+ 血

■聯 極細

汲

軒 選璃

芳‾泳 河 水 亀

貫 凛 伊 東 玲

摺 門

図 - 3 地区概要囲

水はけの 悪さ に悩まれ続けてきた立 江櫛渕土地

改良区の 農家釣4 0 0 戸 が , 過去 の 苦労を子供たち

に知 っ てもら い た い と , 昔なが ら の低 い 田ん ぼを

復元した ｡ 平成15 年5 月1 日 ,
こ の 田 んぼで立江小

学枚の 子供たちが手作業による 田植えを行 っ た ｡

こ の 催しも今年で2 回 目とな っ た｡

水 田 の 面積 は1 ア
ー

ル 程度で 標高は整備前の 標

高0 . 1 5 m
,
田 ん ぼ に水を揚げるた め使 っ て い た水

車 ( みずぐるま) も当時の 風景さなが らである｡

こ の 日 , 田植えを行 っ た の は同校の 5 年生 13 名 ｡

写真- 1 田植えを行う生徒たち

立 江櫛渕土地改良区の 宮内理事長が , 昔 と今 の 田

んぼ の 違 い , 土 に触る こ と の大切さな どに つ い て

説明した後 ,
生徒たちは餅米の 宙を持 っ て , 元気

よく裸足で田んぼに入 っ た ｡

田 ん ぼ の 中は冷た い
,
水車を踏む生徒からは コ

ワ イ をど の歓声があが っ た が , 土 地改良区の役員

か ら木柵 ( もくさく) と呼ばれる定規の役目をす

る道具の 使 い 方を教えてもら い なが ら ,

一

生 懸命

に田植え を行 っ た ｡
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兵庫県立淡路景観園芸学校 ･ 景観園芸専門課程

平成1 6 年度生の募集 (後期)

淡路景観園芸学校 ･ 景観園芸専門課程の 平成1 6 年度生募集(後期入学試験) を下記により実施 い た します｡

記

1 . 次試験会場

項 目 後期募集

募集人員 若干名

修業年限 2 年

出願資格 大学院修士課程の 出願資格と同じ

願書受付期間 平成15 年10月2 4 日( 金) ～

1 1 月6日( 木)

第1 次試験期日 平成15 年1 1月15日( 土)

第1 次試験合格発表 平成15 年11月21日( 金)

第2 次試験期日 平成1 5 年12月 6 日( 土)

最終合格発表 平成1 5年12 月19日( 金)

第1 次試験科目 デザイ ン実技

小論文

英語 〔辞書持込み可〕

第2次試験科目 デザイ ン作品の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

* デ ザ イ ン作品とは , 出願者が過去に作成したもの に限る ｡

面接

1 次試験会場 兵庫県立淡路景観園芸学校

(兵庫県津名郡北淡町野島常盤)

2 次試験会場 兵庫県立淡路景観園芸学校

(兵庫県津名郡北淡町野島常盤)

2 . 募集要項及び過去の 問題の 請求方法

募集要項の 郵送を希望される場合は, 封筒の 表に ｢ 淡路景観園芸学校景観園芸専門課程学生募集要

項請求+ と末書きし
,
3 90 円切手を貼付 した宛先明記の 返信用封筒 (角2 : 33 .2 c m x 2 4 c m ) を同封 のう

え
, 下記問い 合わせ先宛に請求してくださ い ｡

ま た , 過去 の入試問題の郵送を希望 される場合は, 封筒 の 表に ｢景観園芸専門課程過去の入 試問題

請求+ と朱書きし
,
3 90 円切手 (募集要項と併せ て請求する場合は , 5 8 0 円切手) を貼付 した宛先明記

の 返信用封筒 (角2 : 3 3 .2 c m x 2 4 c m ) を 同封 のうえ, 下記問い 合わせ先宛に請求 してくださ い ｡

3 . 問 い 合わせ先

〒65 6 - 1 72 6 兵庫県津名郡北淡町野島常盤95 4 - 2

兵庫県立淡路景観園芸学校 総務課 T el O7 9 9 - 82 - 3 13 1 F a x O 7 99 - 8 2 - 3 12 4

〔H .P〕 h tt p :/ / w w w . a w aji. a c .j p 〔E - m ail〕 alp h a @ a w aji .a c .j p
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画 匡]
1 . 会員の募集

水と土 の 発行は皆様の 年会費 によ っ て まかな われ て います｡ 今後とも事業地 区の技術情報の交流 を図

るため には会員の確保が重要と な っ て い ます｡ 会員 の皆様には職場の 同僚の 方 々 に農業土木技術研究会

の 成り立ちや ｢水と土+ をP R して い た だき, 会員 の勧誘をお願 い い た します ｡ 平成1 5 年度の年会費は

2
,
3 0 0 円 です｡ な お, 別紙の P R 版 を作成しま したので会員の勧誘に活用 い ただければ幸い です｡

2 . 報文投稿の募集

｢ 水と土+ は会員の 皆様か らの 報文投稿によ っ て支えられて い ます ｡ 報文は以下 の ように様 々 な テ
ー

マ

が考えられますの で ,
こ れ を参考に皆様が担当されて い る事業地 区の 状況を報文にまと めて投稿 い ただ

くようお願 い い た します｡ 併 せて巻末の投稿規定も参照して下 さ い ｡

① 事業地区の段階は ,
企画 , 調査, 計画 ,

設計
,
施工

,
管理 に分けられる の で , 構造物の 施工 の

有無に関わらず, コ ス ト縮減, 創意工夫, 新技術導入 ,
環境配慮な どの 視点から取りまとめた報文

② ダム , ト ン ネ ル , 橋梁 , 揚排水機場等の 大規模工事や長期 にわ たる債務負担行為工事等に つ い

て
, 調査 , 計画, 設計, 施工 の 各段階での 検討や実績を取りまとめた報文

⑨ 農業工学研究所や県試験場 など へ の依頼研究の 成果に つ い て取りまとめた報文 (研究依頼先と

の 連名による)

④ 土地改良技術事務所 , 調査管理事務所が対応して い る技術検討や現場支援業務に つ い て取りま

とめ た報文 (当該機関との 連名によ る)

⑤ 海外派遣か ら帰任 した職員の派遣先での プ ロ ジ ェ ク ト等に つ い て技術的見地 から取りま とめた

報文

⑥ 建設会社, コ ンサ ル タ ン ト等 の会員に つ い て, 普及性の ある事例や技術検討に つ い て取りまと

めた報文

3 . ｢ 水 と土+ 表紙写真の募集

農業土木技術研究会では , 会誌 ｢水と土+ の 表紙を飾る写真を募集 して い ます｡

あ なたが撮 っ た ｢ 美 し い 農村や農業生産の 風景+ , ｢ 地域にとけこんだ鹿地 , 農業施設+ , ｢ 水
･ 土 の ふ

れあ い+ な どを表鰍こ使わせ て い ただきた い と思 い ます｡ 以 下 を参考に多数の 写真 を応募願 い ます｡

① 写真の種類 : カ ラ
ー プ リ ン トでサ

+ ビス 版より大き い サイズで掟出して下さ い ｡

② 枚数 : 応募点数には制限がありませんが , 未発表の もの に限ります｡

⑨ 応募先 : 研修会テキ ス ト申し込み先に同じ

④ そ の他

(1) 応募写真の 裏面にタイ トル ,
コ メ ン ト, 住所, 氏名 , 年齢, 職業 ,

性別
,
写真テ ー マ

, 撮影

場所, 撮影年月日 を記入して 下 さ い ｡

(2) 原則として応募写真は返却しませ ん｡

(3) 採用された写真の版権は, 農業土木研究会に属します｡

(4) 採否は
,
編集委員会で決定します｡

(5) 採用 された場合は薄謝を進呈 い た します｡
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1 . 創立3 0 周年を迎えた ｢ 農業土木技術研究会+

本研究会は, 全国の農業土木技術者の自主的な研究会です｡ そ の 歴史は , 昭和28 年の ｢ コ ンク リ
ー

ト

ダ ム研究会+ にまで さか の ぼり, 事業 の展開方向に即 して変遷 してきま した ｡ 現在 の ｢ 農業土木技

術研究会+ と しても
,
平成1 1 年度には設立30 周年を迎 えた歴 史ある研究会です｡

く農業土木技術研究会の変遷〉

昭和28 年 ｢ コ ンクリ ー トダ ム研究会+ の発足 : 会誌 ｢ コ ン ク リ ー ト ダ ム+ の発刊

昭和3 1 年 フ ィ ル ダ ム を含めて ｢ ダ ム研究会+ に拡大 : 会誌 ｢ 土 と コ ン クリ ー ト+ に変更

昭和36 年 ｢ 水路研究会+ の発足 : 会誌 ｢水路+ の発刊 ‾

昭和45 年 両研究会の合併

｢農業土木技術研究会+ の発足 : 会誌 ｢水と土+ の発刊

き

り

と

り
一…
…
…
=

2 . 技術力向上に資する ｢ 農業土木技術研究会+

本研究会は , 時代 の ニ ー ズ を反映した事業の 円滑な推進に必要な技術力の向上 のため , 農業農村

整備事業の計画 ･ 設計
･

施工事例や技術的検討内容な どの現場技術情報の発信と交流を
一

貫 して展

開して い ます｡

研究会では , 現場 の技術報文を中心と した会誌 ｢ 水と土+ を年間4 回発行 し会員の皆様にお届けし

て い ます｡ また
,
時代に即 した技術的な情報を提供する研修会も開催して い ます｡

. 会 員が支える ｢ 農業土木技術研究会+

本研究会の活動は
,
皆様 の年会費によ っ て まかなわれ て い ます｡

2 1 世紀を迎 え農業 ･ 農村 の位置付けがますます重要にな っ て い る今日 , 本研究会に入会 い ただき, そ

の振興の 基礎と なる ｢農業土木技術+ に根ざした研究会の活動を支えて頂けれ ば幸 い です｡ 会費は

2
,
3 0 0 円です (会費は51 年度よ り据置) ｡

入会 の手続きは
,
研究会 へ 直接又は各職場の連絡員に会費を添えて申し込んで下さ い ｡

申 し込み様式は以下を参考にして下 さ い ｡

入会申し込み

平成

私は農業土木技術研究会に入会します｡

氏名 :

職場 ･ 所属 :

職場住所 (会誌送付先)

電話番号 問 い合わせ先 : 農業土木技術研究会■事務連絡 大平

〒 105 - 0 0 04 東京都港区新橋5 - 3 4 - 4

農業土木会館内 T E L O 3 (3 4 3 6) 1 9 60

F A X O 3 (3 5 7 8) 7 1 7 6
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⊂] 囲 園 囲 薗[コ

1 原稿には次の 事項を記した ｢投稿票+ を添えて下記に送付する こと

〒10 5 - 0 00 4 東京都港区新橋5 - 34 - 4 農業土木会館内, 農業土木技術研究会

2 ｢ 投稿票+

(丑 表 題

(彰 本文枚数, 図枚数, 表枚数, 写真枚数

⑨ 氏名
,
勤務先, 職名

④ 連絡先 ( T E L)

⑤ 別刷希望数

⑥ 内容紹介 (200 字以内)

3 1 回 の原稿の 長さ は原則と して図, 写真, 表を含め14 ,5 00 字程度 ( ワ
ー プ ロ で作成の場合 ,

A 4 版1 0 枚

程度) までとする｡

4 原稿はなる べ く ワ
ー プ ロ で作成 し, 漢字は当用 漠字, 仮名 づ か い は現代仮名 づか い を使用 ,

術語は学

会編 , 農業土 木標準用語辞典に準 じられた い ｡ 数字は ア ラビア数字 (3 単位ごと に, を入 れ る) を使用の

こと ｡

5 ワ
ー プ ロ で作成 した原稿に つ い て は, プ リ ン ト ア ウ トした原稿とともに文字デ

ー タ に つ い て は フ ロ ッ

ピ ー デ ィ ス ク でも提出すること ｡

6 手書きの原稿に つ い て は, 当会規定の 原稿用耗を用 い作成する こと (原稿用紙は , 請求次第送付)

7 写真, 図表は ヨ コ 7 c m x タ テ5 c m 大を2 42 字分として計算 し, そ れ ぞれ本文中の 挿入個所を指定 し, 写

真, 図 , 表は別に添付する (原稿中に入れな い) ｡ 写真, 図表が画像デ
ー タ の 場合は

,
画像デ ー タ を文字

デ
ー タ上 (

一

太郎, ワ
ー

ド等) に粘り付けずに, な る べく元 の 画像デ
ー タ の ままとする こと｡

8 原図の 大きさ は特に制限はな い が ,
B 4 版ぐら い ま でが好ま し い ｡ また , 原図をそ の ま

‾
ま印刷に使用す

るの で極力鮮明なもの を提出すること ｡

9 文字は明確に書き, 特 に数字や記号な どのうち , 大文字と小文字, ロ
ー

マ 字 とギリシ ャ文字, 下 ツ キ ,

上 ツ キ
,
な どで区別の まぎらわし いも の は鉛筆で注記しておくこと ｡

た とえば
,

C
,
E
,
0
,
P
,
S
,
U
,
Ⅴ
,
W

,

0 ( オ
ー

) と0 ( ゼ ロ)

r ( ア ー ル) と γ ( ガ ン マ)

打 ( ダ ブリ ュ
ー

) と ∽ ( オ メ ガ)

1 と ( イ チ) と 1 ( エ ル)

E ( イ
ー

) と E ( イ ブ シ ロ ン)

Ⅹ
,
Z の 大文字と小文字

｡ ( エ
ー

) と α ( ア ル フ ァ)

左 ( ケイ) と 〝 ( カ ッ パ)

ズ ( エ ッ ク ス) と ズ ( カイ)

g ( ジ
ー) とq ( キ ュ

ー

)

｡ ( ブイ) と u ( ウ プ ロ シ ン)

な ど

1 0 分数式は2 行な い し3 行にとり余裕をもたせ て書くこと ｡

1 1 数表とそれをグラ フ に したもの と の並載はさけ
,
どち らか にする こと ｡

12
‾
本文中に引用 した文献は原典をそ の まま揚げる場合は引用 に 『 』 を付し引用 文献を本文中に記

載する ｡ 孫引きの場合は, 番号を付 し, 末尾 に原著者名 : 原著論文表題 , 雑誌名, 巻 ; 頁
～

頁 . 年号,

又 は
``

引用者氏名
,
年 ･ 号 より引用

' '

と明示する こ と｡

13 投稿 の採否 , 掲載順は編集委員会に
一

任する こと｡

14 掲載 の分は稿料を呈す｡

15 別刷は
,
実費を著者が負担する｡
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｢ 水と土+ 通信

F A X 宛先 : 農業土木技術研究会 大平 : 0 3
-

3 5 7 8 -

7 1 7 6

★ ｢水と土+ をより充実したもの とするため
,
下記様式であなた の ご意見をお寄せ頂ければ幸い です｡

1 . 本号 (1 34 号) で興味をもたれた報文に つ い て記載下 さ い

(1) 報文タイ トル :

(2) 興味を持たれた具体的内容

2 . 本号の編集に つ い て ご意見をお聞かせ下 さ い

3 . とり‾あげて欲 し い テ
ー マ な ど本誌に対するご意見や ご要望 をお書き下 さ い

所属 : 氏名 :

編 集 後 記

平成1 1 年に制定され た食料農業農村基本法に基

づく土地改良法の改正とそ の施工 は
,
農業農村整

備の新 し い 時代の幕開けを告げる象徴的を出来事

で あ っ た ｡ - と改めて感慨 にふ ける の は小生 だけ

で あろうか ｡ 折り しも, 農業農村整備の 推進を農

業土木研究と い う側面から支援 し続けてきた農業

工学研究所が ,
社会

･

環境と い う土 木以外ド研究

勢力を内部に取り込み , 独 立行政法人と して新た

な船出を迎えたの は平成13 年｡ そ の 後, 農業農村

整備にお い て は, 住民参加や環境配慮が新時代の

キ ー ワ ー ドと して声高に語られ るようになる ｡ も

ちろん
,
住民参加や環境配慮と いう視点が ,

こ れ

ま で の 農業農村整備に欠落 して い たわ けで は な

い
｡ 例えば , 住民参加の手段と して注目されて い

る ワ
ー

ク シ ョ ッ プ ( W S) に しても
,
2 0 年以上 に

渡る農村部で の 実践の 積み重ねがある｡ 昨今 の動

きは
,
こ れ らをよりス タ ン ダ

ー ドを レ ベ ル にまで

押 し上げるもの だと小生 は感 じて い る ｡
こ れ まで

現場の 裁量 に依拠する部分が多か っ た住民参加や

環境配慮が制度の 中に組み込まれて義務化 しつ つ

ある ｡ 一状況は変化 し, 新 たな問題捏起やそ れを

克服するた め の 手法や技術の 開発が今後徐々 にク

ロ ー ズ ア ッ プ されて い くであろう｡ 農業農村整備

にお ける新時代の 先端を切り開 い て い くため に

は
, 時代 の 要請を敏感に感 じ取り , そ れを情報と

して発信 して い く試みが大切で あり
,
そ れ らの斬

新な記事で本誌が飾され る こ とを期待 しキい ｡

( 農業工学研究所 研究企画科 安中)

水 と 土 第 1 3 4 号

発 行 所 〒105- 0 0 0 4 東京都港区新橋5 - 34 -
.
4

農業土木会館内

印 刷 所 〒 161 - 8 5 5 8 東京都新宿区下落合2 - 6 - 2 2

農 業 土 木 技 術 研 究 会

T E L O 3(3 4 3 6) 1 9 6 0 振替 口座 001 8 0 - 5 - 2 8 9 1

一 世 印 刷 株 式 会 社

T E L O 3(3 9 5 2) 5 6 5 1
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